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カカンンボボジジアアのの文文化化復復興興をを手手伝伝ううソソフフィィアア・・ミミッッシショョンン 3333 年年間間  
――私私たたちちはは難難民民救救済済かからら人人間間のの原原点点をを学学びび、、遺遺跡跡救救済済かからら民民族族のの誇誇りりをを学学びびままししたた――  

 

 

上智大学アジア人材養成研究センター 

所長 石澤 良昭 

（上智大学教授・2017 年 R・マグサイサイ賞受賞者） 

 

 

 

私私のの少少年年時時代代：：日日本本→→中中国国満満州州→→日日本本帰帰国国（（11993377～～11994488 年年））  

私は 1937 年に北海道で生まれ、3 歳で中国遼寧省東部の撫順市に移り住み、10 歳の

時、1948 年北海道帯広に帰国しました。 

 

１１．．国国際際政政治治にに翻翻弄弄さされれるるカカンンボボジジアア  

カンボジアでは 1970 年から隣国ベトナム戦争と連動し、政治の大混乱がはじまった。

ポル・ポト政権（1975 年-1979 年）下では約 150 万以上にのぼる知識人を中心に大虐殺

があり、その時フランス語に汚染されているという理由でアンコールで働く保存官たち

40 数名が全滅。この政治混乱から数百万人のカンボジア人難民がタイ国境に逃れた。 

 

２２．．上上智智大大学学ソソフフィィアア・・ミミッッシショョンン((国国際際奉奉仕仕活活動動))ははカカンンボボジジアア難難民民救救済済  

上智大学教職員・学生・賛同者は、1970 年からカンボジアで始まった混乱と内戦のた

め、タイ国境に逃れた数百万人のカンボジア人難民の人たちを見過ごすわけにはいかな

かった。上智大学は 1979 年から「インドシナ難民に愛の手を」のキャンペーンを掲げ、

同年 12 月に J.ピタウ学長を中心に新宿駅の駅頭で 2 週間にわたり「インドシナ難民」

のために募金活動を実施し、カオイ・ダンやサケオの難民キャンプへ食糧と医薬品を届

け、戦争孤児を収容するセンターに学生ボランティアを派遣した。当時のピタウ学長は

「今、インドシナ半島では、何十万、何百万という人々が故郷を追われ、難民となって

苦しんでいる。この人々のことを忘れてはなりません。これこそ、上智大学の根本的な

理念、さらには、人間としての、人間らしさの根本にかかわることだと信じればこそ、

この難民救済活動を行っているのです。」と国内外に発表した(『上智大学通信』第 84

号 1980 年 3 月 25 日発行)。 

 

３３..日日本本かからら「「カカンンボボジジアア」」支支援援活活動動をを開開始始  

(A)現地アンコール遺跡群の保存と修復作業は 1970 年から解放勢力が遺跡占拠し、停止

されていた。タイ・ミャンマー・インドネシア・日本の 4 ヵ国の専門家が東京に集まり、

以下の救済アッピールを全世界に向け発信した。 

石石澤澤良良昭昭（（上上智智大大学学教教授授））のの王王立立ププノノンンペペンン大大学学名名誉誉博博士士号号受受諾諾演演説説（（22002222 年年 1111 月月 11 日日））  
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(B)アンコール遺跡救済「ソフィア・アッピール」を発表 

1985 年 4 月 20 日上智大学において開かれた「アンコール遺跡救済国際シンポジウ

ム」（International Symposium on the Preservation of the Angkor Complex, on 20 April, 1985
において私たちは、「アンコール遺跡救済ソフィア・アピール Sophia Appeal for the 
Safeguarding of the Angkor Complex」を採択し、全世界の関係者へ配信した。第一条は、

「アンコール遺跡群の救済の再考を求める（1.Considering that the Angkor Complex 
comprising Angkor Wat, Angkor Thom and many other monuments is the highest expression of 
the splendor of Khmer civilization which flourished in the present Cambodia）」ではじまる、

このアッピール文は世界の多くの心ある友人たちに対して救済を求めたものであった。

しかし、ベトナム系のヘン・サムリン傀儡政権下という理由で回答はなく、放置されて

しまった。 

(C)アンコール遺跡の保存救済活動が何故重要なのか知っていただくため、２回にわた

り、プノンペン国立博物館の彫刻美術作品約 150 点を借り受け、日本の８カ所でアンコ

ール・ワット展を開催した。多くの日本人にカンボジア文化遺産の素晴らしさを鑑賞い

ただき、そして、ご支援いただくために開催した。 

①第一回は「大アンコール・ワット展 壮麗なくクメール王朝の美」、主催：東映（株）、

期日：この巡回展は 2005 年 7 月から 2 年間にわたり、日本全国 8 カ所の展示場で開

催され、その来場者数は 86 万人に及んだ。石澤が遺跡案内図録『大アンコール・ワ

ット展』(2005 年)を作成した。 

②第二回は「アンコール・ワット展ーアジアの大地に咲いた神々の宇宙」、主催：岡

田文化財団（三重県）：2009 年 8 月から 3 年間にわたり、さらに全国 10 カ所の展示

場で開催され、東京の三越デパート本館の「アンコール・ワット展」には秋篠宮文仁

親王殿下（当時）がご臨席くださいました。来場者は約 33 万人の及んだ。図録は『世

界遺産アンコール・ワット展-アジアの大地に咲いた神々の宇宙』を石澤が作成した

(2009)。その波及効果としてカンボジア和平後、約 100 万人以上にのぼる日本人観光

客が現地アンコールを訪れ、大石造伽藍とそのきらびやかな彫刻美術を鑑賞した。 

 

４４..民民族族のの誇誇りりをを取取りり戻戻すすここととをを願願いい、、アアンンココーールル・・ワワッットト西西参参道道をを研研修修修修復復現現場場にに  

1979 年からの 14 年間にわたる内戦で傷つき、失意のカンボジアの人達に元気を取り

戻してもらうため、だれもが崇拝する「アンコール・ワット」の救済を採りあげた。 

その大方針は「By the Cambodians, for the Cambodians」を掲げ、カンボジア人新保存官

たちが保存・修復工事・整備を自分たちの手で出来るように願い、1991 年から新しいカ

ンボジア人「遺跡保存官」および石材加工ができる「石工技能者」の育成を開始した。

私たちは 2 名の建築家が常駐させ、加えて西参道修復技術交流研修委員会は、委員長の

上智大学客員教授（日本学名誉教授）平山善吉先生をはじめ 14 名の専門委員を現地に

派遣し、遺跡現場においてカンボジア人保存官に技術指導を実施してきた。 
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５５..ククメメーールル民民族族のの誇誇りりをを取取りり戻戻ししたたアアンンココーールル・・ワワッットト西西参参道道修修復復ププロロジジェェククトト  

 西参道の修復は 1960 年代にフランス極東学院により着工されたが、政治情勢から

30 年以上にわたり放置されてきた。この西参道は環濠を渡る 200m の陸橋で、参道の

巾は 26m、南側半分 13m はフランス極東学院により修復された。上智大の担当は北側

半分の 13 メートルで、長さ 200m の参道を担当した。 

上智大の最初の西参道の工事は、1996 年からはじまり、その現場で遺跡研修を受け

た新保存官関係者は、石工技能研修生 15 名、技術作業員 20 名、建築・考古幹部研修

生 12 名など合計 47 名であった。片桐正夫先生（日大教授）の指導のもとに 1996 年に

全解体工事を開始し、2007 年 11 月に、東寄り北側の工事 100ｍを完成した。 

1992 年、故シハヌーク前国王はアンコール遺跡が世界遺産に登録された時に、パリ

のユネスコ国際会議において特に発言を求め、「最初に井戸を掘った人を忘れてはい

けない」と発言された。「内戦が収まらず、多くの国がカンボジアに背を向けている

時に、最初にカンボジアに来てくれて、人材養成を開始した東京の上智大学の活動を

忘れてはいけない」というお言葉を賜った。 

2016 年からの上智大と遺跡公団の第 2 期工事では、日本国外務省から ODA（一般文化

無償資金協力）に採択され、全機材がアンコール・ワット西参道の修復現場に届いた

（2015 年）(日本政府より初めての遺跡修復機材供与され、合計金額は 9,470 万円)で

あった。 

 

６６..カカンンボボジジアアへへ出出かかけけてて「「ソソフフィィアア・・ミミッッシショョンン（（国国際際奉奉仕仕活活動動））」」のの記記録録  

(A)知識人虐殺のため教授陣がゼロに近かった王立芸術大学（プノンペン）支援の件：

上智大学の西参道技術委員の日本人教授陣は、シェムリアップへ行く途中のプノンペ

ン空港で降り、王立芸術大学において毎夏集中の専門分野の講義を 10 年間にわたり

実施してきた（期間：1991 年‐2001 年）。その受講学生の延べ人数は 12 年間で約

5,400 名に及んだ。 

プノンぺンの王立芸術大学集中講義(1991)           学生現場研修(1994) 

 

(B)カンボジア王国政府緊急幹部養成の学位取得プロジェクトでは①カンボジア人留学

生として 18 名を上智大学大学院（地域研究専攻）に入学させ、1997 年から 2016 年
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までの約 20 年かかって、18 名（博士学位 7 名、修士学位 11 名）が学位を取得した。

学位取得後は全員が帰国し、現在カンボジア王国政府内で活躍中である。中・長期に

わたるソフィア・ミッション実施のための人材支援であった。 

 

(C)約 900 年前の接着剤なし 65 メートルの高塔アンコール・ワットの威容 

①1997 年には NHK スペシャル番組「アンコール・ワット-知られざる水の帝国」が

全国放映された。日本の JICA 作成の 5,000 分の１の地形図資料に基づき、コンピュ

ーター・グラフィックを駆使し、約 900 年前のアンコール時代の田越灌漑存在の発見

であった。アンコール時代の二期作の収穫を裏付ける大発見であり、当時の農業経済

活動を裏付ける現場検証であった。さらに、②NHK「プロジェクトⅩ挑戦者たち」番

組の「アンコール・ワットに誓う師弟の絆」として日本全国で放映（2001 年 11 月 20

日）され、大好評を博した。日本航空（JAL）の機内番組としても上映された。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(D) アンコール遺跡の「環境保全プロジェクト」、環境人材の養成 

ISO14001 認証取得のための人材養成―ごみゼロ運動（2003－2006）を目指す活動：

上智大学(学外共同研究)は、「国際標準化機構（ISO）14001(環境マネジメント)」の

認証取得のため、ラオ・キム・リァン研究員（上智大学）が中心となり、アプサラ機

(2002 年) 
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構の協力を得て地域の住民と屋台の売り子さんはじめ、それに小学生たちも動員し、

環境保全・ゴミゼロ運動を実施してきた。大へん厳しい現地査察を含む審査ではあっ

たが、世界遺産としては初めて国際標準化機構（ジュネーブ）から 2006 年に ISO 認証

を取得した。国家再建と復興中のカンボジア王国政府としては大きな国際的に誇示で

きる成果であった。 

(E)「アンコール文化遺産教育センター」建設の件：アンコール遺跡を盗掘から守り、

遺跡について勉強する啓蒙教育センターが、2011 年日本国外務省「草の根文化無償

支援」によりバンテアイ・クデイ遺跡内に開設された。現在も多くの地域住民と観光

客で賑わっている。 

(F)アジアのノーベル賞といわれる「R.マグサイサイ賞」を上智大学が受賞 

R.マグサイサイ財団の評価では「①遺跡の保存修復はカンボジア人の手でなされるべき

と、②カンボジア人保存官や石工の育成、③クメール人たちが自国文化への誇りを取り

戻し、遺跡保存の重要性が世界へ向けて発信された」これが受賞の理由であった。 

(G)ソフィア・ミッション（国際奉仕活動）とは何か、質問に答えて： 

 上智大学は現地カンボジアに土地を購入し、上智大学アジア人材養成研究センターを

保存官養成の研究教育の施設として建設(1996 年)。所在地：カンボジア・シェムリア

ップ市、敷地面積：4800 ㎡、建物面積：280.10 ㎡、構造：鉄筋コンクリート 2 階建

て、1 階：事務室、大講義室 2 階：大講義室(建築・考古研究室)、機材収納庫、宿

泊室(5 部屋) 

  上智大学は日本の大学として初めてカンボジアに文化遺産の教育と研究の施設、「ア

ジア人材養成研究センター」を開設した。日本有志から多大なご寄付をいただき、ポ

ル・ポト政権下で行方不明となったアンコール遺跡保存官と石工を養成するため、

1996 年に建設された。上智大は 2013 年に開学 100 周年を迎えるため、記念事業のグ

ランド・レイアウト第一号として建設されたのである。保存官候補研修生は夕刻から

このセンターで歴史学や建築学や考古学、さらに石材を積み上げていく構造力学など

の補修授業を受け、国内の遺跡現場へ配属されている。 

 

シェムリアップに在る上智大学アジア人材養成研究センター 
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(H)「シハヌーク・イオン博物館」の建設とカンボジア王国への贈呈がされた。 

上智大学の国際奉仕活動は、1991 年から保存官育成をアンコール遺跡現場において

研修を開始した。考古学実習をバンテアイ・クデイ遺跡で実施している最中に、2001

年に同遣跡内の地中から 274 体の仏像、その中には千体仏石柱があり、21 世紀の最

大を発掘といわれ、全世界のマスコミが取材に訪れた。2010 年にはさらに 6 体の仏

像を発掘した。 

イオン 1%クラブの岡田卓也委員長は、2002 年 3 月に、この仏像を床にならべてい

る上智大学アジア人材養成研究センターに立寄られ、発掘した仏像を見学され、その

彫刻の美しさに大へん感動された。2003 年 11 月、岡田委員長はイオン 1%クラブの支

援による新仏像博物館を建設する件を提案された。2007 年 11 月にこの新しい仏像博

物館が竣工した。博物館の正式な館名: 「シハヌーク・イオン博物館(英語名:Preah 

Norodom Sihanouk-Angkor Museum)」、建築主は上智大学、建設拠金協力者：イオン

1%クラブ、所在地：アンコール・ワットに隣接するカンボジア王国政府国有地、敷地

面積：1 万 3,140 ㎡(カンボジア王国政府から無償提供)、建物面積：1,820.90 ㎡、延

床面積：2,533.80 ㎡、構造：鉄筋コンクリート 2 階建。 

同月 2 日に開かれた完成式典には、関係者約 450 人が出席した。ご臨席くださった

ノロドム・シハモニ国王は式典で感謝の意を表した。この式典をもって、上智学院理

事長高祖敏明からカンボジア政府に博物館寄贈の目録が手渡された。同博物館は、王

国国立仏像博物館として現地の遺跡公団のアンコール地域遺跡整備機構（略称：アプ

サラ機構）により管理と運営がなされ、一般に公開されている。その美しいアンコー

ル時代の彫像の尊顔をぜひ見物していただきたい。建設後 10 年の 2017 年にはイオ

ン 1%クラブが補修工事を実施がなされ、リニューアル開館された。 

  

シェムリアップ・アンコールにてンコールシハヌーク・イオン博物館 

 

（I）文化衝突の連続、ぶつかり合い学ぶ 

カンボジア人保存官と私たちソフィア・ミッションの担当者たちは、この新保存官

養成の遺跡の保存・修復・人材養成を通じて、国境のない強固な信頼関係を構築して

きた。人材養成プロジェクトでは、毎日文化衝突の連続であることを申しあげたい。

この国際協力は、ただショベルカーで掘って、クレーン車で石材を積み直せばよいと
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いうものではない。まず何よりも、技術交流的には遺跡を綿密に調査・研究し、どの

ように石積みするかなど、その背景の歴史を含めて土着技術を採り上げなければなら

ない。現地の土着の技術レベルに適合した保存技術の導入から始まり、現場には徐々

に機器や先端技術を持ち込まねばならない。結局のところ、この国際協力プロジェク

トとは、「人」と「人」との協力ではあり、「ぶつかり合い学ぶ」ことであると実感

するものである。遺跡の保存修復は、あくまでもカンボジア人保存官たちの手によっ

てなされることが原則である。そして、クメール民族の固有な民族文化を世界へ向か

って説明できるのは、誰よりも現地に暮らすカンボジアのみなさんである。人材養成

と保存修復事業に関する国際協力というのは、人と人との協力であり、なんと言って

もそこに暮らすカンボジアのみなさんを助けることが、その基本でなければならない

と考えている。 

(J)私たちは「なぜ」カンボジアの人材養成を始めたのか 

1960 年代保存修復のアンコールの遺跡現場で、私と一緒に働いていたカンボジア人

保存官（コンサベイター）たち 40 数名が、フランス語に汚染されていると理由でポ

ル・ポト政権下で行方不明となった。アンコール遺跡をなんとかしなくてはならない

と私たちを駆り立てるものは、彼らに対する鎮魂の気持ちからである。新保存官育成

事業が開始された 1991 年からアジア人材センターでは、遺跡公団のアプサラ機構に

所属しながら、考古学、建築学、図像学、石工の研修生たちが毎日遺跡現場で私たち

から研修を受け、夕方からは人材センターの補修授業があり、研修実績を積んでいる。 

(K)結論として国境のない強固な信頼関係の構築に向けて 

遺跡の保存修復から着手されて始まった私たちの国際協力は、最初から遺跡（文化）

と村落（人間）と森林（自然）を三位一体と考え、遺跡だけに的を絞らずに、周辺の

村人の人たちの協力を得て共に展開してきた。遺跡の調査研究と保存修復の活動を通

じて、カンボジアの人たちと強固な信頼関係を結んできた。 

基本的な立場は、①「国際協力とは人間の協力」であるという極めて単純なものであ

り、遺跡保存活動の領域で肌の色、言葉の壁を突き破り、個々人のレベルでどれだけ

「国境のない信頼関係」が構築されるかにかかっている。 

②私たちはまず、カンボジアに学ぶべき「知」の遺産がたくさん村々やその地域に

残っており、私たちはそれを参考にしながら、自らが日本の同様の「知」の遺産を語

るという姿勢を貫いてきた。この相互比較対話が、カンボジア人の友人たちの信用度

（クレディビリティ）を高めてきたと思われる。 

③私たちは 1980 年代から頻繁にカンボジア現地に入って活動しているので、地元

シェムリアップの人たちの生活に溶け込み、現地の観光ガイドのみなさんは、日本人

観光客に上智大学の、こうした村人と日本人の活動を伝え、その活動を知らない人は

いない。 

④「継続は力なり」と言える。そして、人づくりはどこまでもそうであるが根気（執

念）と時間（継続）そして予算であることを実感している。私たちのこうした現地で
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の活動に賛同し、日本人や多くの外国人のみなさんからのご寄附をいただき、感謝申

し上げたい。 

⑤カンボジアの稲作農村と日本の農村には、似かよった村踊りや民話がある。カン

ボジアも日本も同じ田畑の耕作民族です。その田畑や水田を中心に村をつくり、生活

をしてきました。だからいろいろ似かよった催物や季節ごとの行事がある。例えばカ

ンボジアでは「タニシ（田螺）」が知恵の王様といわれ、じっと田んぼに居すわって

世の中をみすえているからです。なにごともにも熟知判断し、よくわかり、知ってい

る。日本の田んぼにもたにしはおります。日本では昔からタニシを戦わせて、占いを

しておりました。 

⑥もう一つ類似の行事があります。日本ではお正月に獅子舞いがやってきます。獅

子のアタマをつけた村人の芸人が家々をまわって、悪りょうを追い払います。カンボ

ジアでは、鹿頭をつけた「トロット」の踊りがあり、これもカンボジア正月（4 月）に

家々をまわり、悪りょうを取り払う民族儀礼であります。 

※アンコール・ワット西参道修復機材整備計画（ODA/H25）に基づき。2013 年 12 月、

日本国政府 ODA（一般文化無償）アンコール遺跡修復機材（タワークレーンなど

9,450 万円相当）の無償資金協力の公文書が署名される。 

 

 

石澤良昭教授と教育大臣ハン・チュン・ナロン閣下（2022 年 11 月 1 日）から 

王立プノンペン大学の名誉博士号を受領 
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（王立プノンペン大学の名誉博士号受諾の演説、（2022 年 11 月 1 日）） 

 

   

王立プノンペン大学名誉博士号受領の集合写真 

石澤良昭教授、ハン・チュン・ナロン教育大臣閣下、駐カンボジア日本国三上正裕大

使閣下(当時)、王立プノンペン大学のチェト・チアリー学長、同オム・ラヴィ副学長

（上智大学で博士学位取得）などが出席 
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Dr. Yoshiaki Ishizawa, (Professor at Sophia University), Honorary 
Doctorate Acceptance Speech at the Royal University of Phnom Penh, 

(November 1, 2022) 
 

Sophia University International Service Activities in Cambodia for 33 years 
―Refugee Relief for the Restoration of Humanity and Rescue of 

Monuments for the Restoration of National Pride― 
 

Dr. Yoshiaki Ishizawa 
Director 

Sophia Asia Center for Research and Human Development 
(Professor at Sophia University, Recipient of the Ramon Magsaysay Award for 2017) 

 
 

 
My Childhood: Japan → Manchuria, China → Return to Japan (1937-1948) 
 I was born in Hokkaido in 1937. When I was three years old I moved to Fushun City in eastern 

Liaoning Province in China, and returned to Japan in 1948 when I was 10 years old. 

 

1. Cambodia at the Mercy of International Politics 
 Political turmoil commenced in Cambodia in 1970, during the Cold War. Under the Pol Pot 

regime (1975-1979), over 1.5 million intellectuals were massacred, and over 40 Angkor conservation 

officers lost their lives since they were tainted by the French language. Hundreds of thousands of 

Cambodian refugees had fled to the Thai border, due to the political chaos in the country.  

 

2. The Sophia Mission (a Global Service Activity of Sophia University), commenced with Relief 
for Cambodian Refugees 

 We, the faculty, staff, students, and advocates of Sophia University, could not bear to ignore the 

Cambodian refugees who had fled to the Thai border, due to the civil war that began in Cambodia in 

1970. From 1979 Sophia University got engaged in the campaign, “Hands of love for Indochinese 

refugees,” and in December of that year, President J. Pittau and others organized a two-week fundraising 

campaign for Indochinese refugees at Shinjuku Station. Food and medicines were sent to refugee camps 

in Khaoi Dan and Sa Kaeo, war orphans were cared for, and student volunteers were dispatched to 

centers where the children would be housed. At that time both within the nation and abroad, President 

Pittau made the following announcement, “Currently in the Indochina Peninsula, hundreds of thousands, 

even millions of people have been forced to leave their homes and become refugees, and they suffer. 

We must not forget those people. This is the primary goal of Sophia University. We carry out this refugee 

relief work precisely because we believe that it is related to our ideals, and to the essentials of who we 

are as human beings.” (“Sophia University News” No. 84, published on March 25, 1980). 
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3. From “Cambodian” Support Activities within Japan 
(A) Presentation of the Angkor Relief “Sophia Appeal.” 

 At the “International Symposium on the Preservation of the Angkor Complex” held at Sophia 

University on April 20, 1985, (where the participating nations were Thailand, Myanmar, Indonesia, and 

Japan), we adopted the “Sophia Appeal for the Safeguarding of the Angkor Complex,” and distributed 

it around the world to people concerned. Article 1 called for a review of the rescue of the Angkor ruins. 

This appeal, which begins with, “1. Considering that the Angkor Complex comprising Angkor Wat, 

Angkor Thom and many other monuments is the highest expression of the splendor of the Khmer 

civilization that flourished in present-day Cambodia,” was a request for relief from many kindly friends 

around the world. However, it was abandoned, because it was under a puppet government. 

 

(B) In order to make people in Japan aware of why conservation and relief efforts for the Angkor ruins 

are so significant, we conducted the Angkor Wat exhibition over two terms, borrowing around 150 

works of sculptural art from the Phnom Penh National Museum. This event was organized so as to 

enable many Japanese people to value the beauty of Cambodian cultural heritage and to support them. 

① The first “Great Angkor Wat Exhibition: The beauty of the Khmer dynasty without the splendor,” 

sponsored by: Toei Co., Ltd., was held for two years from July 2005 at eight exhibition halls 

across Japan, and at the Mitsukoshi main store in Tokyo. His Imperial Highness Prince Akishino 

attended the Angkor Wat exhibition. The number of visitors reached 860,000. 

① The second “Angkor Wat Exhibition – A Universe of Gods Blooming on the Land of Asia,” 

was sponsored by the Okada Cultural Foundation. It was held for three years from August 2009 

at 10 exhibition halls nationwide. It attracted around 330,000 visitors. Sophia University was 

in charge of coordination and catalog creation. As a ripple effect, after the Cambodian peace 

process, approximately 3 million Japanese tourists visited Angkor, and admired the large stone 

temple and its gorgeous sculptural art. 

 

4. The Western Approach to Angkor Wat was adopted as a Training Construction site, in order 
to restore National Pride 

 In order to restore the spirits of the anguished Cambodian people who were devastated by the 

civil war of 14 years that had commenced in 1979, we adopted the relief of the Western approach to 

Angkor Wat, which is revered by all. We espoused the policy that the restoration of the ruins should be 

carried out, “by the Cambodians, for the Cambodians.” In order that the Cambodian conservation 

officers could carry out the conservation, restoration, and maintenance on their own, from 1991 the 

International Service Activities of Sophia University began to newly initiate the training of Cambodian 

“Archaeological Site Conservation Officers” and “Skilled Masons,” who could process stones. The 

university’s Technical Exchange Committee for the Restoration of the Western Approach of Angkor 
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Wat, dispatched 14 members to the site, including the chairman, Dr. Zenkichi Hirayama, Visiting 

Professor Emeritus of Japanese Studies at Sophia University, to provide technical guidance to 

Cambodian conservators at the site of the ruins. 

 

5. The Restoration Project of the Western Approach to Angkor Wat reinstates the Pride of the 
Khmer People 

 The first phase of restoration work on the western approach was completed in 1996, over a 

period of 12 years. A total of 60 people participated in the on-site heritage training, including 25 trainees 

in masonry skills, 30 technical workers, and 12 architecture and archeology executive trainees. With 

the guidance of Professor Masao Katagiri (Professor at Nihon University), the first phase of the Angkor 

Wat construction, 100 meters in length, was finished in November 2007. 

 In 1992, when the Angkor ruins were registered as a World Heritage Site, the former monarch, 

the late King Sihanouk, stated at a UNESCO international conference in Paris, “We must never forget 

the men who dug the first well.” He went on to say, “We will never forget the activities of Sophia 

University in Tokyo. They came to Cambodia first and started training human resources, at a time when 

the civil war had not abated, and many nations turned their backs on Cambodia.” For the second phase 

of the construction which began in 2016, the project was selected as ODA (General Cultural Grant 

Assistance) by the Japanese Ministry of Foreign Affairs, and all equipment was sent to the restoration 

site of the western approach to Angkor Wat (2015). (The Japanese government provided the first ruin 

restoration equipment, at a total cost of 94.7 million yen). 

 

6. Departing to Cambodia. Record of the “Sophia Mission (Worldwide Service Activity)” 
(A) Regarding support for the Royal University of Fine Arts (Phnom Penh), where the number of 

professors was reduced to zero owing to the massacre of intellectuals, Japanese professors of the Sophia 

University Angkor Wat Western Approach Technical Committee got off the plane at Phnom Penh 

Airport on their way to Siem Reap, and for 10 years they have been conducting intensive lectures in 

their specialized fields at the Royal University of Fine Arts, every summer (1991-2001). Over the past 

12 years, the total number of students who have taken their courses has been around 5,400. 

 Intensive lecture at the Royal University of Fine Arts (1991)  On-site Student Training (1994) 



13  4 

 

(B) Degree Acquisition Project of the Royal Government of Cambodia for Emergency Executive 

Training: Sophia University (1) invited 18 Cambodian students to the Graduate School of Sophia 

University (area studies major), and over a period of around 20 years from 1997 to 2016, 18 students 

received degrees and graduated (7 received doctoral degrees and 11 received master’s degrees). After 

obtaining their degrees, all of them returned to their home country and they are now working for the 

Royal Government of Cambodia. This was a medium to long-term human resource support of the 

Sophia Mission. 

 

(C) Video recording of the tasks of the Sophia University Angkor Wat Western Approach Technical 

Training Committee: (1) The program was aired nationwide in Japan (November 21, 2001) as “The 

Bonds between Masters and Disciples who swear by Angkor Wat,” in the “Project X Challengers” 

program of NHK, and was very well received. It was also screened as an inflight program of the Japan 

Airlines. Furthermore, (2) in 1997, the NHK special program “Angkor Wat – The Unknown Water 

Empire,” was broadcast nationwide. On the basis of the  1/5,000 scale topographic map data prepared 

by the JICA of Japan and by using computer graphics, we had the discovery of the Tagoshi Irrigation 

of the Angkor period, approximately 900 years ago. This was a major discovery that confirmed the 

harvesting of double crops during the Angkor era, and as field verification it confirmed the agricultural 

economic activities of the time. 

                           
 

(D) Human resource training for the “Environmental Conservation Project” at the Angkor ruins: Human 

resource development to obtain the ISO14001 certification – Activities aimed at the zero waste 

movement (2003-2006): Sophia University (external joint research) worked along with local residents 

and food stalls with the aid of the APSARA Organization. Researcher Lao Kim Liang took the lead, to 

obtain the certification of the International Organization for Standardization (ISO) 14001 

(Environmental Management). We organized sales people and elementary school students, in order to 

The “Conservation and 

Restoration of Angkor 

Wat by Cambodians for 

Cambodia” was featured 

in the NHK “Project X” 

program and was aired 

(November 20, 2001) 
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conduct environmental conservation and zero waste campaigns. Despite the examination being very 

severe we became the first world heritage site to receive the ISO certification from the International 

Organization for Standardization in 2006, and this was a major global success for the Royal Government 

of Cambodia. 

 

(E) The erection of the Angkor Cultural Heritage Education Center: An awareness and education center 

to protect the Angkor ruins from grave theft, and to carry out study on the ruins, was opened within the 

Banteay Kdei ruins in 2011, with the backing of the “Grass Roots Cultural Grant Assistance” of Japan’s 

Ministry of Foreign Affairs. Even today it abounds with many local residents and tourists. 

 

(F) Sophia University received the Ramon Magsaysay Award, known as the Asian Nobel Prize: The 

reason for the award is as follows. The evaluation of the Ramon Magsaysay Foundation states, “(1) The 

conservation and restoration of the ruins should be carried out by the Cambodians. (2) The training of 

conservation officers and stonemasons has to be done. (3) Through these efforts the Khmer people will 

regain pride in their culture and be able to improve the conservation of the ruins. The importance of this 

project has been communicated to the world.” 

 

(G) Answering the query as to what is the Sophia Mission (International Service): 

Sophia University procured land in Cambodia, and built the university’s Sophia Asia Center for 

Research  and Human Development, as a research and education facility (1996). The location is: Siem 

Reap City, Cambodia; Site area: 4800 square meters; Building area: 280.10 square meters; Structure: 

two-storied reinforced concrete building; First floor: office, large lecture room; Second floor: large 

lecture room (architecture and archeology laboratory), equipment storage room, and rooms for 

accommodation (5 rooms). 

 As a Japanese university, Sophia University was the first to open an education and research 

facility in Cambodia, namely the “Sophia Asia Center for Research and Human Development.” It was 

built in 1996 with lavish donations from Japan, to train Angkor heritage conservation officers and 

masons to replace those who had vanished under the Pol Pot rule. As Sophia University celebrated its 

centennial in 2013, it was erected as the first commemorative project of the grand layout. Conservation 

officer candidate trainees received practical training at the site of the ruins until 2:00 P.M., and in the 

evening they attended lectures at the center, on subjects like architecture, archaeology, and structural 

mechanics that involved the piling up of stones.  
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The Sophia Asia Center for Research and Human Development located in Siem Reap 

 

(H) Erection of a museum to display Buddhist statues from the Angkor Dynasty, dating back to about 

900 years. 

 In 1991, the global service program of Sophia University began training conservators at the 

Angkor ruins. While conducting archaeological training at the Banteay Kdei site in 2001 (Heisei 13), 

274 Buddha statues and 1,000 Buddhist stone pillars were excavated from the ground within the site, 

and in 2010, six more Buddha statues were unearthed. 

 In March 2002, Takuya Okada, Chairman of the Aeon 1% Club, stopped by at the Sophia Asia 

Center for Research and Human Development where the Buddha statues were lined up on the floor, in 

order to see the excavated statues. He was amazed at the beauty of the sculptures and was highly 

impressed. In November 2003, Chairman Okada suggested erecting a new museum for the Buddhist 

statues with support from the Aeon 1% Club, and the new museum was erected in November 2007. The 

official name of the museum is: Preah Norodom Sihanouk-Angkor Museum, the architecture is by 

Sophia University, the funding was by the Aeon 1% Club, the location is Cambodia, adjacent to the 

Angkor Wat National land owned by the Royal Government, the site area is 13,140 square meters 

(provided free of charge by the Royal Government of Cambodia), the building area is 1,820.90 square 

meters, the total floor area is 2,533.80 square meters, and the structure is a two-storied reinforced 

concrete building. 

 The completion ceremony held on the 2nd of the same month, was attended by about 450 people 

who were involved. His Majesty King Norodom Sihamoni expressed his gratitude at the ceremony, and 

at that ceremony, Toshiaki Koso, the Chancellor of the Sophia School Corporation, offered a catalog of 

the donation of the museum to the Cambodian government. The museum is directed and operated by a 

local archaeological public corporation, the Authority for the Protection of the Site and Management of 

the Region of Angkor, (abbreviated as APSARA Authority), and it is open to the public. We invite 

people to witness the precious faces of those lovely statues. In 2017, 10 years after its construction, the 

Aeon 1% Club carried out repair work. 
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Preah Norodom Sihanouk-Angkor Museum located in Siem Reap 

 

(I) Learning from each other via a series of Cultural clashes. 

 The people of Cambodia and we at the Sophia Mission are linked by strong bonds of trust that 

transcend borders, through the conservation and restoration of ruins and the training of human resources. 

I wish to point out that human resource development projects comprise a series of cultural clashes. 

Cooperation regarding the protection of archaeological sites is not just an issue of digging with shovels 

and re-stacking stones with cranes. First and foremost, we need to carefully study and research the ruins 

and rediscover indigenous techniques. This includes the history behind them, such as how the stones 

were laid and so forth. Starting with the introduction of conservation techniques that are compatible 

with the local indigenous level of technology, equipment and advanced technology need to be steadily 

brought in, while observing the site. Ultimately, we realize that these human resource development 

projects are about “learning by colliding with each other.” In principle, the conservation and restoration 

of archaeological sites need to be carried out solely by the Cambodian people. More than anyone else, 

those who can explain the unique ethnic culture of the Khmer people to the world are the Cambodians 

residing there. I believe the basis of international cooperation in human resource development and in 

the conservation and restoration of projects, should be to assist the people of Cambodia who dwell there. 

 

(J) Why did we begin the training of Human Resources in Cambodia? 

 In the 1960s, over 40 Cambodian conservators who had worked with me on the conservation 

and restoration of projects, vanished under the Pol Pot regime. What urged us to do something 

concerning the Angkor ruins, was our aspiration to provide some consolation to their souls. At the center, 

trainees in archaeology, architecture, iconography, and stonemasonry linked to the APSARA Authority 

of the National Heritage Corporation, receive daily training at the archaeological sites and gain 

experience. 

 

(K) Villagers participate in countermeasures adopted towards garbage, in projects linked to the 

coexistence of monuments, residents, and the natural environment. 
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 We do not believe it is enough to just conserve and restore ruins. We also assist the villagers 

residing around the ruins, with projects to develop their village society and revitalize their traditional 

culture. In particular, the results of economic and social surveys of the nearby village of Sura Srang, 

and surveys of intangible cultural assets of traditional culture, have been announced. The village people 

voluntarily see to the cleanliness of the monuments. 

 

(L) To conclude: Towards a strong relationship of trust without borders. 

 Our international collaboration, which commenced with the conservation and restoration of 

ruins, has from the start considered ruins (culture), villages (people), and forests (nature) as a trinity. 

Rather than focus solely on the ruins, we have worked with the surrounding villagers. Through projects 

of research and conservation of archaeological sites, we have established a strong relationship of trust 

with the people of Cambodia. 

 The basic position is (1) Extremely simple: “International cooperation is Human Cooperation.” 

In the field of heritage preservation activities, how much we can build will depend on the extent to 

which we can break through the barriers of skin color and language, and “create borderless relationships 

of trust,” at the personal level. ② First of all, we adopt the attitude that there is a great deal of 

“knowledge” heritage that we can gain in Cambodia, that remain in the villages and regions. We should 

refer to it ourselves and speak about similar “knowledge” in Japan. This mutual comparative dialogue 

appears to have increased the credibility of our Cambodian friends. ③ Since the 1980s we have often 

visited Cambodia and worked there, and so we have blended into the local life of Siem Reap. Tour 

guides inform Japanese tourists concerning the activities of the villagers and the Japanese at Sophia 

University, and there is no one who does not know about them. It may be said, “Continuity is Power.” 

I realize also that development of human resources as in everything else, needs perseverance 

(persistence), time (continuity), and a budget. We would like to express our gratitude to the Japanese 

and many foreign nationals for supporting our local activities, and for offering donations. 

 

(M) Cambodian rice farming villages and Japanese farming villages have similar Dances and Folk tales. 

 Both Cambodians and Japanese are cultivators of fields. Villages were built around fields and 

rice paddies and people inhabited them, and hence we have various similar events and seasonal festivals. 

For example in Cambodia, the “snail” is said to be the king of wisdom, because he sits still in the rice 

field and observes the world. He judges and understands everything well, and knows it. Snails are also 

found in Japanese rice fields. In Japan, fortune-telling has been practiced since ancient times by pitting 

snails against each other. There is another similar event. In Japan, there is a lion dance on New Year’s 

Day, and village comedians wearing lion heads go from house to house to scare away evil spirits. In 

Cambodia, there is a “Trokot” dance where deer heads are worn, and this is also a folk ritual wherein 

people move from house to house during the Cambodian New Year (in April) to ward off evil spirits. 
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Dr. Yoshiaki Ishizawa and His Excellency Dr. Hang Chuon Naron, Minister of Education (November 

1, 2022). Reception of an honorary doctorate from the Royal University of Phnom Penh 

 

 
Royal University of Phnom Penh Honorary Doctorate Acceptance Speech  

(November 1, 2022) 
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Group photograph of the reception of an honorary doctorate  

from the Royal University of Phnom Penh by Professor Yoshiaki Ishizawa. 

 

 Present in the photograph are, among others, His Excellency Dr. Hang Chuon Naron, Minister 

of Education, His Excellency Masahiro Mikami, Ambassador of Japan to Cambodia (at the time), Dr. 

Chet Chealy, President, Royal University of Phnom Penh, and Vice President Dr. Oum Ravy (who 

earned a doctoral degree from Sophia University in Tokyo).  
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ヴヴィィシシュュヌヌとと観観音音  

――ククメメーールル碑碑文文かからら読読みみ解解くく身身体体観観とと特特質質――  
 

茨城キリスト教大学 

宮﨑晶子 

 

 

１１．．ははじじめめにに  

本稿では、アンコール（9－15 世紀）がインド由来の神々をどのように認識していたのか、

観音の土着化および内延化1の過程を辿るべくクメール碑文に記された身体観および特質を読

み解く。特に「観音」と「ヴィシュヌ」の記述を取り上げ、外来の宗教に対してアンコールが

どのような取捨選択をしたのか、一般的なインド美術との相違点を探る一助としたい。 

アンコールで最も広い領域に影響を及ぼしたジャヤヴァルマン 7 世（1181－1218 年）は、辺

境の寺院に観音像（図 1）を配し、その様相はあたかも「遍在するほとけ（viśvarūpī）」を物語

るかのようである（地図 1）。「毛孔に天人をあまた宿す観音像」

（図 1）は、『カーランダヴューハスートラ（Kāraṇḍavyūha Sūtra）』
（以下KV、7 世紀頃西北インド成立）（Studholme 2002）の 「毛

孔の描写」（第 2 部第 2 章）を典拠とする（宮﨑 2022）。しかし

ながら、インド美術には「毛孔の描写」をもとに図像化した観音

像の作例は管見の限り認められない。「毛孔の描写」を典拠とす

る図像について、失われた装飾写本に描かれた可能性や観音像

以外の彫像に施された図像から影響を受けた可能性は否定でき

ないが、このユニークな図像は、おそらく特定の「インド美術の

観音像」の姿形に依拠することなくアンコール域内において経

典の意味内容を解釈、図案化し制作したものと筆者は考える2。

このようにアンコールの図像には、 
インド美術の一般的な図像から影響を受け制作されたと断定 
できないものがあることはすでに知られている。 

 
1 「土着化」とは一般に、外来の文化や宗教が発祥した地域とは異なる地域で受容され、変容し、

定着することを意味する。しかし、「土着化」だけではジャヤヴァルマン7 世期にいたるまでの観

音信仰の広がりを具体的に説明できないと筆者は考える。筆者の研究では、プレ・アンコール期に

点在していた観音の彫像及び観音に言及する碑文が10－11 世紀になり定着を見せ、「点」が「面」

になり王都周辺へと影響が及ぶ様子がみられる（宮﨑 2018）。本稿では「点」が「面」になり王都

周辺の「内」側に観音信仰の影響が「延びて」行く様子を「内延化」と呼ぶ。「土着化」だけでな

く「内延化」にも言及することにより信仰の広がりを具体的に検討できると考える。 
2 アンコールでは、ジャヤヴァルマン7世期以前よりヴィシュヌの千体仏石柱などが制作されてお

り、多数の像を刻む「千仏」の表現はすでに認識されている (Jessup and Zephir 1997: 265-266)。
神々が「遍満」する様子を表現していると考えられる。 

図１「毛孔に天人をあまた 

宿す観音像」(Jessup and  
Zephir (ed.) 1997: 315) 
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地図１. 観音像の分布 (Miyazaki 2020) 

① ムアン・シン（タイ）（Chutiwongs 2002: pl.153） 

② ラチャブリー（タイ）（The Fine Arts Department 2002: 57） 

③ シェムリアップ（死者の門）（筆者撮影） 

④ シェムリアップ（バライ）（筆者撮影） 

⑤ シェムリアップ（プレア・カン）（筆者撮影） 

⑥ シェムリアップ（Mnt.486(?)）（筆者撮影） 

⑦ シェムリアップ（プレア・カン）（筆者撮影） 

⑧ シェムリアップ（バライ）（筆者撮影） 

⑨ バッタンバン（バノン（Giteau 1976: 84）（Woodward 1994/1995: 107） 

⑩ コンポン・スヴァイ（プレア・カン）（Jessup 1997: 315） 

⑪ トンレ・バティ（タ・プロム）（筆者撮影） 

⑫ コンダール（©アンコール国立博物館） 

⑬ ビンディン（ヴェトナム）(Boisselier 1963: fig.223) 

 
ジャヤヴァルマン 7 世期における王権の拡大は、10 世紀以降に観音と王権の関係性が密接な

ものへと変化したことと関連があると筆者は考える（宮﨑 2018）。10 世紀ごろの碑文には、王

が仏教を信仰する高位聖職者や有力者に対し地方の土地を付与し、未開の地を開拓したと記さ

れている。11 世紀に入ると、碑文には仏教寺院の建立や観音の奉納は「王のダルマ」として行

われたとある（K.230、1026 年）。領土拡大という王権の意図と、観音信仰の拡大という仏教徒

の高位者の意図が一致した結果だといえよう。このような現象は、観音が王権との密接な関係

を築く重要な過程の１つに位置づけられるだろう。王は観音の教えを拠り所とし、菩薩が「自

利利他円満」を求めるがごとく広大な領域において統合を推し進めた（宮﨑 2022）。
さらに王権と観音の関係が密接になる過程において、観音はヴィシュヌへと歩み寄るように
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その身体観や特質を模倣する（Miyazaki 2020）。筆者の研究によれば、碑文には観音

（Avalokiteśvara およびLokeśvara）の身体観について「ヴィシュヌのように四臂である」とある

（K.872、10 世紀半ばごろ、表 1・2 参照）。観音の特質を説明する碑文においても「トライロ

ーキヤナータ（Trailokyanātha、三界の主）」という、アンコールで主にヴィシュヌに対して使用

されていた異名を観音に用いる。インドの経典や碑文を見ると、成就法について記した文献『サ

ーダナマーラー（成就法蔓）』の世自在の項に「トライローカナータ （Trailokanāthan）」という

呼称があるものの（佐久間 2011 : 441, 459）、ヴィシュヌや観音に対して広く「トライローキヤ

ナータ」という呼称を使用した例は管見の限り見つからなかった。アンコールにおける観音信

仰の拡大は領土拡大という目的と結びつき、すでに王権と密接な関係性を築き社会に広く知ら

れたヴィシュヌになぞらえることで浸透したといえる。 
以上のことから、インド美術における神々に対する一般的な身体観および特質と、アンコー

ルに見られる神々の身体観および特質は分けて議論すべきであり、アンコール側の認識を検討

することなしにアンコールひいては東南アジア仏教美術の解明は困難だと筆者は考える。同地

における土着化・内延化の過程を読み解くことで、初めてインド、ネパール、チベットなど他

地域の仏教美術との比較軸を確立し、「仏教東漸」の文脈に東南アジア仏教美術を組み入れるこ

とが可能になる。 
 

２２．．ここれれままででのの研研究究ににおおけけるる神神々々のの同同定定方方法法  

アンコールの美術に関する研究は、初期においてはフランス極東学院を中心に行われ、近年

では大乗仏教や密教美術に関してシャーロック（Sharrock 2015）などの研究が見受けられる。

これらの研究に共通していることは、アンコールの図像を読むにあたりインドにおける「一般

的な」神々の同定方法を踏襲していることである。 
従来の研究者の関心は 1 つの遺跡に表現された作例の包括的な調査にあり、アンコール域内

の動態を俯瞰する研究は少ない。シャーロックや他の研究者はインド美術における神々の一般

的な同定方法をアンコールの美術に適応させることに疑問を抱いていない。「四臂」の男神であ

ればヴィシュヌ以外の神々は始めから選択肢に入らない（Sharrock 2015: 55, 81）。碑文研究のマ

ックスウェルも特定の遺跡に残された王の系譜や王政そのものに着目し、神々の名前を限定的

に拾い上げるにとどまっており、宗教的背景に踏み込んではいない（Maxwell 2012）。アンコー

ルの碑文には、王の系譜や祭祀、地方行政、豪族の業績が記載されるだけでなく、神々の説話

をもとに婉曲的な表現が用いられており、宗教的背景を知らなければ読み解けない描写が織り

込まれている。 
 本稿では、碑文に見られる神々の身体観に焦点をあて、どのような認識のもと神々を具現化

し造像したかを探る。具体的な例をあげれば、研究者の見解が分かれる図像としてバンテアイ・

チュマーの四臂立像があげられる。四臂立像は、ジャヤヴァルマン7世の行軍を描く場面など

で王の髻にヘアピンのように描かれている（図 2a・図 2b）。ポチエは、戦いにおいてこのよう

な四臂立像を掲げることにどのような意味があるのか疑問を呈するにとどまり、尊格の同定は

避けている（Pottier 2004: 140-143）。註 16 ではブリュノ・ダジャンスの助言により、同定は注
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意深くあるべきという姿勢を示している。ポチエが再録したグロリエによる論考の最後には

「この寺院の宗教は、ヴィシュヌから始まりやがて仏教に移行」とあり、「この寺院の図像は全

てヒンドゥー教と仏教の二つに属する」と結論付けている (Groslier 2004 (1937): 161)。観音を追

えば、必ずヴィシュヌに行き当たる。 

 

     

 図２a-1. 王の髻に描かれた四臂立像            図２a-2. 拡大 （筆者撮影） 

（バンテアイ・チュマー東回廊南側）（筆者撮影） 

       

 図２b-1. 王の髻に描かれた四臂立像             図２b-2. 拡大 （筆者撮影） 

（バンテアイ・チュマー東回廊南側）（筆者撮影） 

 

四臂のヴィシュヌ像自体は、アンコール以前から東南アジアで広く知られる図像であり

（Lavy and Clark 2015: 30-31）、紀元後 1 世紀ごろには東南アジアの広域で同じような特徴をも

つヴィシュヌ像3が発見されている (Dalsheimer and Manguin 1998: 87-110）。碑文を見る限りイン

ドと同様に東南アジアのヴァイシュナヴィズム（ヴィシュヌ派）は 5－7 世紀にかけて王権や

政治勢力と結びつき“State Religion”となる動きが見受けられ、それに連動するように彫像も見

つかっている、とマンガンは指摘する（Manguin 2010: 174-175）。このことから、交易ネットワ

ークと関係する 「ヴァイシュナヴァネットワーク」が存在したといえるだろう（地図 2）。一

方、仏教徒の碑文にはこのような政治勢力との結びつきは見いだせない。筆者がアンコールの

碑文から明らかにしたように、実際 10 世紀までは仏教徒の動きを見る限り王権と直接結びつ

 
3 立像で王冠をいただき、長い裙を身につける。四臂をそなえ、宝珠、チャクラ、法螺貝、棍棒を

持つ。 
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いてはいない (Miyazaki 2020)。アンコールの “State Religion” になるには、ジャヤヴァルマン

7世の治世を待たねばならない。 

バンテアイ・チュマーのレリーフに描かれた四臂立像（図 2ab）以外にも、バイヨン様式の

作例で「ヴィシュヌ」か「観音」か結論がでない図像はいくつもある。代表的なものでいえ

ばアンコール・ワットのネアク・ター「ター・リエチ」だろう（図 3）。観音が主流だった時

代のヴィシュヌ像が何を意味するかは、現地でも議論は尽きない。 

断が難しい事例として四臂立像がある（図 4a）。本像は化仏もなく、持物は右第一手から時計

回りに「宝珠（もしくは蓮の茎）」「チャクラ」「法螺貝」があることからユネスコが作成したリ

スト（UNESCO-DCA）には、バイヨン様式の “Visnu debout” (Bakon) と記されている。しかし

ながら左第一手には棍棒ではなく四臂の坐像が認められる（図 4b）。バイヨン様式で四臂坐像

を持つ代表的な図像といえば、バンテアイ・チュマーのレリーフに描かれた観音像だろう4(図

5a・図 5b)。 

 
4 バンテアイ・チュマー西回廊南側には観音のレリーフが 8体描かれており、KV を典拠とするも

のと考えられている（Finot 1925）。 KVに登場する六字真言は擬人化し四臂の六字大明となる

（Studholme 2002: 144）。このことから、筆者はバンテアイ・チュマーの観音像がもつ四臂坐像は六

字真言を意味すると捉えている。 

図３. ター・リエチ （筆者撮影） 地図２. 交易ネットワークとヴィシュヌ像 

(Dalsheimer and Manguin 1998: 90) 
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 このように、今までの研究でもインド美術の一般的な解釈を踏襲すべきか、それともアンコ

ールの図像表現をもとに慎重に判断すべきか、常に見解は分かれる。同定できない図像がある

場合、どれだけその図像を丁寧に調査したところで何かが明らかになることはない、と筆者は

考える。 
そもそも、『法華経』「普門品」にあるように「観音」は変幻自在な特質を持つため、相手に

応じて姿を変える。「偉大な志を持つ求法者アヴァローキテーシュヴァラが仏の姿で人々に教

えを説く世界もあれば、偉大な志を持つ求法者アヴァローキテーシュヴァラが求法者の姿で教

えを説く世界もある…イーシュヴァラ（自在天）によって導き得られる者たちには、イーシュ

ヴァラの姿で教えを説く…」とあるように、相手が求める姿に化身するという特質を持つ（坂

本・岩本 2014: 253-259）。ヴィシュヌ派が集まる寺院内においては、ヴィシュヌに姿を変えて

教えを説くだろう。図像と尊格が 1 対 1 で対応することを前提とした議論そのものを見直すべ

きだ。すでに他地域における研究でも指摘されているように、ヒンドゥーか仏教かという二項

対立的な問い自体が、東南アジアにおいて意味をなさない (Brown 1996: 48, 56-61)。 
本稿では、まず碑文からアンコール側の認識を明らかにするため、次項において「ヴィシュ

ヌ」「観音」の身体観および特質をリストアップする。 

            

  図4a. ヴィシュヌ立像（バコン）     図4b. 拡大 

（筆者撮影、アンコール保存事務所） 

        

  図5a. 三十二臂の観音像               図5b. 右第一手・四臂坐像（筆者撮影） 

（バンテアイ・チュマー西回廊南側）（筆者撮影） 

 

３３．．碑碑文文にに見見らられれるるヴヴィィシシュュヌヌとと観観音音のの身身体体観観おおよよびび特特質質  

 ヴィシュヌに関する碑文（表 1）、観音に関する碑文（表 2）、それぞれのリストを見ながら身

体観と特質について検討する。 
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 表を作成する前提として、筆者は碑文は個別具体的な内容を含むと認識している。よって、

1 つの碑文に書かれた身体観が必ずしも領域全体で共有された普遍的なものであるとは捉えて

いない。碑文自体、当時記された文字史料の一部であり、書き手の社会的階層が限定される。

領域内で身体観と特質をどの程度認識していたかは、今後の図像調査によって明らかにできる

だろう。 
 表 1・2 は “Viṣṇu”、“Avalokiteśvara (Lokeśvara)”5を Inscriptions du Cambodge（以下 IC）の各巻

末の索引および検索を用いリスト化したものに、すでに他稿（宮﨑 2018）（Miyazaki 2020）で

言及した碑文の情報を付け加えたものである。リストの各項「身体観」や「特質」は“Viṣṇu”、 
“Avalokiteśvara (Lokeśvara)”が記されている碑文の一節から読み取ったものであり、前後もしく

は碑文全体を網羅しているものではない。つまり、Nouvelle Inscriptions du Cambodge (Pou 1998-
2011) やBEFEO (Bulletin de l’École française d’Extrême-Orient)、Siam Society に記載されている碑

文などを対象としてリスト化していない。また、ヴィシュヌの呼称として使用される「四本の

腕をもつもの」「三歩で世界を制するもの」、「蓮の目をもつもの」、「へそから蓮を出すもの」、

加えてヴィシュヌ、観音に使用される「三界の主」なども網羅していない。1 つ 1 つの碑文か

ら明らかになるヴィシュヌと観音の身体観や特質を図像と照らし合わせ、どのような内延化が

認められるかについては、今後の課題としたい。 
 それでは、ヴィシュヌの身体観および特質を読んでいく（表 1）。6 世紀ごろから“Viṣṇu”と
いう記述が認められ、9・10 世紀が最も多い。個人名および固有名詞として使用されることが

多く、後述するようにプラーナなどでインドでも広く認知されている特質をなぞらえているよ

うに見受けられる。表 1 に設けた「人名・役職名 固有名詞・比喩」は、本稿で言及するヴィシ

ュヌの身体観や特質とは直接的な関係はないが、「ヴィシュヌ」を村名や個人名として名乗る現

象は、内延化や地域への定着と捉えることができる。 
 「ヴィシュヌ」の身体観に関する記述として、「腕が四本」「法螺貝とチャクラを持つ」「足の

塵」「へそから蓮、蓮にはブラフマー」「腹の中にすべての 3 つの世界がある」などが見られた
6。 
これらの記述と『リグ・ヴェーダ (Ṛg-Veda)』、『バガヴァッド・ギーター（Bhagavadgītā）』、

『バーガヴァタ・プラーナ (Bhāgavata Purāṇa)』を照らし合わせる。以下簡単にそれぞれの文

献について概観する。 
最も古い宗教文献であるヴェーダのなかでも最古層に位置する『リグ・ヴェーダ』は、紀元

前 1200 年ごろを中心として長い期間かけ制作された。ヴィシュヌの項は独立讃歌あるいはこ

れに準ずるものとして五篇があるのみで、ヒンドゥー教における最高神の地位をこの数字から

予想することは困難である（辻 1970: 41）。太陽の光照作用を神格化したと考えられ、「遍満す

る」を語源に持つ（上村 2020: 96, 99）。闊歩の神・ヴィシュヌは「（人間の）領土をなさんがた

 
5 Viṣṇudeva、Viṣṇudharma、Viṣṇupada、Viṣṇupura、Viṣṇuloka などViṣṇuから派生した言葉、また

Avarokiteśa、Lokeśaを含む。 
6 「蓮の目をもつもの」(K. 445)、「三歩で世界を支配する (Trivikurama)」(K.256)の表記も見られる

が、本稿では割愛する。 
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め」三歩で世界を踏破し、その三歩のうちに一切万物は安住する（辻前掲書: 41-44）。五篇の中

には、すでにヴァーマナ（矮人）物語の萌芽が確認できる。 
『バガヴァッド・ギーター』は 1 世紀ごろの成立とみられ「神の歌」を意味する。『マハーバ

ーラタ』第 6 巻に編入され、教主は英雄クリシュナであり、ヴィシュヌの化身、ヴァスデーヴ

ァの息子である。『リグ・ヴェーダ』に比べ、神々の身体観や特質を丁寧に述べている。「『リグ・

ヴェーダ』の太陽神ヴィシュヌは、ブラーフマナ文献の新層部（前 8－前 6 世紀？）において、

プルシャ、ナーラーヤナと同一視されるようになり、ついにバーガヴァタ派の人格神ヴァスデ

ーヴァ・クリシュナと同一視されるに至った。」（上村前掲書: 221）とあるように、ヴィシュヌ

は時代を経るごとに様々な形で語り継がれる神となった。 
『バーガヴァタ・プラーナ』の成立年代には諸説あり 10 世紀ごろ成立したと考えられる。ヴ

ィシュヌ派の最高聖典でもっともよく知られているプラーナである。ヴィシュヌとその権化ク

リシュナへの讃美が繰り返される中で、人間と神との情愛や幼少時の牧童クリシュナの姿が描

かれている。『リグ・ヴェーダ』、『バガヴァッド・ギーター』と比べ神々の身体的特徴に関する

記述が多く見受けられる。 
では、これらの文献と照らし合わせながらクメール碑文に記されたヴィシュヌの身体観を確

認する。 
 「腕が四本」という表現は 2 つの碑文（K.165、K.872）に認められる。関連する持物への

言及は「四本の腕にチャクラ・土地 (mahī)・法螺貝・棍棒を持つ」（K.165）、「法螺貝とチャク

ラを持つ」（K.256）などがある。『リグ・ヴェーダ』において、辻の翻訳を読む限り「四臂」に

言及している箇所はない。一方、『バガヴァッド・ギーター』ではクリシュナに対し「以前のよ

うに、王冠をつけ、棍棒を持ち、円盤を手にしたあなたを見たい。まさにあの、四つの腕を持

つ姿になってください。千の腕を持つ方よ。一切の姿を持つ方よ。」（上村 2020: 101）と呼びか

けており、註に「通常、ヴィシュヌは四本の手に、法螺貝、円盤、棍棒、蓮華（または弓）を

持つとされる」とある。『バーガヴァタ・プラーナ』では「四本の腕に、法螺貝と鎚矛、蓮の花、

円盤を持たれて」（美莉亜 2015: 353）という記述が見受けられる。プラーナにおいても「四臂」

はヴィシュヌの代表的な身体的特徴といえる。 
持物に関する記述をみると、碑文には四本の腕に「法螺貝」「チャクラ」「棍棒」「土地 (mahī)」
を持つとある（K.165）。「四本の腕」に言及していない碑文においても「手には大地 (bhūmi)」
と記す（K.291）。前述したように、プラーナにおいて一般的に四臂のヴィシュヌは「蓮 (Padma)」
「チャクラ (Chakra)」「法螺貝 (Śankha)」「棍棒 (Gadā)」を持つとされる（Bidyabinod 1920）。
『バーガヴァタ・プラーナ』では、ナーラーヤナに対し「法螺貝と円盤、鎚矛を手に持つ御方

よ」(美莉亜 2009: 257）と呼びかけ、クリシュナに対し「法螺貝と円盤、鎚矛を手に持つ御方

よ」（前掲書: 273）と呼びかけている。このように、「蓮」について言及しない場面も認められ

るが、クメール碑文のような「土地」を持つとの表記はやはり見受けられない。アンコール側

がどのような理由から「蓮」より「土地」という表現を選択したかは分からないが、プラーナ

を読む限り「蓮」は手や足、目、臍、顔など体の様々な部分を形容する言葉として使用される。

単純に「蓮」の表現が重複しすぎてしまうため、表現の重複を避けたとも考えられる。 
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 アンコールのヴィシュヌ像に関して、持物の 4 つ目が蓮ではなく「宝珠」であることはすで

に周知の事柄である (Jessup and Zephir 1997: 194)。彫像が持つ「宝珠」が碑文の「土地」という

記述を意味するとは断定できないが、「蓮」とは別の表現を選択するという認識は、彫像を見る

限りアンコールにおいてある程度普遍的な広がりを持っていたと想定できるだろう。 
次に「足の塵」(K.923)についてプラーナに記された表現を調べると、『バーガヴァタ・プラー

ナ』にはクリシュナに対して「あなたの御足の塵で世界を清めてください」（美莉亜 2009: 182）
という場面があり、「御足の塵」と「御足を洗った水」に「世界を清める」という同一の作用が

あるとみなしている。そのほかにも「栄光に満ちた主の御足をその水で洗うと、祭主（バリ）

は、全宇宙をも聖化するその水を、自分の頭に受けたのです。」（美莉亜 2015: 363）、「偉大な聖

者の御足を洗った水は、全てを浄化してくれるのです。」（美莉亜 2009: 406）など「御足」と「水」

について言及している。 
「へそから蓮、蓮にはブラフマー」(K.218)については、『バーガヴァタ・プラーナ』に「臍か

ら蓮（ヴィシュヌ）」（美莉亜 2009: 196）、「その臍から生えた蓮の上に座る、サンサーラを恐れ

るブラフマー神」（前掲書: 639）という記述がみられた。 
最後に、「腹の中にすべての 3 つの世界がある」(K.989)について、セデスは、『バーガヴァタ・

プラーナ』の「主の命名式と、幼児としての主の遊戯」の一場面であるとする。筆者が確認し

たところ、クリシュナの母ヤショーダーがクリシュナの口の中に全宇宙を見た、という表現が

あった（美莉亜 2009: 54）。 
そのほかのヴィシュヌの身体観については K. 989、K.661 に見られるように「首にはカウス

トゥバが輝き」という表現があり、『バーガヴァタ・プラーナ』でクリシュナの姿について述べ

る場面において認められる（美莉亜 2009: 335）。 
ヴィシュヌの特質については「支配者」「勝利の、勝りたる (jayati)」などが挙げられる。「支

配者」については『リグ・ヴェーダ』に「彼は独りして三界を支えたり、天をも地をも、一切

万物をも」というような記述がみられる。「勝利の、勝りたる」については、辻が翻訳した『リ

グ・ヴェーダ』には単語そのものとしては見られないものの、神格を形容する一般的な文言で

あり『バガヴァッド・ギーター』においてはクリシュナやアルジュナがいるところ「勝利があ

る」と表現される（上村 2020: 142）。そのほかの「望みの如く不断の雨が降る」(K. 872)という

特質などについては、別稿で検討したい。 
次に「観音」の身体観および特質についてである（表 2）。 

 観音の身体観の中で複数みられる表現は「四本の腕を持つ」(K. 872, K. 266) という記述であ

った。観音の代表的な経典『法華経』「普門品」（坂本・岩本 2014: 243-271）とアンコールで流

布したと考えられるKV の要約（Studholme 2002）を見る限り、観音が「四本の腕を持つ」とい

う記述は見受けられない7。 

 
7 具体的な身体観について経典に書かれていることは少ないが、KVの第2 部第2 章「毛孔の描

写」には“nirañjano rūpī mahārūpī śatasahasrabhujaḥ koṭīśatasahasranetro viśvarūpī ekādaśaśīrṣaḥ”とあり、

「穢れのない身体」、「偉大な（大きな）身体」、「千手」、「千眼」、「多種の（様々な）身体」、「11
面（頭）」という身体観が認められる (Vaidya 1961: 290)。 
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 そのほか「光り輝くローケーシュヴァラ、ジナアミターバを頭の上に置く。」(K.214)という記

述が見受けられる。しかし『法華経』「普門品」にはジナアミターバが頭の上にあるとは書かれ

ていない（坂本・岩本 2014: 243-271）。一般的に観音像の髻にあるとされる化仏については、

マルマン(Mallmann 1948: 308-310) が言及しているように『観無量寿経』(大正蔵巻 12, 343c)を
典拠とすると考えられるものの、当該箇所では「立像」とされ尊格も定かではない。他地域に

おいても化仏のない観音は存在し（福山 2002: 34）、反対に菩薩であれば化仏を有するという作

例も認められる（山田 2003: 356）。よって、化仏の有無は尊格の同定の「必須項目」ではない

と筆者は捉えている。KV においては、第 1 部 11 章「バリへの慰め」に“I bow my head to the 
one who has the image of Amitābha (amitābhamūrte śirasā namāmi)”（Studholme 2002: 130）とあり、

漢訳では「頂戴弥陀一切智」（大正蔵巻 20: 53a, 16）とある。いずれにせよKV の成立年代を考

えれば「観音が阿弥陀仏（化仏）をいただく」という表現はむしろ図像が先行するため典拠が

特定できるものではなく、南アジアの慣例に従ったに過ぎないといえる。よって、K.214 の記

述についても経典や説話の教えよりも図像による認識が先行したものとみなす。 
 そのほか、身体観の中でも観音の化身について「バーラーハカという馬である。」(K.485)とい

う記述がある。KV の第 2 部第 1 章「シンハラ冒険譚」で観音の化身として現れた神馬バーラ

ーハのことである。 
 観音の特質については「勝利の、勝りたる (jayati)」(K. 244, K.266, K.417, K.288 とK.908) と
いう表現が最も多い。「勝利の、勝りたる (jayati)」の初出はK. 244 (A. D. 791) だろう。「チリチ

リした地獄の火に打ち勝つ (jayati)」(K.417)とあるように観音の最も一般的な特質である「地獄

からの救済」という表現も見られた。「勝利の、勝りたる (jayati)」や「地獄からの救済」とい

うテーマは『法華経』「普門品」で一貫して描かれる観音の代表的な特質である（坂本・岩本

2014: 243-271）。 
 以上、「ヴィシュヌ」および「観音」の身体観・特質を表１・２から読み解いた。 

 全体を通して「ヴィシュヌ」に関する身体観や特質は、すで

に筆者が言及しているように「ヴィシュヌ」のそれを「観音」

が模倣するものであった。本稿でヴィシュヌの身体観をまとめ

た結果、インド美術におけるヴィシュヌの一般的な持物

（Bidyabinod 1920）と比べ、「蓮」ではなく「土地」とするとい

う違いはあるものの、特筆すべき身体観の違いは見受けられな

かった。一方、観音について言えば、ヴィシュヌの数ある身体

観のなかでも「四臂である」という点を好んで模倣する様子が

見受けられた。碑文にみられる身体観や特質と彫像やレリーフ

にみられる図像表現との照合は別稿で詳細に検討するが、ヴィ

シュヌのように「四臂」で「法螺貝」を持つ観音像はすでに確

認されている（図 6）。タイのタ・ムアン付近で発見されたとい

う本像は髻に化仏の痕跡があり、右第一手・蓮、右第二手・数

珠、左第一手・経冊、左第二手・法螺貝を持つ。 

図6. 四臂の観音像（筆者撮影、

バンコク国立博物館） 
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最後に、本稿で IC を中心にリスト化した限りでは「観音」から「ヴィシュヌ」を模倣するよ

うな表現は認められるものの、その反対、つまり「ヴィシュヌ」から「観音」へのアプローチ

は見受けられなかった。 
 
４４．．ままととめめににかかええてて  

 観音に関する碑文は 7・8 世紀から存在するが、同地において観音信仰の定着・内延化がみら

れるのは 10・11 世紀ごろと言えるだろう。10 世紀以降、観音特有の身体観とともにヴィシュ

ヌの身体観をもなぞらえていく。11 世紀には「三界の主」というヴィシュヌの特質を後追いす

る。 

インド美術を研究する佐久間は「変化観音の種類や姿が多様であるということの背景には、

その源流の地であるインドにおいて、仏教がヒンドゥー教と共存していたという事実があるこ

とを忘れてはならない。」（佐久間 2015: 242）とする。変化観音とは、多くの手や顔を持つ密教

的要素を持った観音のことであり、本稿で示した「毛孔に天人をあまた宿す観音像」（図 1）も

それにあたる。さらに、社会における観音の役割に焦点を当て「観音のさまざまな姿や形は、

その救済能力を表す一方で、ヒンドゥー教との摩擦や軋轢を緩衝する役割を果たすものとして、

出家や在家を問わず、人々に受容されてきたのである。」と述べる（佐久間前掲書: 242）。「衆生

を救う」という特質を持つ観音は、実社会の中でも衝突を回避する役割を担っていた。 

また、『菩薩とはなにか』を著した平岡は「民間信仰レベルにおいて、仏教とヒンドゥ教と

は共通する基盤を持ち、インドの人々の心をとらえるために、すでに知られていたヒンドゥ

神の表現方法が部分的に取り入れられた可能性がある」（平岡 2020: 183）と述べる。神が化

身して生類を救う、という発想はヴィシュヌ神の化身信仰に認められる。 

佐久間や平岡がインドの観音について述べるように、アンコールにおいても他の神々と共

存するため従来のヒンドゥー教における神々の表現方法を取り入れ、社会という基盤を共有

した。ヒンドゥーの神々の表現手法を取り入れた点は、アンコールはインドと同じような道

筋をたどったといえる。また、王権がトップダウンで外来宗教の浸透を図る、という点は他

地域と同様といえるだろう。 

本稿で焦点を当てた碑文および筆者のこれまでの観音に関する研究を見る限り、インドと

アンコールにおける神々の身体観に見られる差異として「観音は四臂である」という認識を

強調した点が挙げられる。東南アジアにおいて 5－7 世紀以降にヴィシュヌ派による社会的

ネットワークが確立したのち、12世紀のアンコールでは王権が観音の教えを拠り所とし最大

版図をまとめようと試みる。換言すれば、南アジアからヴィシュヌ派の影響を受け、ヒンド

ゥー教による権威や社会的枠組みが定着した領域内において、観音を依り代とし「菩薩」の

行いという非常に東アジア的な手法を用い統合を目指す。 

本稿では基礎資料の収集に重点をおいたが、さらに類例を検討しつつ、今後はアジアにお

ける観音信仰のなかにアンコールの観音を位置づけられるよう広域にも目を向けていきた

い。 
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刻刻文文史史料料ににみみるるジジャャヤヤヴヴァァルルママンン７７世世時時代代のの寺寺院院とと尊尊像像（（１１））  

――ババンンテテアアイイ・・ククデデイイ寺寺院院のの歴歴史史的的位位置置付付けけををめめぐぐっってて―― 

 

松浦 史明 

日本学術振興会特別研究員 

上智大学総合グローバル学部 

 

 

ははじじめめにに  

バンテアイ・クデイ寺院の発掘調査報告書第１巻が刊行された（上智大学アンコール

遺跡国際調査団 2022）。同書では 1991 年から 2000 年に実施された発掘調査の成果がま

とめられており、寺院をめぐる土地利用の変遷について有益な情報を多く含んでいる。 

 本稿の目的は、この報告書刊行に触発されながら、バンテアイ・クデイ寺院の歴史的

な環境およびその位置づけについて、刻文史料をもとに改めて考察することである。 

 バンテアイ・クデイ寺院の研究史については、荒樋久雄による論文に詳しい（荒樋 

2001; 上智大学アンコール遺跡国際調査団 2022: 33-70)。荒樋は、「バンテアイ・ク

デイ寺院がバイヨン様式の中で最初に建立された」という年代観も含め、「「虚説に近

い仮説」があたかも「歴史的史実」であるかの様に語られ、次の世代へと受け継がれ

ている」と述べる（荒樋 2001：157)。 

すでによく知られているように、バンテアイ・クデイからは寺院建立の縁起などを記

したいわゆる創建碑文（Foundation Stele）が見つかっておらず、刻文史料から得られる

直接的な情報は限りなく少ない。そこで、寺院が建立されたジャヤヴァルマン７世期（在

位 1181 年頃～1220 年頃）の刻文史料の状況を全体的に把握しつつ、寺院と尊像にまつ

わる基礎的な情報を総合的に整理した上で、当該時期の寺院建立のあり方などを提示し、

その中でバンテアイ・クデイ寺院をいかに位置付けることができるかを考える必要があ

る。 

本稿では、その手始めとして、同王治世下で残された刻文のうち、紀年のある刻文３

基を取り上げ、検討を加える。 

  

１１．．ジジャャヤヤヴヴァァルルママンン７７世世期期のの刻刻文文史史料料のの状状況況11  

 
1 現在も新発見が続くクメール刻文の整理については、フランス極東学院（EFEO）が「ク

メール」の頭文字「K」を付した整理番号で管理しており、刻文研究においてはこの K番
号が主に用いられている。現在 EFEO のウェブサイトに公開されている最新の刻文リスト

（2021 年 11月９日付）によれば、K.1 から K.1566 までの登録がなされている。ただし、

刻文の点数については数え方が不統一で、一つの K番号に複数の刻文が登録されている場

合もあれば、一連の刻文と捉えても差し支えない刻文に別個の番号が振られている場合も

ある。これらは発見時、登録時の状況によるものと考えられる。いずれにしても、東南ア

ジア全域と比較してクメール刻文がもっとも数量が豊富であることは間違いない。クメー
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アンコール朝の歴史で最も有名な王の一人であるジャヤヴァルマン７世は、西暦

1181 年もしくは 1182 年に即位したことが複数の刻文から知られる。死去した年代に

ついては、研究者間で若干のズレはあるものの、1218 年から 1220 年の間に亡くなっ

たとされる2。 

同王の治世中、アンコール朝は最大版図を獲得し、一時は東隣国のチャンパーを支

配下においたほか、現在のラオス、ヴィエンチャン周辺やタイ西端部にも同王治世下

に帰属する遺跡や遺物が所在する。また、いわゆる「王道」と呼ばれる幹線道路網の

整備や施療院の配置、数々の寺院建立などを行ったこともよく知られている。ジャヤ

ヴァルマン７世の事績については拙稿（松浦 2019b）を参照されたい。 

EFEOによる刻文リストを確認したところ、ジャヤヴァルマン７世期に帰属する紀年

のある刻文は 49点である（刻文点数は整理番号ベース。以下同）。このうち、「施療院

碑文」と呼ばれる、施療院（ārogyaśālā）建立の縁起を記したほぼ同内容の刻文（紀年

は西暦 1186年）が約半数の 25点を数える3。また、金属器や石製および青銅製の彫像

に奉納者・奉納対象などの情報が１行～数行刻まれた刻文が 17点ある4。四角柱の石

碑状の形状をもち、寺院建立縁起など比較的豊富な内容をもつ有紀年刻文は、施療院

碑文の他には、タ・プローム碑文（K.273/ 1186年）、プラサート・リチ刻文（K.453/ 

1206年。ただし同碑文は損傷のためほとんど判読不能）、プラサート・トー碑文

（K.692/ 1195 年）、プレア・カン碑文（K.908/ 1192 年）の４点を数えるのみであ

る。 

紀年はないが、同王に帰属するものと考えられる刻文もある。同王の事績を記した

刻文として有名なピミアナカス碑文（K.484, K.485）、プラサート・チュルン碑文

（K.287, K.288, K.547, K.597）には紀年がない。また、ジャヤヴァルマン７世期に

建てられたいわゆるバイヨン様式の寺院にみられる、各部屋の入口側柱等に奉納者や

崇拝対象物を記した小刻文の類（60点あまり）は、その大部分が同王治世下に帰属す

るものと考えられる（Maxwell 2007c; 松浦 2014: 45-49）。このような、紀年はない

が同王治世に帰属する可能性のある刻文史料を含めると、ジャヤヴァルマン７世期の

 
ル刻文の年代幅は、有紀年刻文で言うと、西暦 611 年のトゥオル・ワット・コムヌー（ア

ンコール・ボレイ）刻文（K.611）から西暦 1917 年のワット・クラン・ドン刻文

（K.771）、西暦 2003 年のプニェ・ルー刻文（K.1390-1392）など近現代の刻文も含まれ

る。前述したとおり、本発表ではジャヤヴァルマン７世期に帰属する刻文史料を扱う。 
2 これは、同王の名が確認される最後の有紀年刻文がシャカ暦 1139 年（西暦 1217/18 年）

の日付をもつ金属器刻文 K.1234 であること、同王治世中に継続した隣国チャンパーとの係

争が 1220 年に終息したらしいことがチャンパー刻文（C.4チョディン刻文）にみられる

「1220 年、クメール人は聖なる都〔アンコール〕に行き、チャンパーの人々は〔王都〕ヴ

ィジャヤと南北〔の土地〕に戻った」との文言から知られることを根拠とする。 
3 K.12, 160, 209, 368, 375, 386, 387, 395, 402, 435, 537, 602, 614, 667, 912, 952, 955, 1170, 1402, 
1519, 1520, 1521, 1522, 1523, 1524 
4 なお、金属器に刻文が書かれるのは、今のところ西暦 1007/08 年の K.1218 が初出であ

る。 
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刻文史料は少なくとも 100点を上回ると思われ、精査は必要だが 150点に届くかもし

れない。なお、K.1005 までの刻文リストをまとめたジョルジュ・セデスは、留保付き

のものを含め 63点を同王に帰属させている（Cœdès 1937-1966 (8): 9）。 

 

２２．．ジジャャヤヤヴヴァァルルママンン７７世世期期のの主主要要刻刻文文ににみみるる寺寺院院のの建建立立  

本稿では、上記したジャヤヴァルマン７世期の刻文のうち、以下の３基の碑文を検

討する。 

 

① タ・プローム碑文（K.273/ 1186年）（Cœdès 1906; Honda 1993; Kapur & Sahai 

2007） 

② プレア・カン碑文（K.908/ 1192 年）（Cœdès 1942; Honda 1999; Maxwell 

2007a） 

③ プラサート・トー碑文（K.692/ 1195 年）（IC1: 227-249; Honda 1994） 

 

各碑文の記載内容の概要については本稿末尾に掲載したので、以下ではまず、これ

らの刻文において、寺院や尊像の建立がどのような形でみられるのかを検討する。 

なお、従来の研究では、各自の研究テーマに沿って“有意義な”刻文の記載箇所を

つまみ食いする形で引用されることが多く、当該箇所の記述の文脈上の理解が不十分

である。そこで、やや冗長ではあるものの、各刻文の記載内容の全体的な構成を踏ま

えつつ議論を進める。 

 

22--11..  タタ・・ププロローームム碑碑文文（（KK..227733//  11118866年年））  

タ・プローム寺院は、アンコール遺跡公園内、アンコール・トムの東に所在する。砂

岩を積み上げた建物に覆いかぶさるように樹木が繁茂する様子から、同遺跡公園内でも

有名な観光地の一つとなっている。この碑文は同寺院の建立縁起等を記した創建碑文で

あり、ジャヤヴァルマン７世期の創建碑文としては最も早い日付をもつ。すなわち同寺

院は、刻文上で確認されるジャヤヴァルマン７世期の最初の寺院である。 

なお、タ・プローム寺院に先行して、同寺院の南東に隣接する、本稿の主題であるバ

ンテアイ・クデイ寺院が建立されたとする説がジョルジュ・セデス以来定説化しており

（Cœdès 1947: 192）、フィリップ・ステルンは、美術様式の検討からバンテアイ・クデ

イ寺院はタ・プローム寺院と同時期に完成したとする（Stern 1965: 138）が、刻文上

にその根拠を見出すことはできない。 

碑文は、四角柱の形状をもち、A 面: 72 行、B 面: 72 行、C面: 72 行、D 面: 74行に

わたって書かれる。言語は全てサンスクリット語である。 

碑文では、仏・法・僧・観音（ローケーシュヴァラ）・般若波羅蜜多（プラジュニャー

パーラミター）に対する賛辞に始まり（第 1-5 偈）、次いでジャヤヴァルマン７世の王

統（第 6-17偈）と、ジャヤヴァルマン７世に対する賛辞を載せる（第 18-27偈）。賛辞
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の部分では、シヴァ・ヴィシュヌ・カーマなどのヒンドゥー諸神の神話と比較しつつ同

王の偉大さを褒めたたえている。 

第 28 偈以下は、同王の業績について書いている。その中で、恐らく王の即位式を執

り行ったグル（師）のジャヤマンガラールタと、母ジャヤラージャチューダーマニ、兄

のジャヤキールティに栄誉を与え、西暦 1186 年にラージャヴィハーラと名付けたこの

寺院を建立し、母の彫像を主尊格とし、グル、兄の彫像を脇侍として、さらに 262 の尊

像が祀られたという5。 

第 38 偈以下では、この寺院に供給される物品のリストを列挙し、さらに寺院に関わ

る人々の員数、寺院の規模が記載される。とりわけ、タ・プローム寺院が、尖塔のある

祠堂（valabhiprāsāda）が 39 基（第 77偈）、石造りの建物（upalaveśman）が 566軒、レ

ンガ造りの建物（iṣṭakāveśman）が 288軒（第 78偈）作られ、長方形の貯水池（vāpītaṭāka）
の規模は幅 76 尋、周囲の全長が 1,150 尋であり（第 79 偈）、〔寺院の〕周壁の規模は

2,702尋である（第 80偈）などの表現は、当時の伽藍がどのような構成で認識されてい

たのかを知る上で興味深い。 

第 83 偈からは、チャイトラ月（3-4 月）の白分6第８日より始まる「春の祭礼

（vasantotsava）」について、儀式の次第やその際に王の倉庫から拠出される物品のリス

トを載せ、壮大な祭礼が挙行されたことを想起させる。 

第 117偈は、施療院（ārogyaśālā）の設置について書かれた有名な箇所であり。それぞ

れの地方（viṣaya）に 102 の施療院があり、798 の神（sūra）が置かれたという。本稿で

は取り扱わないが、そのうちいくつかの施療院跡からは、施療院碑文と呼ばれるほぼ同

一内容の碑文が現在までに 25点確認されている。 

第 141 偈ではジャヤヴァルマン７世がタ・プローム寺院建立を発願した旨が書かれ、

王は、母への献身のためにこれらの善行（sukṛta）を行い「私のこれらの善行により、衆

生が現世の海をわたるために母が仏陀性（jinatva）を獲得するように」願ったという。 

第 142-144偈ではこの寺院建立事業その他の善行を保護し継承することを「未来のカ

ンブジャの王たち」に懇請し、末尾の第 145偈において、この碑文を作成したのは、ジ

ャヤヴァルマン〔７世〕王の第一王妃より（agraṇyām devyām）生まれたスーリヤクマー

ラという名の王子（rājakumāra）であったことが明らかにされる。 

さて、現在のところ同王治世下で最も早く書かれたと目される本碑文であるが、寺院

等の建立については、全国に施療院を設置したこと以外には、ほとんどタ・プローム伽

藍地内での話題に終始する。 

次に検討するプレア・カン碑文において、プレア・カン寺院以外の寺院建立等につい

 
5 ここで言う「母の彫像」「グル、兄の彫像」に関連して、クメール刻文では、「〔個人名〕

の姿（mūrtti, rūpa）で」彫像が作成されたという表現が散見するが、これはその個人の顔

貌を写し取った肖像彫刻というよりも、理念的に、その個人の特性を尊像に埋め込んだも

のと考えるべきである（松浦 2014）。 
6 新月から満月までの、月が満ちていく期間を白分 
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ても言及があることを加味すれば、タ・プローム寺院建立の時点では施療院の他には言

及すべき寺院がなかった、すなわちまだ建立されていなかったと考えることもできる。 

加えて、第 77-80偈には同寺院の規模等に関する記載があるが、注目したいのは、

第 79偈の長方形の貯水池（vāpītaṭāka）の造成である。その規模は幅 76尋、周囲の全

長が 1,150尋であったとされる（すなわち幅 76尋、長さ 499尋の大きさ）。第 80偈で

は周壁の全長が 2,702尋であったと書かれているので、おおよそ周壁の規模の４割程

度の貯水池があったことになる。ただ、ここで述べられる「貯水池」の規模は複数作

られた貯水池の規模の総計である可能性もある。この箇所はタ・プローム寺院周壁外

を含んで言及している可能性があるにもかかわらず、すぐ近くに位置するバンテア

イ・クデイ寺院に対する明確な言及がないことは、この碑文が書かれた当時（1186

年）に、バンテアイ・クデイ寺院が存在しなかった可能性を考慮させるものである。 

前述したとおり、従来の研究においてバンテアイ・クデイ寺院がタ・プローム寺院に

先行して建立されたという説が散見するが、タ・プローム碑文にその記載がないことは、

バンテアイ・クデイ寺院先行説に異を唱える根拠となりえるだろう。 

  

22--22..  ププレレアア・・カカンン碑碑文文（（KK..990088//  11119922 年年））（（CCœœddèèss  11994422;;  HHoonnddaa  11999999;;  MMaaxxwweellll  

22000077aa））  

プレア・カン寺院は、アンコール遺跡公園内、アンコール・トムの北側に位置し、

東側には方形貯水池のジャヤタターカを擁する。ジャヤタターカの中央には、ニアッ

ク・ポアン遺跡が所在する。前述のタ・プローム寺院と同じく、創建碑文の一種であ

り、西暦 1191 年もしくは 1192 年にプレア・カン寺院が創建されたことを記す。本尊

は父の姿をした観音像であったようである。ジャヤヴァルマン７世は、タ・プローム

寺院において母を、プレア・カン寺院において父を祀っており、両者は対の関係であ

るように見える。しかし、タ・プローム碑文と違い、プレア・カン碑文においては、

王の版図全体を見渡したような記述が豊富に含まれる。 

碑文は、四角柱の形状をもち、A 面: 72 行、B 面: 72 行、C面: 72 行、D 面: 72 行

にわたって書かれる。言語は全てサンスクリット語である。 

第１偈から第 18偈まで、すなわち仏法僧への賛辞からジャヤヴァルマン７世の王統

および誕生まではタ・プロームと同内容である。 

第 19-31偈はジャヤヴァルマン７世に対する賛辞であり、ヒンドゥー諸神やマハー

バーラタ等の説話と対照させつつ王を称賛することは他の碑文と同じである。王は古

い言語を好み、サンスクリット語に精通していることを文法学者パーニニに比して称

賛する箇所（第 21偈）は、同王治世下の碑文の多くがサンスクリット語で書かれてい

る理由を説明しており注目に値する。 

第 32偈以下はプレア・カン寺院の建立について述べられる。ジャヤヴァルマン７世

が敵に勝利（ジャヤシュリー）した後、「敵の血のあるところ（dviṣad-rudhira-
dhāman）」（激しい戦闘が行われた地点、もしくは戦死者を集めた場所か）に寺院を作
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り、「ジャヤシュリー」と命名したという。主尊格は、「ジャヤヴァルメーシュヴァラ

という名の父の姿をしたローケーシャ（観音）」であり、1191 年もしくは 1192 年に開

眼された（第 34偈）。その後、プレア・カン伽藍地内における尊像配置について書か

れ、中央・東・南・西および北の順で主要な尊格名と尊像の総数が書かれ、その他

「米の倉庫（vrīhi-gṛha）」、「歩道〔回廊〕（caṅkrama）」、「王の天幕〔宿駅？〕

（upakāryā）」、「施療院（ārogya-āyatana）」「四方の門（dvāra）」にも尊像が配置された

という（第 39-40偈）7。寺院地内に安置された尊格は総計で 430 とされるが、これは

個々に挙げられた数量の和と一致する。 

次に第 41-43偈では、伽藍地の外側における神像の安置について書かれ、ラージヤ

シュリー（ニアック・ポアン遺跡。プレア・カン寺院の東に隣接する方形貯水池ジャ

ヤタターカの中心施設）のほか、ジャヤタターカの沿岸に位置するいくつかの建物

（対応関係は明確ではないが、同時期の建立と思われるクラオル・コーやタ・ソム寺

院など）に尊像が安置された。ここまでの尊格の合計は 515 とされ、これは上述の寺

院内の尊格 430 に、第 41-43偈で述べられた尊格数を足した数字になっている。この

ことから、プレア・カン寺院の周壁で囲まれた内側の部分（伽藍地）と、そこにジャ

ヤタターカ周辺を合わせた地域（寺院地）が、寺院をめぐる地理空間として区別され

ていたことが示唆される。 

続く第 44-102偈には、プレア・カン寺院に対する日々の供物や祭礼にあたって捧げ

られる品々、寺院に関わる人員などが列挙される。 

第 103-107偈には、前述のタ・プローム碑文と同じように、寺院の規模についての

言及がある。尖塔のある祠堂（valabhiprāsāda）が 102 基、石の建物（śilā-gṛha）が 485

軒、さらに周壁（[sama]n[ta]to vapraḥ）は 2238尋（vyāma）で（第 104偈）、「砂の堆

積した石でできた8通路（śarkaraugha-śilā-baddha-tara）」（回廊または参道か、規模は判

読不能）（第 106偈）、全体で 439 の小屋（kuṭi）（第 107偈）があったという。そのほ

かにも恐らく貯水池の規模なども書かれていたと思われるが、ところどころ刻面に損

傷があり、判読不能になっているのが惜しまれる。さらに第 108-111偈には、寺院に

起居する人びとが人数とともに書かれる。 

第 112偈からは、寺院地についての話題から離れ、国土全体を俯瞰して王が行った

業績が書かれる。その最初に挙げられるのがヴィーラシャクティという名の如来

（sugata、善逝）9の確立で、その次の尊格については損傷のため判読不能である（第

112偈）。そして、ラージャパティーシュヴァラとジャヤマンガラールタチューダーマ

ニをシカター（Sikaṭā）という名の地に安置したという（第 113偈）。そして、ジャヤ

 
7 プレア・カン寺院の尊像配置については、久保の博士論文に詳しい（久保 2012）。 
8 baddha（√bandh の過去受動分詞）は、「縛る、結ぶ、結合する、（堰または橋を）築く、

せき止める、堤で囲む」などの多様な意味があり、ここで述べられる構築物の具体的な機

能を限定することは困難である。 
9 sugata は一般に善逝と訳され、如来は tathāgata の訳語であるが、ともに仏を指す言葉で

あり本稿では如来に統一する。 
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ンタプラ、ヴィンディヤパルヴァタ、マルカルプラの三都市に三宝（ratna-traya）を確

立した（第 114偈）。また、23 の地域に「ジャヤブッダマハーナータ」なる尊像を確

立し、さらにジャヤタターカの沿岸部に 10 の「yāga（祭式のための場所）」を作った

（第 115-121偈）。 

第 122偈からは国内の幹線道とそれに沿って建立された宿駅について書かれ、全体

で 121軒建てられたとする。国内に「金（rai）・銀（rūpya）・青銅（kaṃsa）10・石

（aśman）で作られた、ヤマやカーラを含む神々（deva）」は、全体で 20,400 体であっ

たとする（第 127偈）。その後、これらの国内各地に確立された神々に対して供給され

た物品のリストや関わる人々の総数、建物を荘厳するために用いられた物品のリス

ト、建物の総数および規模が記される（第 128-157偈）。 

第 158-166偈にみられる、パールグナ月（2-3月）に行われる祭礼についての記述

も重要である。この祭礼では、尊像の物理的な運搬を伴うかどうかは不明だが、上記

された全国の尊像が一堂に会するような祭典が催されたようである。そこで挙げられ

る尊格は、東の（or以前の）仏陀（prācyaḥ munīndraḥ）、ジャヤラージャチューダーマ

ニ〔タ・プローム寺院〕と、25 の地域（deśa）にあるジャヤブッダマハーナータ、如

来（sugata）ヴィーラシャクティ、ピマーイの如来、バドレーシュヴァラ、チャーンペ

ーシュヴァラ、プリトゥシャイレーシュヴァラなどで、脇侍（parivāraka）を含め全体

で 122 であるという。 

ここでまず注目したいのは、第 115-121偈でも言及のある「ジャヤブッダマハーナ

ータ」が、第 121偈では「23 の地域」であったところ、ここでは「25 の地域」になっ

ている点である。マクスウェルは、刻文を書いている最中に２つが確立されたとする

（Maxwell 2007a: 95）が、直前に挙げられる東の（or以前の）仏陀（prācyaḥ 
munīndraḥ）とジャヤラージャチューダーマニを含めて 25 であるという解釈も可能で

ある。なお、ここにみられる「東の（or以前の）仏陀（prācyaḥ munīndraḥ）」について

は後段で検討する。 

このパールグナ月の祭礼においては、ジャワ、ヤヴァナ（大越か）、２人のチャム人

の王が沐浴用の水を供献するという。この儀式がどのようなものであったかは不明で

あるが、ジャワ島中部にある 17 世紀以降のマタラム王家の陵墓イモギリでは、各地の

王が水を運ばせて献じたといわれており、それぞれの王が水を運ばせた可能性もある
11。 

第 167-170偈では、プレア・カン寺院東前面に位置する大貯水池ジャヤタターカに

ついて記され、ジャヤタターカは「石（upala）と黄金（kanaka）と花環（mālā）で彩

られた鏡（ādarśa）である」と表現される。 

 
10 「kaṃsa」は辞書的には真鍮（黄銅）などを指す言葉であるが、銅を用いた合金を指す

と思われる。これに類するクメールの神像は青銅製であることが一般的であるので、ここ

では「青銅」と訳した。「銅合金」の方が適切かもしれない。 
11 イモギリ陵墓における水の献供については、青山亨氏にご教示いただいた。 
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第 171-178偈は、同寺院の建立が仏教的な功徳のためであり、とりわけ父のためで

あることが宣言され、将来にわたってこれらの善行が守護されるように請願してい

る。 

末尾の第 179偈では、この碑文を作成したのが、「ジャヤヴァルマン〔７世〕王陛下

の第一の（agryā）妻（satī）であるラージェーンドラデーヴィーの長子であるヴィーラ

クマーラ」であったことが明記される。 

プレア・カン碑文の内容は、他の碑文と比べてジャヤヴァルマン７世の王国全体を

俯瞰したような記述が目立つのが特徴であり、この碑文が作成された時点での主要な

建立事業が網羅されていると言ってよい。もしバンテアイ・クデイ寺院がこの時まで

に建立されていたとすると、この碑文にみられる未同定の尊格のなかに、バンテア

イ・クデイ寺院を指すものがあると考えられよう。次節においてさらに検討する。 

 

22--33..  ププララササーートト・・トトーー碑碑文文（（KK..669922//  11119955 年年））（（IICC11::  222277--224499;;  HHoonnddaa  11999944））  

プラサート・トー寺院は、アンコール遺跡公園内、プラダック村に属し、大貯水池の

東バライ北東角の近傍に位置する。プラサート・トーの名称は近世以降に名づけられた

ものと思われる。トー（Tor, ទ）は「樋、雨樋」の意であるが、寺院近くを流れる水路

を同じく「トー川」というから、これにちなんだ名称であろう。 

ジャヤヴァルマン７世期の刻文のほとんどが王を主体として書かれているが、この碑

文は王以外の高官によって書かれている点で注目に値する。この碑文は、ブーペーンド

ラパンディタの名を世襲する家系によって書かれており、この家系はヒンドゥー教を信

奉していたようであるが、議長（sabhāpati）や宮廷の長（sabhyādhipa）など、おそらく

要職に就いていることが見て取れる。刻文作成者の家系の正統性を数代前に遡りつつ記

述する刻文は、10 世紀後半から 11 世紀にかけて盛行するが、ジャヤヴァルマン７世期

にはほとんど見つかっておらず、まとまった内容をもつ（判読可能な）碑文は、現在の

ところこの碑文だけである。 

碑文は、四角柱の形状をもち、A 面: 36行、B 面: 36行、C面: 36行、D 面: 32 行に

わたって書かれる。言語は全てサンスクリット語である。 

第 1-4偈は、シヴァ・ヴィシュヌ・ブラフマー・ガンガーに対する賛辞で、第５偈に

は刻文作成者のブーペーンドラパンディタへの賛辞を載せる。 

第 6-41 偈は、ジャヤヴァルマン７世に対する賛辞で、ヒンドゥーの神話や説話に取

材しつつ王を称賛する。 

第 42 偈以下は、王国が（おそらくチャンパーによる侵攻などで）困難に見舞われた

が、王が勝利したことを述べる。とくに、チャンパーに勝利した後、「力強き西の王を

降した」（第 45偈）との文言は、東隣国のチャンパーや大越との係争が主に語られる同

王の事績にあって、西方への遠征を記す希少な箇所である。 

第 46 偈以下は、ブーペーンドラパンディタの家系について記されている。どうやら
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「ブーペーンドラパンディタ」の名は少なくとも３代にわたって世襲されているようで

あり、「議長（sabhāpati）」や「宮廷の長（sabhyādhipa）」など、おそらく高位の意思決定

権者であったことが分かる。 

末尾の第 61 偈には、ジャヤーディティヤプラの村（プラサート・トー寺院が所在す

る一帯の地名であろう）において、ジャヤヴァルマン〔７世〕王の宮廷の長（sabhyādhipa）
であるスーリヤスーリ（sūryasūri）が、西暦 1195 年にこの碑文を書いたとする。 

この碑文では、ブーペーンドラパンディタの家系は、ジャヤヴァルマン７世を含む歴

代の王から厚遇を受けていたことが主張されているものの、記載内容としては、言うな

ればプライベートな内容に終始しており、本稿にとって見るべき箇所は少ない。とは言

え、同碑文の重要性は直截的な文言に限らない。同王治世下の刻文史料には王や王族の

直接的な関与を示す刻文が多く、同王治世下における建立事業は、王による直接的な指

示のもと行われたというイメージで語られることが多い。そのため、バンテアイ・クデ

イ寺院についても、王や王族の直接的関与が半ば当然視される傾向にあるが、この碑文

の存在により、王以外の高官による建立事業の可能性も指摘できるだろう。ただ、プラ

サート・トー寺院は規模の小さい寺院で、祠堂のいくつかは刻文作成より前に存在した

らしいことから考えても12、バンテアイ・クデイ寺院との単純な比較はできない。 

 

３３．．３３碑碑文文ににみみらられれるる寺寺院院とと尊尊像像  

 次に、上記の３碑文から、確立・建立（pratiṣṭhā）あるいは寄進の対象となった寺院

や尊像、尊格などを抽出し、寺院等に対する当時の認識を明らかにする。その上で、

バンテアイ・クデイ寺院との関連を考えたい。なお、いわゆる施療院および宿駅につ

いては、本稿で扱わない同時期碑文との関わりも深いため、稿を改めて検討する。 

  

①ラージャパティーンドラ村（Rājapatīndra-grāma）（タ・プローム碑文第 30偈） 

王の師（guru）であるジャヤマンガラールタに対して与えられたという。ベルナー

ル・フィリップ・グロリエなどは、バンテアイ・クデイ寺院がこのジャヤマンガラー

ルタのために建てられたとしているが、ラージャパティーンドラ村とバンテアイ・ク

デイ寺院との関わりを示す証拠は今のところ見られない。 

ジャヤヴァルマン７世の父方の祖母がラージャパティーンドララクシュミーであ

り、バイヨンの小刻文（K.293）13には「ラージャパティーンドラヴァルマンの姿

（rūpa）をしたラージャパティーンドラデーヴァ」という尊格が見える。恐らく、も

ともと別の有力者の土地であったものを、ジャヤマンガラールタの所有としたのであ

 
12 プラサート・トー寺院の調査を主導したジョルジュ・トルーヴェは、建築の特徴から、

主祠堂はアンコール・ワット以前に建てられ、碑文建物はジャヤヴァルマン七世期に建て

られたとし、「プラサート・トーは、一度に考案された建築物ではなく、継続した一連の

建立事業の集合である」と結論づけている（Trouvé 1932: 227）。 
13 ジャヤヴァルマン７世期の寺院にみられる小刻文については後述。また拙稿（松浦

2014）参照。 
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ろう。なお、487号遺跡（東トップ寺院）碑文（K.567）によれば同人物の息子もジャ

ヤマンガラールタの名を引き継いだようである［松浦 2023: 31］。 

 

②ラージャヴィハーラ（Rājavihārapurī）14（タ・プローム碑文第 35偈） 

  タ・プローム寺院が建てられた土地の名前を指すという既往の研究に付け加えるこ

とは特にない。「purī（城砦、町）」は、クメール刻文において寺院を指す場合も多い。

「城砦」の字義からはクメール語の「Banteay」すなわち周壁をもつ寺院との関連を指

摘できるかもしれないが、定量的な分析が必要である。主尊は、中央に母（ジャヤラ

ージャチューダーマニ）の姿（mūrti）をした仏母（プラジュニャーパーラミター）、

左右に師（ジャヤマンガラールタ）と兄（ジャヤキールティ）を置いた三尊像であっ

たと思われる。 

 寺院建立後は、他の諸寺院と同じく、祀られた本尊の名前をもって寺院の名称とし

ていたと思われ、後に書かれたプレア・カン碑文ではジャヤラージャチューダーマニ

の語でこの寺院を指す。 

 

③ジャヤシュリー（Jayaśrī）（プレア・カン碑文第 32, 168偈） 

 プレア・カン寺院を指すことに疑いはない。寺院が所在する場所が敵軍との戦場に

なり、「勝利（jayaśrī）」したことを記念して同名の寺院（purī）を建てたという。本尊

が父の姿（mūrti）をしたローケーシャ（観音）であり、寺院内に多数の尊格が置かれ

たことは良く知られているが、ここでは詳述しない。 

 

④ラージヤシュリーの小島（Rājyaśrī-pulina）（プレア・カン碑文第 41偈） 

 ジャヤタターカの中央に位置するニアック・ポアンのことであろう。ジャヤヴァル

マン７世によって 14 柱の尊像が安置されたという。プレア・カン碑文第 168-170偈に

おいて、ラージヤシュリーの名は出ないが、ジャヤタターカの中に小島（pulina）があ

るという表現があり、これと対応するものと考えられる。 

 

⑤ヨーギーンドラヴィハーラ（Yogīndra-vihāra）と二つの井戸？（curi）15（プレア・カ

ン碑文第 41偈） 

 
14 原文は「purī rājavihāranamnī（ラージャヴィハーラという名のプリー）」。なお、セデス

の翻字では「rājavihāra」を「rājavibhāra」と表記しているが、セデス本人も認めるように

［Cœdès 1940: 347］翻字のミスである。 
15 「curi」は「小さな井戸」や「貯水池」を指す。なお、古クメール語では寄進された宝

物の一つとして用例があり（プレア・アンカオサー碑文 K.263D面第５行）、ジェンナーは

ダガーやナイフを指すとする。語源についてジェンナーは不明とするが（Jenner 2009b: 
128）、カンナダ語などドラヴィダ語系で「curi」はナイフなどを指すので、関連が示唆さ

れる。 
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 上記と同じく、ここにも 16 柱の尊像が安置された。マクスウェルは、「curi」を貯水

池と解し、ヨーギーンドラヴィハーラに二つの貯水池が付属していたとする。そし

て、ジャヤタターカ近隣で二つの貯水池をもつ寺院であるタ・ソム寺院がヨーギーン

ドラヴィハーラにあたるとした（Maxwell 2007a: 48）。 

 しかし、本稿付録史料２で注記するように、安置された神々の総計から考えるに、

ヨーギーンドラヴィハーラと二つの「curi」の、それぞれに 16 柱ずつの尊像が安置さ

れたことは疑いなく、「二つの curi」をタ・ソム寺院に付属する貯水池（＝タ・ソム寺

院を説明するための要素）と考えることには疑問が残る。つまり、３か所の寺院がこ

こで示されている可能性の方が高いのではないか。 

 

⑥ジャヤタターカ（jayataṭāka）の堤岸（tīra）の諸尖塔（valabhī）および最上の白象

（gaura-śrī-gaja-ratna）の塔（caitya）（プレア・カン碑文第 42偈） 

 ここには 22柱の尊像が安置されたというが、尖塔（valabhī）が処格複数形をとる

（valabhīṣu）ことから、マクスウェルは３つ以上の寺院を指すとするが（Maxwell 

2007a: 50）、タ・プローム碑文やプレア・カン碑文で明らかなように、尖塔

（valabhī）は一つの寺院の構成要素として複数建てられるものと認識されていること

から、「最上の白象（gaura-śrī-gaja-ratna）の塔（caitya）」を含めて一つの寺院を指すと

考えることも可能である。また、前記⑤と違い、ここで記述される寺院には 22柱の尊

像がまとめて安置されていることから考えても、この記載箇所全体で一つの寺院を指

す可能性が高い。 

 いずれにしても、⑤と⑥で記載される寺院は、文脈上ジャヤタターカ周辺に位置し

ており、全部で５か所について述べていると考えるのが穏当である。そのうち１か所

はニアック・ポアン（ラージヤシュリーの小島）であるから、残りは４か所である。

ジャヤタターカ周辺で、建築様式等から同王治世下に帰属する寺院は、タ・ソム、ク

ラオル・コー、バンテアイ・プレイ、プラサート・プレイが挙げられるので、それぞ

れの寺院との具体的な対応関係は不明ながら、ひとまずはこれらの寺院を指している

と考えておいてよいだろう。 

 

⑦ヴィーラシャクティ如来（Vīraśakti-sugata）（プレア・カン碑文第 112偈、タ・プロ

ーム碑文第 85偈） 

 同碑文において、王がジャヤタターカ周辺を含むプレア・カン寺院地の外側と認識

される場所で行った事業を述べる箇所で、最初に言及されるのがこの如来（善逝）で

ある。タ・プローム碑文では、同寺院で行われる春の祭礼（vasantotsava）の締めくく

りとして、このヴィーラシャクティが祠堂の周囲を３回右饒（右肩を祠堂中心に向け

て時計回りに巡ること）する。また、地方寺院バンテアイ・チュマーの新発見刻文

（K.1313）には、シャカ暦 1138 年（西暦 1216年）に、王がヴィーラシャクティを伴

ってバンテアイ・チュマーに行幸したという（Maxwell 2009: 155）。マクスウェル



48

12 
 

は、バンテアイ・チュマーの同碑文に見える聖火（vraḥ vleṅ）の語から、聖火の形状

をした尊像であった可能性を指摘している（Maxwell 2009: 180）が、容易には決しが

たい。 

 いずれにしても、ヴィーラシャクティは可動式の尊像であり、おそらく車や輿に載

せられ移動したのだろう。巡行しないときにどこに安置されていたのかは分からな

い。マクスウェルは、コンポンチャム州のワット・ノコール寺院の刻文（K.82/ 1566

年/ パーリ語、古クメール語）に、ジャヤヴィーラシャクティ・ナガラという名前が

出てくることから、ワット・ノコール寺院にヴィーラシャクティが祀られていたとす

る（Maxwell 2009: 181-183）。しかし、クメール刻文においては、15 世紀に史料上の

断絶期があり、その前後で地名や寺院名を含めて大きな変化がみられる［松浦 2023］

ことから、これをそのまま採用することはできない。また、シアムリアプ州の西側州

境近くにあるプラサート・タ・アンの刻文（K.240／10 世紀末）にみえる

Vīraśaktimahādeva との関連が指摘される［IC3: 76］が、プレア・カン碑文ではジャヤ

ヴァルマン７世が「開眼した」尊格であることを考えると、憶測の域を出ない。 

 加えて、下記も含め、この箇所で言及される尊格については、記載される順序にも

留意する必要がある。碑文全体の構成を眺めた時に明らかであるが、碑文作成者は十

分な吟味の上、内容を記載しているはずである。そのため、ここでの記述の順番は、

王権にとっての重要度、王（王族）の関与を深さ、確立された順序、地理的な順序の

いずれかが反映されていると見るべきである。 

 

⑧名称不明の尊格（プレア・カン碑文第 112偈） 

 上記のヴィーラシャクティの次にもう一つ尊格名が書かれていたと思われるが、碑

文の損傷により判読不能となっている。 

 

⑨ラージャパティーシュヴァラ如来（Rājapatīśvara-sugata）（プレア・カン碑文第 113

偈） 

⑩ジャヤマンガラールタチューダーマニ（Jayamaṅgalārthacūḍāmaṇi）（プレア・カン碑

文第 113偈） 

 上記の２尊については、シカター（Sikaṭā）という名の場所（詳細不明）に安置され

たようである。ラージャパティーシュヴァラについてはよく分からない。ラージャパ

ティーンドラの類語だと考えれば、タ・プローム碑文第 30偈に見える、王のグルであ

るジャヤマンガラールタに与えられたラージャパティーンドラ村に安置された尊像と

解することもできる。 

ジャヤマンガラールタチューダーマニについては、セデスはタ・プローム碑文にみ

られるグルのジャヤマンガラールタと、母のジャヤラージャチューダーマニを合わせ

た名で、タ・プローム寺院の本尊を指すとした。しかし、プレア・カン碑文の後段

（第 159偈）では、タ・プローム寺院をジャヤラージャチューダーマニと表記してい
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る、もう一つの可能性として、「チューダーマニ」はアンコールにおいて高貴な女性に

つけられる名前としていくつかの用例があることから、ジャヤマンガラールタの妻あ

るいは母を指す可能性も指摘しておきたい。前述の 487号遺跡（東トップ寺院）碑文

（K.567）に、王シュリードラジャヤヴァルマンによって、ジャヤマンガラールタの息

子（この人物も世襲してジャヤマンガラールタを名乗ることを許された）とその母の

彫像が建立されたという例もある（松浦 2023: 31）。 

 

⑪三宝（ratna-traya）（プレア・カン碑文第 114偈） 

 ジャヤンタプラ（Jayantapura）、ヴィンディヤパルヴァタ（Vindhyaparvata）、マルカ

ルプラ（Markhalpura）の３か所に建立されたという。三宝は各種碑文の冒頭に書かれ

る仏・法・僧であることに疑いはないが、後述のヴィンディヤパルヴァタの例が示す

ように、ここでは三宝を示す尊像（仏陀像）を指すようである。ジャヤンタプラ、ヴ

ィンディヤパルヴァタについては『マハーバーラタ』等にも登場する地名ではある

が、ここではアンコール朝における特定の地域を指すことは間違いない。 

 ジャヤンタプラは、バッチュム碑文（K.266-268/ 953, 960 年）で、同寺院の所在

する土地のことをジャヤンタデーシャ（Jayantadeśa）と呼んでおり、セデスの所説に

従い（Cœdès 1942: 295, n.6）、今のところはバッチュム寺院周辺の土地と考えておき

たい。本稿が主眼とするバンテアイ・クデイ寺院との関連で言うと、バッチュム寺院

とバンテアイ・クデイ寺院はかなり近い場所にあり、ジャヤンタプラがバンテアイ・

クデイ寺院を含む地名であると考えることもできる。なお、バイヨン寺院の名称の由

来が「vaijayanta（インドラ神の宮殿）」から来ているという（Sotheavin 2018: 28-

29）が、ジャヤンタプラとの関連を考えるには材料が乏しい。 

 ヴィンディヤパルヴァタについてはよく分からないが、バイヨンの小刻文に、「ヴィ

ンディヤパルヴァタの三宝の仏陀（vraḥ vuddha kamrateṅ añ ratnatraya viṃndhya 
parvvata）」が、バイヨン寺院北西区画の北西半の御堂（vraḥ kuṭi）に納められた 10 尊

の一つとして挙げられている。 

 マルカルプラについても不詳である。セデスはカンボジアの地名であるモンコル・

ボレイとの関連に言及するが、判断材料をに欠ける。 

 

⑫ジャヤブッダマハーナータ（Jayabuddhamahānātha）（プレア・カン碑文第 115-121

偈、第 159偈） 

 ジャヤラージャダーニー、ジャヤンタナガリー、ジャヤシンハヴァティー、ジャヤ

ヴィーラヴァティー、ラヴォーダヤプラ、スヴァルナプラ、シャンブーカパッタナ、

ジャヤラージャプリー、ジャヤシンハプリー、ジャヤヴァジュラプリー、ジャヤスタ

ンバプリー、ジャヤラージャギリ、ジャヤヴィーラプリー、ジャヤヴァジュラヴァテ

ィー、ジャヤキールティプリー、ジャヤクシェーマプリー、ヴィジャヤーディプリ

ー、ジャヤシンハグラーマ、マディヤマグラーマカ、サマレーンドラグラーマ、ジャ
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ヤプリー、ヴィハローッタラカ、プールヴァヴァーサの 23 の地域（deśa）において確

立された尊像とされる。この 23 地域の地名比定について本稿では立ち入らないが、こ

のうちのいくつかは現在のタイ地域に位置する地方遺跡が該当する。蓋然性の高いと

ころでは、ラヴォーダヤプラ（現在のロッブリー）、スヴァルナプラ（現在のスパンブ

リー）、ジャヤヴァジュラプリー（現在のペッチャブリー）などである。また、２番目

に書かれる「ジャヤンタナガリー」について、セデスは⑪のジャヤンタプラと同じで

あるとする。列挙された地名の順序は、所在地によるもの（王都から近い順など）と

は考えられず、おそらく建立されたのが早い順（宮廷が確立の指示を出した順、建立

が宮廷に認識された順）に書かれたのではなかろうか。 

 前述したように、同碑文後段の第 159偈では、パールグナ月（2-3月）に行われる

祭礼において言及される計 122 の諸尊の中に、「25 の地域にある」ジャヤブッダマハ

ーナータが言及されており、２地域増えている。 

 この尊格の解釈をめぐっては多くの研究があるが、「Jaya（ジャヤヴァルマン７世が

確立させたことを示す）」、「buddha（仏陀）」、「mahānātha（大いなる主）」の複合語で

ある。ジャヤブッダマハーナータの語はプレア・カン碑文以外には出てこないが、バ

イヨンの小刻文で「ラージャプリーのジャヤマハーナータ」、「ヴァジュラプリーのジ

ャヤマハーナータ」が祀られており、ラージャプリーもヴァジュラプリーも上掲の 23

地域に含まれることから、「ジャヤマハーナータ」と「ジャヤブッダマハーナータ」は

同一の尊格を指すことは疑いなかろう。そして、バンテアイ・チュマーの小刻文

（K.827）から、ジャヤマハーナータ、ナーラーヤナ（ヴィシュヌ）、シュリーおよび

ナーラーヤニー（ヴィシュヌの神妃）が一緒に祀られたことが分かっており（Cœdès 

1951: 119）、ヒンドゥー教とくにヴィシュヌとの親近性をもつ尊格とも考えられる。

そして、本誌の宮﨑論文が指摘するように、観音とヴィシュヌはアンコールにおいて

近い存在と位置付けられることから、仏陀を内包する存在としての観音像であった可

能性も指摘できる。 

  

⑬東の（以前の）仏陀（prācya-munīndra）（プレア・カン碑文第 158偈） 

 プレア・カン碑文の第 158偈以下では、同寺院でパールグナ月（2-3月）に行われ

る祭礼において、一堂に会する諸尊が列挙される。その最初に挙げられるのがこの

「prācya-munīndra（prācyaḥ munīndraḥ）」であり、次にジャヤラージャチューダーマニ

（タ・プローム寺院）が続く。同種の表現に、ピミアナカス碑文（K.485/ 13 世紀）

第 81偈の「東の（以前の）如来（pūrva-tathāgata）がある。ピミアナカス碑文は、ジ

ャヤヴァルマン７世の王妃ジャヤラージャデーヴィーの事績を伝えるものだが、彼女

が諸寺院に行った寄進のやはり最初に「pūrva-tathāgata」が挙げられ、その次にジャヤ

ラージャチューダーマニ（タ・プローム寺院）を挙げる。 
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 この語をセデスは「東の仏陀」と解し、タ・プローム寺院の東にある仏陀、すなわ

ちバンテアイ・クデイ寺院の本尊を指すとした16（タ・プローム寺院からみたバンテア

イ・クデイ寺院は南東にあたる）。前述したようなフィリップ・ステルンによる美術様

式研究（バンテアイ・クデイ寺院とタ・プローム寺院を同時期の建立とする）もこの

解釈を後押ししたであろう。その他、マクスウェルは、第 36偈にみられるプレア・カ

ン寺院内の東区画に祀られたトリブヴァナヴァルメーシュヴァラであるとする

（Maxwell 2007a: 95）。また、より東方の、コンポン・スヴァーイのプレア・カンや

ベン・メリアと考える説もあるようである（上智大学アンコール遺跡国際調査団 

2022: 45）が、いずれも確証はない。 

「prācya」および「pūrva」の語には「東方の」という意味の他に「以前の」という

意味もあり、「以前の仏陀」すなわち過去仏を指す可能性もある。あるいは、ジャヤヴ

ァルマン７世以前に建立されていた仏陀像などを指すことも考えられる。また、東方

浄土に住するとされる薬師如来や阿閦如来のことであると推定することも可能であろ

う。 

いずれにしても、現状ではこの尊格を同定するための材料が不足していると言わざ

るを得ず、これをバンテアイ・クデイ寺院（に祀られた尊像）と考える意見には賛同

できない。 

この如来の後には、ジャヤラージャチューダーマニ、25 地域のジャヤブッダマハー

ナータ、ヴィーラシャクティ如来、ピマーイ如来（Vimāya-sugata）、バドレーシュヴァ

ラ（Bhadreśvara）、チャーンペーシュヴァラ（Cāmpeśvara）、プリトゥシャイレーシュ

ヴァラ（Pṛthuśaileśvara）と続き、脇侍（pariāraka）を含めて 122柱の尊格が礼拝され

たという。ピマーイは東北タイに位置する寺院であることに疑いはない。バドレーシ

ュヴァラは古くから刻文等に言及される神格（シヴァ）で、ワット・プー寺院（ラオ

ス南部チャンパーサック県）に祀られたものが有名だが、他にも様々な場所で祀られ

たようであり、チャーンペーシュヴァラもプレア・カン寺院の西側に祀られている

が、これも他に様々な用例がある。 

これらパールグナ月の祭礼に関する諸尊格の列挙においては、地理的な序列や建立

された順序で書かれたとは思えない。 

 

 
16 セデスは「東の仏陀」の解釈について以下のように述べる。「この Prācyamunīndra は、

ピミアナカス碑文（第 81偈）の Pūrvatathāgata（フィノはこの語を「最初の仏陀」と

訳した）と同一であることは確かである。同碑文でもこの箇所と同様に、東の仏陀の

名前はジャヤラージャチューダーマニの直前に挙げられている。一つにはバンテア

イ・クデイ寺院の少なくとも一部は、様式から見てタ・プローム寺院と同時期と思わ

れ、他方で〔現存する〕建物そのものではなかったとしても、バンテアイ・クデイ

〔寺院地〕のどこかにあったクティの地は「東部地区（viṣaya pūrvadiśa）」にあったと

されており、東の仏陀の聖域をバンテアイ・クデイに求めたくなる」（Cœdès 1941: 

298 n.2）。 



52

16 
 

⑭ブーペーンドラデーシャ（Bhūpendra-deśa）（プラサート・トー碑文第 49偈） 

 プラサート・トー碑文によれば、かつてブーペーンドラパンディタは、ここブーペ

ーンドラデーシャで、シヴァリンガと自身の彫像を確立したといい、プラサート・ト

ー寺院周辺がこの名前で呼ばれていたと考えられる。このブーペーンドラパンディタ

は、ジャヤヴァルマン６世、ダラニーンドラヴァルマン１世、スーリヤヴァルマン２

世の３代にわたり判事（sabhyadarśin）として仕えたという。 

 

ままととめめににかかええてて  

 以上、ジャヤヴァルマン７世治世下の年紀が明記された３基の刻文史料を概観しつ

つ、寺院と尊像に関連する箇所について検討を加え、その中でバンテアイ・クデイ寺

院にまつわる要素について所見を述べてきた。 

 刻文史料の解釈をめぐっては、記載された指示内容を明確にできることの方が少な

く、多様な解釈の幅から蓋然性の高い読みを行う必要がある。そこで、しばしばかな

り飛躍した議論が横行してきた。そのなかでバンテアイ・クデイ寺院は、同時期の他

の遺跡と比べても発見・整備が早く、また規模も大きい目立つ存在であったために、

碑文中の記載にその痕跡を探ろうとする努力が行われてきたともいえる。 

 その反面、バンテアイ・トム、タ・ネイ、プラサート・プレイ・プラサート、クラ

オル・ロミアなど、アンコール地域に所在する同王に帰属すると考えられているその

他の諸遺構と刻文との比較分析はほとんど行われていない。 

 次稿では、年紀はないがジャヤヴァルマン７世期に帰属すると思われるピミアナカ

ス碑文やプラサート・チュルン碑文などを検討する予定である。 

 

 
地図：関連遺跡配置図 
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付付録録：：本本稿稿でで扱扱っったた刻刻文文史史料料のの要要約約  

以下は、本稿で扱った刻文史料の内容の要約である。拙稿［松浦 2023］に加筆修正

を加えた。翻字および訳出にあたっては、先行研究に依拠しつつ、部分的に原文を参

照しながら行った。本稿に関わりの薄い箇所など、吟味を加えていない部分も多い。

しかし、従来日本語でクメール刻文の紹介がなされることが少ないこともあり、あえ

て掲げることにした。批判に浴することができれば幸いである。 

 

史史料料１１：：タタ・・ププロローームム碑碑文文（（KK..227733//  11118866年年））（（CCœœddèèss  11990066;;  HHoonnddaa  11999933;;  KKaappuurr  &&  

SSaahhaaii  22000077））  

1 仏（buddha）に対する賛辞。 

2 法（dharma）に対する賛辞。 

3 僧（saṃgha）に対する賛辞。 

4 観音（lokeśvara）に対する賛辞。 

5 仏母（jinajananī、プラジュニャーパーラミター）に対する賛辞。 

6-12 母方の王統について。シュルタヴァルマンの子であるシュレーシュタヴァル

マン王は「カンブの家系（kambuvaṃśa）」に属した。彼の母方の家系

（mātṛkula）の子孫にカンブジャラージャラクシュミーがおり、彼女の夫がバ

ヴァヴァルマン王で、この二人の子孫にあたるのがハルシャヴァルマン（４

世）王である。そして、ハルシャヴァルマン４世の娘が、ジャヤラージャチ

ューダーマニ（ジャヤヴァルマン７世の母）である。 

13-16 父方の王統について。「マヒーダラプラの血統の座

（mahīdharapurābhijanāspada）」にあったジャヤヴァルマン（６世）の姉妹の

子であり、スーリヤヴァルマン２世の母の弟でもあるマヒーダラーディティ

ヤと、ラージャパティーンドララクシュミーの子供が、ダラニーンドラヴァ

ルマン２世である。 

17 ダラニーンドラヴァルマン二世に対する賛辞。仏教に深く帰依していたとい

う。 

18  ジャヤヴァルマン７世の誕生について。「アディティ女神が聖仙〔＝カシュ

ヤパ〕から、スダルマー〔善法堂、神々の集会場〕に座る神々の王〔インド

ラ神〕を産んだように、ハルシャヴァルマン〔４世〕の娘は、彼〔ダラニー

ンドラヴァルマン２世〕からジャヤヴァルマン７世王を産んだ。彼は光り輝

く力をもつ英雄であり、大地を守るために、戦いのなかで〔インドラ神の〕

武器である雷霆で敵どもの英雄を殺した。」 

19-27 ジャヤヴァルマン７世に対する賛辞。カールッティケーヤ、シヴァ、ヴィシ

ュヌ、カーマなどの諸神と対比させつつ同王を称賛。「ハリ（ヴィシュヌ）が

大洋を攪拌したように敵どもを打ち倒した」（第 21偈）、「もし大洋と三界が

王の名声と同じであるなら、ヴィシュヌは大洋から大地を引き上げることは
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できないだろう」（第 24偈）など。また、王は太陽家系の生まれ

（aṃśumālivaṃśodbhava）であるとする。 

28-34 王の業績について。「チャンパーに行きその王を捕らえて釈放した。それを聞

いた他の王たちはジャヤヴァルマン７世に頭を下げた」（第 28偈）、「王の灌

頂の際に、グル（師）に対しジャヤマンガラールタデーヴァという名前をラ

ージャパティーンドラ村とともに与え、彼の家族に、王の家族

（avanibhṛtkula）を名乗ることを認めた」（第 30偈）。「王は、母に王宮の一部

（rājagṛhaikabhāga）と傘を与えた」（第 31偈）。「兄（pūrvaja）17に王国の一部

と傘を与えた」（第 32偈）。王は食料なども４つに分け、グル、母、兄〔と自

身〕に分け与えた。 

35-36  王は、仏母（munīndramātṛ）〔プラジュニャーパーラミター〕のために、ラー

ジャヴィハーラという名の町〔寺院？〕（purī）を作った〔獲得した〕

（utpādita）。シャカ暦 1108 年〔西暦 1186年〕、彼はそこに、母のジャヤラー

ジャチューダーマニの姿をした仏母〔プラジュニャーパーラミター〕を確立

した。 

37 王は、彼のグルの姿をしたシュリー・ジャヤマンガラールタデーヴァとシュ

リー・ジャヤキールティデーヴァを〔プラジュニャーパーラミターの〕左右

に確立し、さらに 262 の尊格を確立した。 

38 この女尊とその脇侍の、毎日の崇拝のための配分は、調理のための未脱穀米

が２ドローナ、２プラスタ、73カーリカーである。 

39-42  以下、「毎日の崇拝のため」に寺院で用いられる物品のリスト。ただし、「崇

拝のための品物（pujopakaraṇa）のうち、果物、野菜などはここでは述べな

い。なぜならそれらはよく知られているからである」（第 42偈）。 

43-44  尊像を着飾るための布地などについて。「中国絹で作られた

（cīnāmuśkamayā）蚊のために広げられた布」など。 

45  種々のソーマ祭（sattra）を行う師と弟子のための米の配分について。 

46-52  毎年行われる 18 の祭礼のための毎年の配分について。 

53-61  各村（grāma）から拠出された品々のリスト。 

62-67  寺院に関わる人々について。12,640人が奉仕。66,625人が礼拝。これらの

79,365人には Pukam（ビルマか）、チャンパーなどの人々が含まれている。 

68-80  寺院を飾るための品々（金、銀、絹など）と寺院の規模について。尖塔のあ

る祠堂（valabhiprāsāda）が 39（第 77偈）、石造りの建物（upalaveśman）が

566、レンガ造りの建物（iṣṭakāveśman）が 288（第 78偈）、長方形の貯水池

（vāpītaṭāka）が作られ、その規模は幅 76尋、周囲の全長が 1,150尋であった

 
17 pūrvaja は長子とも解せるが、次の第 33偈で「この兄の主な妻たちに

（tasyāgrajasyāgravadhūṣu）」も尊称（abhikhyā）の授与などをしているので、ここでは兄

（ジャヤキールティ）でよかろう。 
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（第 79偈）。〔寺院の〕周壁の規模は 2,702尋である（第 80偈）。 

81-82  寺院に起居する人々について。1409人がともに住んでおり。439人の賢き者

（vipaścita）、法を保護する者（dharmadhārin）は、毎日王宮（rājamandira）で

食べる〔出仕する〕。 

83-89  チャイトラ月（3-4 月）の白分第８日より始まる春の祭礼（vasantotsava）に

ついて。アーガマに従って、２つの祭礼（yāga）が行われる。第 14日には諸

神が配偶神とともに３回右饒し、満月の日（第 15 日）にはヴィーラシャクテ

ィなど諸尊とともに３回右饒する。傘などで飾られ、太鼓音や踊りをともな

う。若者は布施（dāna）や持戒（śīla）など〔いわゆる六波羅蜜か〕を行う。

３人のグルと 1000 の神（devatā）とさらに 619 の神（deva）が崇拝される。

1000人の比丘などがこれに関わる。 

90-102  王の倉庫から（koṣān mahībhṛtaḥ）祭礼の時に拠出される物品についてのリ

スト。 

103-116  王の倉庫から、毎年拠出される物品のリスト。 

117 施療院（ārogyaśālā）について。それぞれの地方（viṣaya）に、102 の施療院が

あり、798 の神（sura）が置かれている。 

118-140  施療院の諸尊とそこに住む者、患者のための支給品のリスト。838 の村か

ら 81,640人の男女がかかわっている。 

141 王は、母への献身のためにこれらの善行（sukṛta）を行うことで発願した。

「私のこれらの善行により、衆生が現世の海をわたるために母が仏陀性

（jinatva）を獲得するように」。 

142 王は、他の人々によってなされた dharmasthiti（法住。ダルマに従って在るこ

と）が邪な人々によって改悪され破壊されたのをみて、再び強く固定し、彼

のしたことを保護するように望み、未来のカンブジャの王たちに

（anāgatakamvujendrān）、ダルマを保護しなければならないことについて、次

のように言った。 

143 「行い正しき者たちよ、母によって与えられた恩は欠点のないものであるこ

とを知り、その献身を破壊することは自らの命を破壊することである。それ

ゆえ王たちよ、私はあなたがたが私の行ったことを保護すると知っているけ

れども、私は飽き足らず、自ら進んで懇願するのである」。 

144 神々への奉仕者（devabhujiṣya）を脅威から守護し、木や石その他

（kāṣṭhopalaprabhr̥ti）の神への奉仕に用いるものについても盗難や破壊から守

るように。 

145 スーリヤクマーラという名の王子（rājakumāra）、ジャヤヴァルマン〔７世〕

王の第一王妃より（agraṇyām devyām）生まれた者が、この碑文（praśasti）を

記した。 
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史史料料２２：：ププレレアア・・カカンン碑碑文文（（KK..990088//  11119922 年年））（（CCœœddèèss  11994422;;  HHoonnddaa  11999999;;  MMaaxxwweellll  

22000077aa））  

第 1-18 偈はタ・プローム碑文と同内容。 

19-31   ジャヤヴァルマン７世に対する賛辞。ブラフマー神が完璧な徳を備えた至

上の王（anavadyaguṇādhirāja）を願って生まれたのがジャヤヴァルマン７世で

ある（第 19偈）。王は古い言語を好んでおり、サンスクリット語に精通して

おり、若い時から〔文法学者〕パーニニのように有名であった（第 21偈）。

王は強大な力で敵どもを打ち倒した。王の力はアウラヴァ仙の火のように敵

どもを焼き、敵はその姿を目にしただけで戦意を喪失する（第 23偈）。王の

青い剣（nīlāsi）は、戦いにおいて〔敵の〕血で赤くなり金で黄色くなった

（第 24偈）。王は、見返りを求めたチェーディ国の王やガーディ王18とは違

い、〔見返りを求めることなく〕娘を結婚させた（第 28偈）。ラーマと王は、

どちらも神と人々のために働き、父を敬愛し、敵（ブリグの末裔）を倒した

けれども、ラーマは猿たちのために〔ランカー島に続く〕海を渡る石の橋を

架けたが、ジャヤヴァルマン７世は現世の海（bhavāvdhi）を渡る黄金の橋を

架けた（第 29偈）。 

32-33  プレア・カン寺院（ジャヤシュリー）の建立について。王は戦いにおいて勝

利（jayaśrī）を獲得し、敵の血のあるところ（dviṣad-rudhira-dhāman）に、こ

の〔jayaśrī という〕名前の町（purī）を作った。その大地は血に塗れている

が、金と蓮と石で色づけられている（第 32偈）。プラヤーガ〔北インドのア

ラーハーバードの古名〕には２つの沐浴場（tīrtha）があるが、ジャヤシュリ

ーには仏陀・シヴァ・ヴィシュヌの〔３つの〕沐浴場がある（第 33偈）。 

34 ジャヤヴァルマン〔７世〕王は、ジャヤヴァルメーシュヴァラという名の、

父の姿（pitṛmūtti）のローケーシャを、シャカ暦 1113〔or 1114〕年〔西暦

1191 年 or 1192 年〕19に開眼した。 

35-40  プレア・カン寺院における尊像に配置について。中央の観音（avalokiteśa）
の周りに、283 の神々（deva）を確立した（第 35偈）。東には、トリブヴァナ

ヴァルメーシュヴァラなど３つの神を確立した（第 36偈）。南には、ヤショ

ーヴァルメーシュヴァラなど 32 の神々を確立した（第 37偈）。西には、チャ

ーンペーシュヴァラなど 30 の神々を、北にはシヴァパーダなど 40 の神々を

確立した（第 38偈）。米の倉庫（vrīhi-gṛha）には１つの神を、歩道〔回廊〕

（caṅkrama）には 10 を、王の天幕〔宿駅？〕（upakāryā）には４つ、施療院

 
18 ともに『マハーヴァーラタ』等で語られる人物。ガーディ王は、聖者リチーカが彼の娘

に求婚した際、1000頭の白馬を要求した。 
19 当該箇所の年数表記は、姿（rūpa）〔＝１〕、月（candra）〔＝１〕、月（indu）〔＝１〕、ヴ

ェーダ（veda）〔＝３or４〕である。４つのヴェーダのうち、最後に形成されたアタルヴ

ァ・ヴェーダを含めるかどうかによって、「３」とも「４」とも解釈できる。 
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（ārogya-āyatana）には３つ〔の神を確立した〕（第 39偈）。四方の（dvāra）
には 24の神々（devatā）を確立し、あわせて 43020である。 

41-43   寺院の外に安置された神々について。14〔の神々〕を、千体リンガ（liṅga-
sahasra）とともにラージヤシュリーの小島（rājyaśrī-pulina）21に、16〔の

神々〕をそれぞれヨーギーンドラのヴィハーラ（vihāra）と２つの curi〔小さ

い井戸？〕に〔確立した〕（第 41偈）。また 22 の神々（devatā）を、ジャヤタ

ターカ（jayataṭāka）の堤岸（tīra）の諸尖塔（valabhī）に、また最上の白象

（gaura-śrī-gaja-ratna）22の塔（caitya）に〔確立した〕（第 42偈）。また、ヴィ

シュヴァカルマンという名の１つの神（sura）を収入の倉庫（āyasthāna-
gṛha）に〔確立し〕、あわせて 515 である23（第 43偈）。 

44-53  ローケーシュヴァラを始めとした神々のために毎日捧げられるもののリス

ト。 

54-60   毎年行われる 18 の祭礼のための品々のリスト。 

61-77   毎年、各村から神々に捧げられる品々および人員のリスト。5324の村が王

および村の所有者（grāmavat）により奉納され、全体で 97,840人〔が奉仕す

る〕（第 73-74偈）。 

78-94   毎年、王の倉庫（bhūbṛt-koṣṭha）から取られるべき物品のリスト。 

95-102  寺院を荘厳するのに用いられた金属や宝玉のリスト。253 の金の祠堂

（prāsāda）（第 95偈）。 

103-107 寺院内の石の建物について。尖塔のある祠堂（valabhiprāsāda）が 102、石

の建物（śilā-gṛha）が 485。５つの場所（sthāna）における砂の堆積した石

〔砂岩 orラテライト〕で作られた（śarkaraugha-śilā-mayā）周囲の塚〔周壁〕

（[sama]n[ta]to vapraḥ）は 2238尋（vyāma）（第 104偈）。砂の堆積した石で

できた24通路〔回廊 or参道？〕（śarkaraugha-śilā-baddha-tara）が…〔規模は判

 
20 第 35偈以下で述べられた神をあわせると、283+3+32+30+32+40+1+10+4+3+24=430 とな

る。 
21 ラージヤシュリーはニアック・ポアンのことと思われるが、同遺跡にある中央祠堂の観

音像や神馬バーラーハではなく、「千体リンガとともに」と表現されている。ちなみに

1920 年代のアンリ・マルシャルによる同遺跡の発掘調査では、北側の区画からリンガが出

土しており、このことを含めてボワスリエは、同遺跡にはヴィシュヌ、シヴァ、仏陀の三

尊が祀られているとした（Boisselier 1970）。 
22 マクスウェルは、「ratna」を「ratna-gṛha（宝石の家）」の略であると推測しているが

（Maxwell 2007a: 49）、意味を限定的に捉えることについては慎重であらねばならない。こ

こでは、複合語の後分に現れる「ratna」の一般的な意味の一つ「最上の」で捉えておく。 
23 先述された寺院内の神々430 に加え、14+16×3+22+1=85 なので、あわせて 515 となる。

このことから、第 41偈の解釈が「ヨーギーンドラのヴィハーラ（vihāra）と２つの curi」
の３か所にそれぞれ 16 の神々が確立されたとなることが分かる。 
24 baddha（√bandh の過去受動分詞）は、「縛る、結ぶ、結合する、（堰または橋を）築く、

せき止める、堤で囲む」などの多様な意味があり、ここで述べられる構築物の具体的な機

能を限定することは困難である。 
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読不能〕（第 106偈）。全体で 439 の小屋（kuṭi）がある（第 107偈）。 

108-111 寺院に起居する人々について。教師（adhyāpaka）、副教師
（upādhyāpaka）、苦行するヨーガ行者など。〔仏教徒が？〕全体で 338人。シ

ヴァ教徒（śaiva）も 39…〔以下判読不能〕。全体で 1xxx 人。 

112-121 王が行ったその他の業績について。王は、如来（sugata）ヴィーラシャク

ティを開眼し、・・・を確立した（第 112偈）。王は、如来（sugata）ラージャ

パティーシュヴァラとジャヤマンガラールタチューダーマニを、シカター

（sikaṭā）という名の〔場所〕に確立した（第 113偈）。ジャヤンタプラ、ヴ

ィンディヤパルヴァタ、マルカルプラに、それぞれ王は三宝（ratna-traya）を

確立した（第 114偈）。ジャヤラージャダーニー、ジャヤンタナガリー、ジャ

ヤシンハヴァティー、ジャヤヴィーラヴァティー、ラヴォーダヤプラ、スヴ

ァルナプラ、シャンブーカパッタナ、ジャヤラージャプリー、ジャヤシンハ

プリー、ジャヤヴァジュラプリー、ジャヤスタンバプリー、ジャヤラージャ

ギリ、ジャヤヴィーラプリー、ジャヤヴァジュラヴァティー、ジャヤキール

ティプリー、ジャヤクシェーマプリー、ヴィジャヤーディプリー、ジャヤシ

ンハグラーマ、マディヤマグラーマカ、サマレーンドラグラーマ、ジャヤプ

リー、ヴィハローッタラカ、プールヴァヴァーサの 23 の地域（deśa）におい

て、王（avanīpati）は、輝かしき（śrīmat）ジャヤブッダマハーナータを、ヤ

ショーダラタターカの堤岸（tīra）における 10 の祭式（yāga）〔のための施

設？〕25とともに確立した（第 115-121偈）。 

122-126 国内の幹線道と宿駅について。ヤショーダラプラからチャンパーの町

（campānagara）までの道（adhvan）には、「火のある王の天幕」〔宿駅〕

（upakāryā-hutabhuja）が 57 か所（ālaya）ある（第 122偈）。〔ヤショーダラ〕

プラからピマーイの町（vimāy-pura）までには 17 か所の火の〔家＝宿駅〕

（vahneḥ）があり、〔ヤショーダラ〕プラからジャヤヴァティー、さらにそこ

からジャヤシンハヴァティーまで、そこからジャヤヴィーラヴァティー、そ

こからジャヤラージャギリへ、そしてジャヤラージャギリからスヴィーラプ

リーへ、そこからヤショーヴァラプラへ〔行く道には〕、44の火の家〔宿

駅〕（vahni-gṛha）がある。さらに、１つ〔の宿駅〕がスーリヤパルヴァタ

に、１つはヴィジャヤーディティヤプラに、１つはカリヤーナシッディカに

あり、全体で 121 である（第 125-126偈）。 

127 それぞれの地方（pratikṣetra）に、金（rai）・銀（rūpya）・青銅（kaṃsa）26・石

 
25 ここでの「yāga」は、祭式のための施設を意味する「yāga-maṇḍapa」や「yāga-śālā」を

省略したものであるとマクスウェルは述べる（Maxwell 2007a: 83-84）。文脈上も、なんら

かの建造物を指す可能性が高い。 
26 「kaṃsa」は辞書的には真鍮（黄銅）などを指す言葉であるが、銅を用いた合金を指す

と思われる。これに類するクメールの神像は青銅製であることが一般的であるので、ここ

では「青銅」と訳した。「銅合金」の方が適切かもしれない。 
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（aśman）で作られた、ヤマやカーラを含む神々（deva）は、全体で 20,400

である。 

128-140 〔これら全国の〕神々に対する礼拝のために毎年支給される品々のリス

ト。脱穀済みの米は、マーガ月（1-2月）とバードラパダ月（8-9月）の市場

（āpaṇa）などで供給される（第 130偈）。 

141-144 これら全国の神々に奉仕する人びとについて。8,176の村（grāma）が、

王と村の所有者によって〔神々に〕与えられた（第 141偈）。208,532人の男

女が神の奉仕者（deva-bhujiṣyaka）となっている（第 142偈）。このうち、923

人の男性（puruṣa）が監督者（adhyakṣa）であり、6,465人が労働者（kārin）
である（第 143偈）。4,332人が女性（strī）であり、そのうち 1,662人が舞踊

者（natakya）である（第 144偈）。 

145-152 〔これら全国の〕寺院を荘厳するのに用いられた金属や宝玉のリスト。

祠堂（prāsāda）などを荘厳するための金などを列挙。 

153-157 建てられたものの総計。尖塔のある祠堂（valabhiprāsāda）が 514、石の家

（śilā-veśma-khaṇḍa）が 2066。砂の堆積した石〔砂岩 orラテライト〕で作ら

れた（śarkaraugha-śilā-mayā）周壁（prākāra）〔の長さ〕は 16,490尋である

（第 154偈）。長方形の池（dīrghikā）の周囲（samantatas）〔の長さ〕は

24,628尋である（第 155偈）。ジャヤタターカなどの方形貯水池（taṭāka）の

周囲〔の長さ〕は 93,507尋である（第 156偈）。生徒（adhyetṛ）が暮らす小

屋（kuṭi）は 1512 であり、全体は 2,989 である。 

158-166 パールグナ月（2-3月）の祭礼について。毎年、パールグナ月において、

以下の神々はここで見られる（atrādhyeṣya）27。東の（or以前の）仏陀

（prācyaḥ munīndraḥ）28、ジャヤラージャチューダーマニ〔タ・プローム寺

院〕と、25 の地域（deśa）にあるジャヤブッダマハーナータ、如来（sugata）
ヴィーラシャクティ、ピマーイの如来、バドレーシュヴァラ、チャーンペー

シュヴァラ、プリトゥシャイレーシュヴァラなど、脇侍（parivāraka）を含め

全体で 122 である（第 158-160偈）。以下、この祭礼に際して、王の蔵から

 
27 「adhyeṣya」は「adhi√i」（認める、学ぶ、暗誦するなどの意）の未来分詞であり、マク

スウェルが述べるように様々な意味に解釈されている（Maxwell 2007a: 95）。この箇所以下

で述べられる諸神を、尊像を実際に目にするか、あるいは朗誦などを通して心の中に想起

するかは判じがたいが、身近に感じるようにすることであると解したい。 
28 「prācyo munīndraś」について、セデスは「東の仏陀」と解し、ジャヤラージャチューダ

ーマニ（タ・プローム寺院）の直前に記載されていることなどを踏まえ、バンテアイ・ク

デイ寺院のことであると推定している（Cœdès 1941: 298, n.2）。またマクスウェルは、第

36偈にみられるプレア・カン寺院内の東区画に祀られたトリブヴァナヴァルメーシュヴァ

ラであるとする（Maxwell 2007a: 95）。また、より東方の、コンポン・スヴァーイのプレ

ア・カンやベン・メリアと考える説もあるようである（上智大学アンコール遺跡国際調査

団 2022: 45）が、いずれも確証はない。「prācya」の語には「東方の」という意味の他に

「以前の」という意味もあり、「以前の仏陀」すなわち過去仏を指す可能性もある。 
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（nṛpater nidheḥ）拠出される品々についてのリスト（第 161-165偈）。スーリ

ヤバッタなどのバラモンたち、ジャワの王（javendra）、ヤヴァナの王

（yavaneśvara）、２人のチャム人の王（cāmpendra）は、毎日（pratidinaṃ）、献

身（bhakti）によって、沐浴用の水（snānāmbu）を持つ（第 166偈）。 

167-170 ジャヤタターカについて。漁師（mṛgayu）のアジテーンドラは、木の筵

（kāṣṭha-kaṭa）を仏陀に捧げたので、バイラヴァのような大王の地位

（aiśvarya）を獲得したが、王〔ジャヤヴァルマン７世〕については、金

（suvarṇa）・宝石（maṇi）・成長した象の牙（dvipendra-radana）・祠堂
（prāsāda）・王座（bhadrāsana）を仏陀と神、バラモンその他の苦行者（yati）
に捧げた〔ことで権力を得た〕（第 167偈）。王は、石（upala）と黄金

（kanaka）と花環（mālā）で彩られたジャヤシュリー（プレア・カン寺院）

の鏡（ādarśa）であるジャヤタターカを作った。（第 168偈）。その内側には、

小島（pulina）があり、罪を清める（第 170偈）。 

171-172 これらの善行は、すべての生き物のために行われたが、とりわけ父親の

ためであった。 

173-178 将来にわたって、これらの善行が守護されるように請願。ここの 306,372

人の、チャム人、ヤヴァナ〔大越？〕の人々、プカーン〔ビルマ？〕の

人々、ルヴァン〔モン？〕の人々を含む〔神々に奉仕する〕男女と 13,500 の

村と、木や石やその他の素材で作られた、神々を崇拝するために用いられる

あらゆるものが、全て保護されるように（第 177偈）。 

179 ジャヤヴァルマン〔７世〕王陛下の第一の（agryā）妻（satī）であるラージェ

ーンドラデーヴィーの長子であるヴィーラクマーラが、この碑文を書いた。 

 

史史料料３３：：ププララササーートト・・トトーー碑碑文文（（KK..669922//  11119955 年年））（（IICC11::  222277--224499;;  HHoonnddaa  11999944））  

1 シヴァに対する賛辞。 

2 ヴィシュヌに対する賛辞。 

3 ブラフマーに対する賛辞。 

4 ガンガーに対する賛辞。 

5  ブーペーンドラパンディタに対する賛辞。「尊者の頭の上にいる蜂の群れが蓮に

お辞儀をするように、ブーペーンドラパンディタの足に恭礼せよ。彼は輪廻

の流れから世界を救済する（引き上げる）ためにグヒヤティーカー〔グヒ

ヤ・スートラの注釈〕の道によってヤマの住居を空虚にした」。 

6-41 ジャヤヴァルマン７世への賛辞と王の業績について。王の美しさや賢さ、勇

敢さは、以前の王たちよりも優れている（第７偈）。目から出る光線でカーマ

神を焼いたシヴァのように、王も愛をもっている（第 11偈）。王が行った供

儀の炎は、ゴーヴァルダナ山を支えるハリ（クリシュナ）の手のようであっ

た（第 22偈）。王は、天にいる自身の母の父〔ハルシャヴァルマン三世〕に
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随う（依拠する）比類なき金の彫像を確立した（第 25偈）。彼の方形貯水池

（vāpī）29は、大きさで海と同じではないが、中央に現れたアウルヴァ仙の海

中の火30と黄金（kārthasvara）の塚（vapra）の姿（bimba）によって〔海に比

肩する〕（第 27偈）。新しい〔or若い〕（navīna）大地の主（vasudhādhipa）に

よって、チャム人の町に派遣されたチャム人の王31

（cāmpeśvaraprahitacāmpapura）によって、大地がとても小さく（svalpa）され

たとしても、ああ（bata）、思うにそれはまさにブラフマーの卵〔宇宙〕

（brahmāṇḍa）であり、彼が生み出した（tadutthita）偉大なる栄誉（kīrti）に

よって、うまく切り取られた（sutanūkṛta）のである（第 35偈）32。ヴィハー

ラ（vihāra）の周囲にある王によるアーシュラマ（āśrama）の建立（viracita）
は、天上の世界（dyuloka）であり、絶えず祈願され非常に多くの人々に祈願

を伴っているため（nityahūtapuruhūtapurassareṇa）、分割されず絶え間ない祭式

において喜んでいる（sukhin）神（sura）によって、長く継続（sthiti）する

（第 36偈）。火の家（vahnyagāra）33において行われる火神〔アグニ〕

（saptārcis）への礼拝について、かつてカーンダヴァの森をアグニ神が焼いた

ときにクリシュナとアルジュナ、隠者マンダパーラが行った儀礼（『マハーバ

ーラタ』）になぞらえる（第 37偈）。（王が作った）貯水池（taṭāka）をガンガ

ーになぞらえる（第 39偈）。 

42-44  王国が一時困難に見舞われた（チャンパーによる侵攻を想起）が、王が再び

征服したことを称賛。 

45 チャンパーに対して勝利した後、王はすぐさま力強き西の王34を（tejasvinam 
inam aparaṃ）降した（adhaḥkṛtya）。 

46 （ブーペーンドラパンディタの）母バーギーシュヴァリー・バガヴァティー

と、父のナマッシヴァーヤ35に対する賛辞。 

 
29 ここでいう方形貯水池は、この寺院のすぐ近くにある東バライか、もしくはジャヤヴァ

ルマン７世の創建とされるジャヤタターカ（ニアック・ポアン）を指すものと思われる。 
30 アウルヴァ仙が海中に放った火は馬の形をしているとされ、ジャヤタターカ（ニアッ

ク・ポアン）の馬の彫像（一般に観音の化身である神馬バーラーハを描いたものとされ

る）を想起させているのかもしれない。 
31 かつてアンコール王都を陥れ、その後ジャヤヴァルマン７世によって捕虜にされ、さら

にチャンパーでの反乱鎮圧のために派遣されたジャヤ・インドラヴァルマン４世のことを

指す可能性がある。ジャヤ・インドラヴァルマン４世の派遣は 1190 年のことであったこと

がミーソン碑文により知られるので、1195 年の日付があるこの碑文にこのような表現があ

ることは平仄があう。 
32 この箇所は、ジャヤヴァルマン７世の即位前に、チャンパーにより王都が占領されるな

どの混乱があったこと指すと思われる。ブラフマーが宇宙卵を割って世界を作ったことに

なぞらえ、国土の混乱を、同王の治世の繁栄の基礎として位置付けている。 
33 ジャヤヴァルマン７世が全国に建立したいわゆる宿駅のことを指すものと思われる。 
34 セデスは「おそらくビルマの王」とする（IC1: 246, n.7）。 
35 バーギーシュヴァリー・バガヴァティーとナマッシヴァーヤの夫妻はバーン・タート碑
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47-49  ブーペーンドラパンディタに対する賛辞および業績について。水がめで生ま

れし者（アガスティヤ仙）よりも優れているとする（第 47偈）。ジャヤヴァ

ルマン〔６世〕、ダラニーンドラヴァルマン〔１世〕、スーリヤヴァルマン

〔２世〕の三人の王のもとで、ブーペーンドラパンディタ（Bhūpendrasūri）
は判事（？）（sabhyadarśin）36であった（第 48偈）。彼はリンガと自身の肖像

を（pratikṛtim svayam）、ここブーペーンドラデーシャにおいて、同じように

確立した（第 49偈）。 

50 大ブーペーンドラパンディタの息子であるスーリヤパンディタは議長

（sabhāpati）37であり、スーリヤヴァルマン〔２世〕の sausnātika38であった

（第 50偈）。 

51-59  ブーペーンドラパンディタの家系について。このブーペーンドラパンディタ

〔の名を世襲した〕議長は、〔次に〕王からラージェーンドラパンディタとい

う名を与えられ、そしてスーリヤパンディタという名を与えられた。なぜな

ら以前の師（guru）よりも優れていたからである（第 51偈）。19歳で父より

学識を獲得し、金の輿などを使用した（第 53偈）。スーリヤパンディタは、

母バガヴァティーと父ブーペーンドラパンディタ、そして自身と妻の肖像を

奉納した（第 57偈）。スーリヤパンディタは両親への愛を通してシヴァ

（īśvara）に対して宝石や金・銀・銅・鉄など、様々な奉献を行った（第 58

偈）。 

60 ブーペーンドラパンディタの姉妹の息子で、大ブーペーンドラパンディタの

孫は、最善の議長（agryas sabhāpati）であり、クシャスタリー（Kuśasthalī）39

のブーペーンドラパンディタという名で呼ばれた。 

61 ジャヤーディティヤプラの村において、ジャヤヴァルマン〔７世〕王の宮廷

の長（sabhyādhipa）であるスーリヤスーリ（sūryasūri）が、シャカ暦 1117 年

（西暦 1195 年）にこの碑文を書いた。 

  

  

  

 
文（K.364/ 12 世紀/ ラオス、チャンパーサック県）にも記載されている。 
36 セデスは「inspecteur des magistrats」とする。バッタチャリヤは「sabhāpati」（議長、裁

判官）と同様であるとするが（Bhattacharya 1991: 25）、詳しい職責等は不明である。 
37 「sabhāpati」は、sabhā（会堂、宮廷、法廷、寺院）の主という意味であり、ある集団に

おける高位の意思決定権者と思われる。時に「裁判官」と訳されることもあるが、その職

責を限定するにはさらなる検討が必要である。ここではひとまず「議長」とする。 
38 「sausnātika」は、王の沐浴に関係する役職のようである。 
39 クシャスタリーは『マハーバーラタ』などに出てくる町の名で、ドヴァーラカー（現イ

ンド、グジャラート州ドワールカー）のことを指す語であるが、ラオス・チャンパーサッ

ク県のバーン・タート碑文でも同名の地名が見られることから、同寺院周辺の土地を指す

可能性がある（Finot 1912: 5-6; IC1: 228）。 
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ババンンテテアアイイ・・ククデデイイ出出土土のの土土器器・・陶陶磁磁器器ををめめぐぐっってて  

――前前柱柱殿殿((CC0099))一一帯帯出出土土のの資資料料かからら――  
 

宮本 康治  

大阪市教育委員会事務局 文化財保護課 

 

 

ははじじめめにに  

アンコール期の土器・陶磁器については、とりわけクメール陶器をめぐって生産地：

窯跡調査における進展が見られる。灰釉陶器だけでなく黒褐釉陶器も含め生産される器

種、変遷の把握や技術的な系譜など大きく理解が進められている（奈良文化財研究所 

2005、杉山 2005、青柳・佐々木編 2007、田畑 2008 ほか）。また消費地の都城や寺院

等においても調査例が増えつつあり、資料が蓄積されてきている。そのなかで貿易陶磁

を中心に検討して在地陶器との関係等についても言及したものなど（田畑 2014）、さま

ざまな研究の進展が見られている。 

そのような中、今回とりあげるバンテアイ・クデイ遺跡においては 1991 年以来小規

模ながら調査を断続的に続け、成果を蓄積しつつある。その一部、2000 年までの調査

成果について先年に報告書となった（上智大学アンコール遺跡国際調査団 2022）。その

対象となったのは寺院中央の東に位置する前柱殿(C09)と呼称する建造物の一帯である

（図図１１・・２２）。そこでは建造物の建替・廃絶等に伴い複数のまとまりのある土器・陶磁

器等の遺物群を検出している。寺院内の一部のため、一定のかたよりも想定されるが、

当該時期の土器・陶磁器の状況を示し、遺跡内や他遺跡等との比較等をすすめていくう

えでの基礎作業を行えるとみている。それらについてアンコール期およびそれより後の

時期もあわせ、その様相や変化の状況等について検討を加えることにしたい。 

 

１１．．ババンンテテアアイイ・・ククデデイイににおおけけるる発発掘掘調調査査とと出出土土資資料料  

本稿で扱う資料の出土した遺構の状況についてまず見ておく。対象とするのは仏教寺

院として成立したバンテアイ・クデイのなかで、寺院中心部の東に位置する前柱殿(C09)

（（註註 11））の一帯での調査で出土した資料である。 

そこでは対象となる前柱殿(C09)をはじめとする建造物や遺構の形成過程を整理し、

寺院の建造物の築造時あるいはそれに先行する状況から近現代までを４つの段階に大

別している（図図３３・・４４）。なお、これは該当地点付近についての区分のため、今後遺跡

全体で別の時期区分等の整理が必要ともなろう。 

前柱殿(C09)付近の遺構等の概況を見ておくと、1・2 段階（アンコール期）において

は中央祠堂の東に隣接する地点であり、各建造物が断続的に築造された過程が明らかに

なっている。そこでは前柱殿(C09)、その南にあるラテライト積基壇建物(CU02)、その
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上に築かれた外回廊東南列柱殿(C03)などが調査されている。中央祠堂の南東にあって

付属する建物が位置する一角で、土器類等もある程度出土するなど、人々の活動が一定

あったことが推測される地点である。ついで第 3 段階：ポスト・アンコール期にはこれ

らの東側等で前柱殿東南小堂(C10)などの施設が築かれた。前柱殿東南小堂(C10)は上座

仏教のテラス施設であり、寺院が上座仏教の空間へと変質をとげていったことが明らか

になり、また基壇近辺には蔵骨器が納められ、葬送の場でもあったことも確認されてき

ている。 

これらの各段階の建造物に伴う整地層や機能、廃絶時の堆積等から遺物がある程度出

土しており、検討を加えていく。遺構をもとにした段階の区分ともある程度対応させな

がら、以下のように段階を分けて把握できる概況と傾向等を記していくことにする（（註註

22））。 

 

第 1 段階：11～9 層出土遺物 

砂地業層第 8 層より下の包含層第 11 層、前柱殿(C09)南東の包含層第 10 層な 

ど、下位の地層からの出土遺物 

第 2a 段階：第 8～6 層出土遺物 

開渠状遺構(CU05)、ラテライト積基壇建物(CU02)構築・機能時の地層からの 

出土遺物 

第 2b 段階：第 4・5 層出土遺物 

前柱殿(C09)の整地および外回廊東南列柱殿(C03)の構築に伴う地層からの出 

土遺物 

第 2c 段階：第 3 層出土遺物 

（外回廊東南列柱殿(C03)の機能および廃絶期の地層からの遺物） 

第 3 段階：第 2 層遺物 

（ラテライト構築物(CU03)、前柱殿東南小堂(C10)等に関係の遺物） 

 

２２．．各各段段階階のの土土器器・・陶陶磁磁器器類類のの状状況況  

（（１１））第第１１段段階階（図図５５） 

ここでは前柱殿(C09)等の建造物に先行する包含層等である第 11・10 層から出土した

例をもとに概況を見ておく。（第 15 次、26・29 次ほか）土器（1）・クメールの無釉の

焼締陶器、灰釉陶器（2・3）、黒褐釉陶器（4～6）、貿易陶磁の中国産磁器（7）等から

なる。 

土器では口縁端部が玉縁状に肥厚する壺（1）があり、これは以降の段階にも継続し

て見られる。それに無釉の焼締陶、黒褐釉陶器（4～6）があって、いずれも壺類である。

それに加え灰釉陶器の合子蓋（2）・身底部（3）などがある。貿易陶磁器では中国産の

白磁合子の身底部（7）が見られる。 
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（（２２））第第 22aa 段段階階（図図５５） 

ここではラテライト積基壇建物(CU02)に伴う第 6 層（第 26・29 次出土例）からの資

料を主に提示する。土器（8～13）、無釉の焼締陶器（14）、灰釉陶器（15）、黒褐釉陶器

（16・17）、中国産陶磁器（18・19）等から構成されている。 

土器では口縁が玉縁状等に肥厚する壺類（8～12）がある。頸部が外反し、ミガキ状

の調整が見られ、頸部の基部に沈線・凹線あるいは突帯がめぐるものが主体である。丸

底の器形の可能性がある。法量の分化があり、主体は口径 13～14 ㎝のもの（9・10）と

20 ㎝を越えるものである（11・12）。それ以外にさらに小型の口径 10 ㎝前後で口縁端

部が折り曲げられるものがある（8）。他の器種として高杯状で台のつく器種もある（13）。 

無釉の焼締陶器では壺類の頸部（14）が見られ、灰釉陶器では合子蓋（15）、黒褐釉

陶器では壺（16・17）や甕が見られる。 

貿易陶磁器では中国産の白磁合子身（19）があり、口径 8.5 ㎝ほどのもので、および

蓋とみられるものがあった（18）。 

 

（（３３））第第 22bb 段段階階（図図５５） 

前柱殿(C09)周囲の整地および外回廊東南列柱殿(C03)の建造時の地層である第５層、

第４層（第 26・29 次出土例、第 16 次等）からのものを取り上げる。土器（20～25）、

無釉焼締陶器（26～28）、黒褐釉陶器（29～34）、中国産磁器（35・36）等からなる。 

土器では壺・甕類で口縁を肥厚させるものがあり、法量に口径 10 ㎝ほどの（20）、12

～14 ㎝ほどの（21・22）と 20 ㎝を超えるもの（23・24）が見られる。全形は不明なも

のの平底の器形の底部（25）などもある。 

無釉の焼締陶器では壺あるいは甕類がある（26～28）。黒褐釉陶器では壺類があり（29

～34）、いわゆるバラスターとみられるものの体部（34）や、体部に波状文のある広口

のもの 32 などが見られる。貿易陶磁器では中国産の白磁あるいは青白磁があり、合子

身（35）および壺とみられる（36）などがある。合子身は口径約 9cm のものである。 

 

（（４４））第第 22cc 段段階階（図図６６） 

外回廊東南列柱殿(C03)の機能から廃絶時を示すとみられる第３層（第 16、26・29 次

ほか）の遺物を代表として示す。土器（37～52）、無釉焼締陶器（53～55）、灰釉陶器（56）、

黒褐釉陶器（57～62）、中国産磁器等の貿易陶磁器（63～75）からなる。 

土器では口縁が肥厚する壺（41～49）が主体で、それにつまみのつく蓋類（37）他、

長頸壺とみられる（40）、短頸壺とみられる（51）、全形は不明ながら平底の器形（52）、

などがある。口縁が肥厚する壺類では口縁部の形態と口径等で区分が可能である。端部

が玉縁状になるものでは 13～14 ㎝ほどのもの（41～43）と 20 ㎝を超えるもの（47～49）

の 2 種以上の法量があるようである。また 41～43 は外面にミガキを施し、頸部に突帯

がめぐり色調が灰白色を呈してやや明るいが、44～46 はそれとは異なり、ゆるやかに

肥厚し色調がやや赤みをおびるなど異なる点があるもので、口径は 15～16 ㎝程である。
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頸部から体部の破片には凹線等で段を設けその間に鋸歯状の原体等で装飾を行ってい

るものが見られる（50）。 

無釉の焼締陶器では体部に波状文をもつものなど壺類が複数種あるようである（53

～55）。灰釉陶器がわずかに見られる（56）。黒褐釉陶器では壺蓋（57）および壺類（58

～60）、甕類（61・62）などが含まれる。 

貿易陶磁器では中国産磁器があって白磁・青磁等が含まれる。器種では合子、壺、盤

等が見られる。白磁あるいは青白磁に合子があり、蓋・身では口径 9～10 ㎝ほどのもの

（63・64、68）と、ひとまわり大きく身で口径 15 ㎝を越えるものなどがある（65・67、

69・70）。胎土が精緻で貫入が少ない一群と貫入が見られるなど異なるものがあり、景

徳鎮産および徳化などの複数の産地のものが含まれるとみている。青磁では碗等の底部

の可能性がある（71・72）や、小型の壺（73）、盤（75）があり、龍泉窯産の可能性が

ある。さらに青磁小壺ではスワンカローク産の可能性があるものが含まれる（74）。 

 

（（５５））第第 33 段段階階（図図７７） 

前柱殿東南小堂(C10)の基壇周囲・上面等や関連施設付近等での調査に伴う資料を代

表として示す（第 19・21 次ほか）。含まれる土器・陶磁器は年代においては幅があり、

今後細分が必要であろう。土器（76、）土器あるいは無釉の陶器（77～79）、褐釉等の施

釉陶器（80～83）、貿易陶磁器（84～95）等からなる。 

土器には丸底の壺あるいは甕類がある（76）。 

無釉の陶器あるいは土器類に壺類（77～79）が見られるが、現状では産地を特定でき

ていないものがある。無釉でやや軟質ではあるが、無釉陶器の範疇でとらえられるもの

かもしれない。施釉陶器では黒褐釉～褐釉のものがある（80・81）。施釉陶器の蓋付碗

（82・83）もあり、非常に軟質な焼成の一群である。黒褐釉に類似したものもあるが中

国産の可能性等もあり、産地や時期は明らかではない点が多く、今後の検討が必要であ

る。 

貿易陶磁器とみられるものでは中国産、およびタイ、ベトナム産の可能性があるもの

がある。まず中国産のものでは白磁、青磁、青花、色絵磁器等があり、景徳鎮産、漳州

窯系等とみられるものがある。景徳鎮産とみられるものに白磁の合子（84）、青花小型

壺（85）、色絵の小型壺（86）等がある。漳州窯産等と推測されるものでは青花の小型

壺（88・89）や碗（90）、白磁（91）等がある。他に褐釉陶器の小型壺（94）等もある。

詳細は不詳ながら中国産の可能性がある青花（92）などの小型の壺類が含まれる。 

以上の資料には蔵骨器に用いられた壺類があり、器種に一定の傾向があるといえよう。 

 

（（６６））時時期期ををめめぐぐっってて  

ここで各段階の年代についてふれておこう。まずバンテアイ・クデイそのものの成立

については碑文等で創建年代を直接示すものは知られていないが、建築・美術的史観点

からジャヤヴァルマン 7 世の時期に造営された寺院であるとみられている。 
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本稿での区分で第 1 段階についてはどこまでさかのぼるか手がかりが少ない。灰釉陶

器がある一方で黒褐釉陶器も含まれ、第 2a 段階以降と概況は類似しているようで、本

地点で検討を加えたものについていえば、調査地点の建物の造営から大きくさかのぼる

ことはないのではとみている。今後さかのぼる遺構・遺物が検出される可能性はむろん

あるだろう。第 2a～2c 段階については寺院が造営された時期にあたると推測し（12 世

紀末から 13 世紀にかけて）、第 2c 段階の下限については龍泉窯製品等の状況から 14 世

紀代～まで含む可能性があり、やや幅があるとみている。 

第 3 段階については中国産磁器等で 16～17 世紀代のものを含むが、今回扱っている

ものではそれ以降の時期の資料も含む可能性があり、現状ではかなり年代幅があると推

測している。今後良好な資料で細分等位置づけを検討していく必要があろう。 

 

３３．．土土器器・・陶陶磁磁器器のの変変遷遷  

（（１１））全全体体的的なな推推移移とと数数量量（図図８８・・９９） 

次にその変遷、推移について種類ごとの状況をまとめ、その傾向等を見ておくことに

しよう。まず全体的な推移からみると（図図８８）、第 1～2c 段階にかけては土器・灰釉陶

器、無釉の焼締陶器、黒褐釉陶器、そして貿易陶磁器からなっていて、小さな変化はあ

るものの類似した構成が継続しており、それが第 3 段階で変化を示していた。第 2c 段

階まで見られた在地産のクメール陶器の焼締陶や黒褐釉陶器等が継続してはいない状

況である。第 3 段階が蔵骨器を多く含むという点もあるが、変化が認められるといえよ

う。 

ここで数量的な傾向に簡単にふれておこう（図図９９）。層位によっては出土量が少なく、

傾向を確認するのが難しいところもあるが、ある程度まとまりのある群を破片数をもと

に示す（（註註 33））。第 1、第 3 段階ではあまりまとまりのある資料がないが、第 2a～2c 段

階ではあげることができる。 

第１段階では第 15 次調査の事例で、40％あまりが土器で、黒褐釉、無釉陶などが残

りを構成する。第 2a 段階では第７層、６層のもので 80～90％が土器で残りを無釉・黒

褐釉陶等が占める。第 2b 段階では第 29 次調査の第５層の例で 80％あまりが土器で、

残りが黒褐釉、焼締陶器などである。第 2c 段階では同じく第 29 次調査の第３層、第

16 次調査の外回廊東南列柱殿(C03)建物内の第３層では、土器・陶磁器類のうち 90％以

上が土器で、残りを無釉・黒褐色釉陶器などが占めている。第 3 段階では C10 周囲の第

２層の状況で、包含層からの資料であるが、土器が多くて貿易陶磁器類がそれに次ぎ、

残りをそれ以外が占めている。 

破片数からの確認で、第 1 段階はやや資料数が少ないが、第 2a～2c 段階にかけては

土器が 80～90％以上と主体となっており、無釉焼締・灰釉・黒褐釉陶器は数％～程度

あってそれにつぎ、貿易陶磁器はさらに少ない状況である。第 3 段階（第２層）では貿

易陶磁器が多くなっていることがうかがわれた。 
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（（２２））遺遺物物種種ごごととのの動動向向  

土土器器類類  

個別の状況を見ていくと、無釉軟質の土器では第 1 段階より第 2c 段階までは継続し

て見ることができるが、第３段階ではまだ良好な資料がなく、どのように継続するかな

どこの調査地点では跡付けることができていない。 

第 1～2c 段階にかけては口縁が肥厚する壺類があって、主要な器種として継続して見

られる。端部は玉縁状で、頸部の基部に突線・帯などがめぐるものが主体である。法量

で２種以上ある可能性がある。主体は口径 13～14 ㎝、20 ㎝を超えるもので、さらに小

型のものなども見られる。口径 13～14 ㎝程度のものでは頸部にミガキ状の仕上げのあ

るものが主体となっている。第 2c 段階にはそれに加えて口縁端部の形状が異なり、ミ

ガキが施されないなど別の一群が含まれ、区分が可能である。壺状の器形では現状では

底部まで形状がわかるものが少ないが、今後良好な資料もふまえ形態や製作手法および

胎土等で区分をより明確化できるだろう。 

上記以外に壺類に伴う蓋類、全形が不詳ながら台のつく器形や長頸壺類があるようで

ある。また、第 1～2a 段階など、器形の詳細が不明確ながら胎土に小礫～粗粒砂を多く

含み粗放な胎土の破片が出土しており、そうした一群が区分される可能性がある。 

第３段階には丸底の壺類等が出土しているが、第 1～2c 段階からどのように継続する

か、今後資料を補完して推移を検討していく必要があろう（（註註 44））。 

 

無無釉釉焼焼締締陶陶器器・・灰灰釉釉陶陶器器・・黒黒褐褐釉釉陶陶器器  

ついで在地産の無釉の焼締陶器、灰釉陶器、黒褐釉陶器については、第 1～2c 段階ま

で継続して見ることができる。 

無釉の焼締陶器は第 1～2c 段階まであり、器種としては壺類が継続して主体となって

いることがみてとれるが、細かな変遷の把握は十分ではない。 

灰釉陶器では第 1～2c にかけて合子があり、第１段階では筒形の合子と蓋が、第 2a

～2c にかけても合子身等が見られる。少ない資料の内ではあるが、第 1～2a 段階でむ

しろ多い印象はあり、先行する時期の状況をうかがわせる可能性もあろう（（註註 55））。 

黒褐釉陶器では第１段階より認められ、壺類の体～底部片が見られる。第 2a～2c 段

階でも各種の壺類やそれに伴う蓋、甕等の器形が認められる。壺類ではいわゆるバラス

ター形の長頸壺、短頸のものなど多様なものがある。 

これらのクメール陶器としてまとめることのできる一群については、第 3 段階では小

片等で二次的に含まれるものはあるもののほとんど見られない。また無釉あるいは褐釉

等の陶器が出土しており産地が不詳なものがあるが、その産地や系譜関係等は今後の課

題であろう。 

 

貿貿易易陶陶磁磁器器類類  

中国産をはじめとする貿易陶磁器では、第 1～2b 段階にかけては中国産のみである。



73

白磁・青白磁があり、多くを合子が占め、壺等が少量ある状況である。合子では身で口

径が 10 ㎝以下の小型のものが主体である。平形のものはあるが、壺形のものは見られ

ないようである。それが変化するのが第 2c 段階で、中国産磁器では、合子の中でも蓋・

身とも 15 ㎝を超えるようなものが一定含まれること、産地が複数推測されることなど

が指摘できる。産地では景徳鎮産に加え徳化窯等も含まれるようである。それに加え、

龍泉窯産とみられる青磁の盤や小型の壺等が現れている。それとともにタイ・スワンカ

ロークとみられる青磁の小型壺もあり、産地・器形ともに多様化が認められている。 

第３段階には器種で変化が見られ、産地等という面でも多様化が進展するといえよう。

器種では小型の壺が主体で、それに碗・皿等の食膳具が少量加わる。これはこの段階の

資料は蔵骨器がかなり含まれていて壺類が多く、器種に一定の傾向があることによるも

のであろう。碗等の他器種も加わっていて、第 2c 段階までの合子に他の器種が少量組

み合わさる状況とは異なっているといえる。中国産のものでは景徳鎮産および漳州窯産

のものがある（（註註 66））。さらに中国産の施釉陶器もあるようだが詳細は不明確である。

それに加えタイ・ベトナム産とみられる資料もみられる。大局的には器種、産地等、多

様化へと向かう変化は既指摘とも沿う点である（田畑 2014）。 

また年代の上では 16～17 世紀代のものに加え、さらに後の時期のものも含まれる可

能性が高く、その詳細は今後の課題である（（註註 77））。 

 

（（３３））器器種種・・機機能能とと関関連連のの状状況況  

上述のように推移の概要について整理してきたが、次に含まれる器種の機能等や関連

遺跡等、ふれることのできなかった点にについていくつか指摘を行っておく。 

まず含まれる器種について見ていくと、土器・陶磁器を通じて食膳で銘々器あるいは

共用器等（（註註 88））として用いられることが多い碗・皿等の器形がほとんど含まれないと

いう点が指摘される（（註註 99））。特に第 1～2b 段階にかけてはそうで、第 2c 段階でわずか

に中国産磁器に含まれる。次いで第 3 段階でも碗等が含まれるが、やはり少数であるこ

とは指摘される。 

またそれとともに土器や無釉焼締・黒褐釉陶器等ともに、壺・甕等といった保管・貯

蔵等にかかわる器形が主であることが指摘される。土器類では壺類が大半で、それ以外

の器種がほとんど見られないことも指摘される。またその土器類においては被熱したこ

とが明瞭な破片は少なく、調理・煮炊の道具として加熱がともなう作業はあまり顕著で

はなかった可能性もあろう。 

なお貿易陶磁器においては第 1～2c 段階にかけて合子類が継続して主体となってお

り、第 2c 段階に多様化する状況も認められている。合子の出土が多いことはこれまで

いくつかの地点で言われていたところでもある（田畑 2014、奈良文化財研究所 2011

ほか）。なおバンテアイ・クデイ内においては、本稿で取り上げた前柱殿（C09）に近接

した地点で遺物を採集した事例がある。本来的な地層から遊離した二次次的な状況では

あるが、白磁合子に金属片等の内容物が納められた状態で確認され、埋納等されたこと
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が推測されるものがあって（荒樋・丸井・隅田 1999）、儀式・儀礼等の要素も伴ってい

た可能性があろう。 

さらに、第 3 段階においては貿易陶磁類が割合において増加し、多様化が認められる

状況であった。当該の遺物が出土した付近にある前柱殿東南小堂（C10）について見る

と、上座仏教に伴うテラス施設で葬送の場ともなっていたものである。またその規模や

遺構の状況から、その造営等にあたってはより地域的な、ローカルな性格が読み取られ

ると考えられる（宮本 2003・2010 ほか）。そうした状況のなかで、貿易陶磁類におい

ては多様な産地のものが含まれ蔵骨器等に用いられており、それだけ当地域においてそ

れらの陶磁器類が流通し、よりローカルな人々によっても入手されうる状況であったこ

とを示唆するといえよう。また背景として当地域が活況を迎えていたことをうかがわせ

るともいえるかもしれない（Thompson 2004 など）。 

また、他遺跡においても資料が蓄積されてきているが、まず第１～2c 段階に近い年

代のもの、ジャヤヴァルマン７世の時期あるいは近い時期の資料としてはプリア・カン、

チャウ・サイ・テボダ等の出土資料が知られる（Chhan 2000, Qiao & Li 2000 ほか）。

また先述の西トップ寺院のものなどもあげることができる。その中には無釉の土器類で

玉縁状の口縁をもつ壺類が確認でき、本遺跡ともあわせて共通する器種であることが確

認できる。またその一方で本遺跡では見られていない器種もあることが注意される点で、

器種の把握等をすすめる必要があろう。また、アンコール遺跡ではポスト・アンコール

期等も含めての調査が増えつつあるほか（Nhim 2021 ほか）、出土遺物と遺構の変遷を

あわせて整理するような検討も見られる。例えばプラサット・スープラのテラス施設の

調査（コウ・ベット、中川 2006 ほか）や西トップ遺跡（奈良文化財研究所 2011）な

ど、細かな変遷の検討等も行われてきており、今後対比作業も可能となってこよう。 

 

おおわわりりにに  

以上のようにバンテアイ・クデイの前柱殿(C09)一帯の出土土器・陶磁器について段

階を区分、それぞれの様相や変化の状況など基礎的な検討を行った。年代上では寺院が

造営されたとみられる 12 世紀から 13 世紀を含み、それ以降ということになる。最後に

簡単にまとめておくことにしよう。 

まず第１～第 3 段階として記したが、なかでも第 2c 段階までから第 3 段階への変化

が顕著であった。第 1～2c 段階では土器、クメール陶器の焼締陶器・黒褐釉陶器等、貿

易陶磁器である中国産陶磁器から主に構成されており、第 2c 段階にむけ一部で多様化

が見られるものの、概況としては継続性がうかがわれている。第 3 段階では在地のクメ

ール陶器が消え、他の施釉陶器や陶磁器が加わっていく状況が確認された。これは遺構

の変遷の上においても、今回取り上げたバンテアイ・クデイにおける地点が当初のアン

コール期に造営された寺院の一角から上座仏教の施設等が営まれる地点・空間へと変質

をとげていく時期にもあたり、土器・陶磁器でも大きく変化していく状況を見ることが

できるといえよう。 
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段階ごとの動向においては、第 1～2c 段階では土器・陶磁器類を通じて食膳、供膳具

で用いられることの多い碗・皿等が非常に少なく、貯蔵・保管等に伴う形態が主体であ

ることなどが認められた。個別の検討では土器類については壺等で継続して見られる器

種があり、複数の法量が見られる。器種のバリエーション等が不明のところも多く、基

本的な把握が今後も求められよう。器種構成の特色については必ずしも本地点特有の状

況ではないようだが、今後他の遺跡等との比較もすすめ、その背景を検討していくこと

が求められよう。貿易陶磁器では合子が継続して見られ、その後他器種が加わること、

産地においても龍泉窯産等の資料が加わっていくことなども確認された。 

第 3 段階では土器や複数種の施釉陶器があるものの、前段階まで主体となっていたク

メール陶器の黒褐釉陶器などがなく、大きな変化が認められた。貿易陶磁器では景徳鎮

産等に加え漳州窯産などが加わり、さらに他地域産のものも加わっている。蔵骨器資料

が含まれることから壺型の器形等が多くを占めるため、器種等にかたよりがあるものの、

第 2c 段階までと変質しながらも産地等が多様化していることが概況としていえよう。

当初の寺院から変質をとげながら当地域において貿易陶磁器類が入手・利用されたこと

を示している。またそれは本地域を含んで広域的に陶磁器を含む物資が行き交う時期を

迎えるとともに、アンコール地域がポスト・アンコール期に改めて活況を呈していたこ

とと対応するものであろう。 

本稿では遺跡内の一地点における基礎的な作業を行ったが、おおまかな変遷等を把握

するにとどまっている。土器の製作技法などの要素や、焼締陶器・黒褐釉陶器などにお

ける器種の分類や変遷等あまりふれることができなかった点も多く、改めて検討してい

くことにしたい。またバンテアイ・クデイ内では今回取り上げた地点以外でも資料が得

られてきている（上智大学 1991～、丸井 2005 ほか）。他地点もあわせ同様の作業をす

すめ、比較等をすすめていくことで、地点・地域差あるいは階層差など、遺物群の特質

を明らかにしていくとともに、機能的な側面や背景となる生活様式、社会的な動向との

かかわりなど、より明らかにしていくことができるであろう。 
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((註註))  

1)遺構の名称については調査団で用いてきた名称にインベントリー番号を加えて示

す。インベントリーについては上智大学アンコール遺跡国際調査団 1997 を参照。 
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2)本遺跡資料も含む貿易陶磁をめぐって時期区分や他陶磁器等との検討も行われて

いる（田畑 2014）。本稿では対象とする地点の遺構・遺物の状況から区分や記述を行っ

ている。 

3)土器や陶磁器の数量的な検討については破片、個体識別、口縁部あるいは底部によ

る計測、重量等いくつかの手法があるが、状況の異なる各地点の状況を通してみるため、

ここでは把握しやすい破片数で示した。 

4)土器については先史時代からもあわせ概況をみるものがある（Stark 2003）。近年

プレ・アンコール期も含め検討例が増加しつつあり、型式変遷等の把握も可能となって

こよう。 

5)本地点では灰釉陶器が含まれ、先行する状況を反映している可能性もあるが、時期

の状況は現状では不詳である。今後バンテアイ・クデイ建造に先行する時期の包含層に

ついても明確な状況で確認される可能性はあり、今後の課題である。 

6)例えばポニャ・ルー遺跡のポスト・アンコール期の状況においては、景徳鎮系に加

えて福建系が現れる状況が確認されているが、その増加が 18 世紀以降とみられている

（佐藤 2010 など）。 

7)本稿で第３段階とした時期については徐々に例が増加してきており、近年の状況に

ついてはニム・ソティーヴンによるものなどを参照（Nhim 2021）。 

8)食膳具の「銘々器」等の呼称については佐原によるものをもとにした（佐原 1983）。 

9)たとえば本稿で扱った時期に関連する資料としては周達観による記述等が想起さ

れる（周達観著・和田訳注 1989）。食器についてはあまり言及がない点について周達観

の記述もふまえて指摘がおこなわれているが（田畑 2014）、食膳の状況という点では課

題として残されているといえよう。 
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挿挿図図出出典典等等  

図 1～4 については（上智大学アンコール遺跡国際調査団 2022）第２・３章の図 19・

20、51・55 をもとに加筆・修正して作成。 

図 5～8 のそれぞれの遺物については（上智大学アンコール遺跡国際調査団 

2022）第４章の図 77～96 より加筆・修正等して構成。（ ）内の数字は原報告の番号

を示している。 

図 9 は筆者作成。 
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図７　各段階の土器・陶磁器（３）　第 3 段階
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王王のの不不当当人人事事介介入入にに敢敢然然とと抗抗議議  

――元元宗宗務務官官ササーーダダーーシシヴヴァァはは前前国国王王をを告告発発――  

 

上智大学アジア人材養成研究センター 

所長 石澤良昭 （教授） 

 

 

 

11．．ススドドッックク・・カカクク・・トトムム（（Sdôk Kâk Thom））碑碑刻刻文文とと博博物物館館のの火火事事騒騒ぎぎ  

  この碑刻文は、スールヤ・ヴァルマン 1 世（1002～1050 年）治下で在職し、王の即位

式を担当してきた元世襲宗務家系継承者サーダーシヴァ（Sadāśiva）が、菩提寺のスド

ック・カクットム寺院へ奉納した石柱碑刻文である。筆者の元宗務官サーダーシヴァは、

スーリヤヴァルマン１世（1002～1050）治下で、宗務系官職から外され、閑職に任命さ

れてきた。それ故にこのサーダーシヴァはこの前国王が逝去するのを待って、2 年かか

って自分は、伝統ある世襲家系の正当な継承者であり、その歴史的背景を明らかにする

と同時に、前王を告発する慟哭の書でもある。（註１） 

 このスドック・カク・トム碑刻文（K.235）は、元世襲宗務家系を引き継いできた元

宗務官サーダーシヴァが、1052 年に一族が眠る菩提寺ストック・カク・トムに、その一

族の栄光を石柱碑文に刻み、奉納された長文の碑刻文である。その碑文はサンスクリッ

ト語および古クメール語で書かれている。スドック・カク・トム寺院は、シソフォン市

の北 25 キロの所に在り、現在はちょうどタイ国との国境線のタイ国側に建立されてい

る、アランヤ・プラテート国境検問所からタイ国内に入り、国境線に沿って数キロのと

ころに在る中型の石造伽藍造りの寺院である。ここは、アンコール王朝時代にはカンボ

ジア領であった。 

この高官サーダーシヴァは、約 250 年前から続く家系の世襲宗務官を継承する当主で

あり、その正当な継承者にあたる。この世襲宗務家系は 802 年にジャヤヴァルマン 2 世

治下（802‐834）で高位バラモンのヒランヤ・ダーマ師から「王の即位」の儀式を執り

行う世襲の執行官家系に指名され、それ以来 12 代約 250 年にわたり、歴代の王の即位

式をこの世襲家系宗務官たちが執り行ってきた。ところが、当時のスーリヤヴァルマン

1 世（1002‐1050）の即位では別の宗務高官がこの即位式を執り行ったのであった。 

 それに加えて、サーダ―シヴァは、スーリヤヴァルマン 1 世の治世下では、本来の世

襲宗務官の役職から外され、普通の高官に格下げされ、別の職務を命じられ、さらにス

ーリヤヴァルマ 1 世の娘と結婚させられていたのである。しかし、時の王の命令により

閑職に降格され、疎んじられてきた。王の命令には従わざるを得なかった。 

しかしながら、その「デヴァラージャ（神なる王）で現人神」であるこのスーリヤヴ

ァルマン 1 世王には、逆らうことが許されず、王の命令とその指示に従い、恭順の意を

表し従ってきたのであった。 

1050 年にスーリヤヴァルマン 1 世が逝去し、その縛りがなくなり、自由の身分とな

ったサーダーシヴァは、これまでの不本意な人事のことをご先祖様たちが眠る菩提寺に

赴き、その顛末を報告するに及んだのが、この碑文であった。この碑文の製作年は、前
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王が逝去した 2 年後の 1052 年であった。 

サーダーシヴァは、こうした 250 年前からの栄光一族の来歴を語り、世襲家系なる存

在を説明し、伝えられているこの時点（1052 年）までの 13 代にわたる王の来歴を詳し

く作成して書き残し、その主張の根拠を、再確認すると同時にその顛末を報告したので

あった。サーダーシヴァの作成したこの碑刻文の年表の史料は、はからずも 1940 年代

当時まだ不明のままであった 13 代にわたる王の正確な在位年代を初めて識るところと

なり、歴史構築の作業中のフランス人歴史学者たちを喜ばせたのであった。 

 ところが、ここで予期しない火事騒ぎが起きたのであった。タイ王室は、アンコール

王朝初期の唯一の史実を記載したこの重要な碑文を、特別文化財に登録し、専門家にし

か公開せず、バンコック国立博物館内の特別室に鍵をかけ、保存されていたのであった。 

ところが、この特別室の近くの展示場が火事となり、その結果、この碑刻文石柱が持

ち出され、一時行方不明と報じられていた。 

その碑文の行方を心配していたバンコック在住の日本人報道官カメラマン宇崎真氏

から、この最重要碑刻文石柱が無事であることが伝えられ、報告され、わざわざ保存展

示中のプラチンブリ博物館まで出かけ、確認いただいたのである。本誌（『カンボジア

文化復興』34 号）に掲載の報道記録を、ここに収録し、ご高覧いただきたい（本誌に掲

載の宇崎氏報告 pp.139 参照ください）。 

 

22．．ススドドッックク・・カカクク・・トトムム碑碑刻刻文文ににももととづづくくアアンンココーー津津王王朝朝のの新新年年表表  

この碑文は、1901 年に最初に E.エイモニエが、現地の菩提寺スドック・カク・トム

で発見し、報告している。エイモニエは、フランス保護国下の植民地官吏職にあった。

彼は、アンコール王朝の歴史に興味を抱き、19 世紀末から現在の東北タイ（イサーン）

地方の関係遺跡の現場に出かけ、詳しく踏査し記録し、現場に残された碑文史料を拓本

に撮り、フランス本国へ送付していた。しかし、残念ながら E・エイモニエには、古ク

メール語やサンスクリット語を解する語学力が十分ではなかった。それ故にエイモニは

本国フランスの梵語・梵文学者たちの求めに応じて、各地の遺跡の壁や石柱に彫られて

いた碑文を拓本に撮り、送付していた。エイモニエは 1898 年の段階で 380 個の拓本を、

1915 年までに 480 個の拓本を本国の梵語学者の許に送達していた。  

さらにエイモニエは 19 世紀末に、その当時タイ領であった現在のカンボジア西北部

3 州地域が（1907 年にカンボジアへ返還された）を中心に、内陸部各地の現地の遺趾を

調査し、その貴重な踏査記録が 3 冊にまとめられ、刊行された。現在ではカンボジア研

究者の必読書となっている（註 2）。 

次に、このスドック・カク・トム碑文は古クメール語とサンスクリット語の両語で刻

まれている。そのサンスクリット語部分を最初に解読し、解題したのは梵文語学者の L.

フィノー（フランス極東学院長）であり、1915 年に『フランス極東学院報（BEFEO）』
に発表した。この時点（1915 年）において、古クメール語の解読が待たれていた(Finot 
1915: 1-135)。 

 1930 年代後半に若い言語学の天才といわれる学者 G.セデスが古クメール語碑文の

解読に成功した。そのセデスは１６歳の時に既に初論文を投稿していた（カンボジアの

シャンポリオンと言われている）（註 3）そして、このスドック・カク・トム碑文が 1943

年に、碑文原本の古クメール語とサンスクリット語両語のテキスト付でそのフランス語
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訳稿が、フランス極東学院から学術研究報告書として刊行された（註 1 参照）。 

この碑文は、その掲載内容からそれまで不明であったアンコール王朝初期の王朝の編

年を初めて伝える重要な碑刻文史料である。それ故に、タイ王宮からは篤く丁重な保護

を受け、これまで国立博物館内の特別室に別置され、非公開とされてきた。そして、今

回の火事騒ぎとなったのであった。 

 この碑文は前述のとおり、サンスクリット語と古クメール語の両語で記載されており、

これまで不明であったアンコール王朝創設期の歴史的展開を碑文に記載し、多少の誇張

もあるが、8 世紀から 1050 年頃までに実在した王名とその在位年代を詳しく記載して

いる。そこには、802 年から 1050 年までに約 250 年にわたる 14 名の王たちが登位し、

その即位式等の諸儀礼を執り行ってきた史実を伝えている。最も重要な即位式に 802 年

からの特別の王朝祭儀担当の世襲家族がどのようにして誕生したか、その関わりを詳し

く記述し、祭儀執行の独占権が明記されている。 

この碑文の発見により、何よりの朗報は、これまで不明で断片的であった 14 代続い

た王の在位年代がはっきり世襲家系の宗務官たちが明記され、それに建立した寺院を位

置づけ、この碑刻文の報告によりアンコール王朝初期（802 年～1050 年まで）の王たち

の活動記録が明らかとなった。その中には、「デヴァラーシャ信仰（神なる王、現人神）」

の成立過程やプノンクーレン高丘内の最初の小さな祭儀場のロンチェンのことが詳解

されており、立国に向けて彷彿とした活動記録である。そこには、14 名の王たちは、王

位継承権を目指し、他の王位を目指す競争者たちと争い、最強者が王位に就くのである。

覇権を争いながら次々と登場し、王権を継承し、その政治展開を現人神として執行し、

そうした政治背景を語る最も重要な碑刻文の一つである。 

 カンボジアの王位獲得は次のように決まるのである。スーリヤヴァルマン１世は中部

カンボジアのコンポン・スヴァイのプリヤ・カーン出身で、王位を目指し、名乗りを上

げた。1000 年ごろにはすでにウダヤーヴァルマン１世（1001～1002）が王位に就き、次

にジャヤヴィーラヴァルマン１世（1002～1010 頃）が王位に就いていたが、スールヤヴ

ァルマン１世（1002～1050）がこの 2 人の王とその残党を打ちやぶり、公式王位（1002

～1050）が遡って決まるのである。 

 

33．．11443311 年年にに崩崩壊壊ししたたアアンンココーールル王王朝朝ののそそのの後後かからら 

アンコール王朝の遺跡とその研究は、16世紀に西欧からカトリック宣教活動のため、

来航した宣教師たちは、滅亡後の現地に捨て置かれた破壊跡や部分的に残っている水路

跡などが、ポルトガル人とイスパニア人の修道士たちから報告されている。特に、16 世

紀当時の旧アンコール都城地域に出かけた報告が伝えられている。そこではアンコール

王朝時代の水利都市が部分的ながら機能していた史実が報告されている（Groslier 1958）。
特に、来航者たちの関心を集めたのは、誰がこのアンコール王朝を建設をしていたかと

いう疑問が呈せられていたことが記録されている。というのは、ポルトガル領インド政

庁（ゴア地方）の記録書記官ディオゴット・コート（Diogoto de Couto (1543 年頃-1616

年)）が、現地アンコール地方に住んでいた修道士たちから状況を聴いて詳しく報告し

ている。「昔この地方（アンコール）は灌漑網のおかげで栄えていた」と伝え、その状

況が現在の遺跡と合致する部分である。この 16 世紀のカンボジア現地報告が B.Ph.グ

ロリエの 1979 年の論文（後述）作成のきっかけとなったのであることが判明している。 
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さらに今から約 260 年前の 1860 年にフランス人博物学者アンリ・ムオがアンコール

遺跡群を踏査し、「大王朝が造営した」という仮説が予告された（Mouhot 1974）。カン

ボジアは8163年にフランス保護領となり、1887年に仏領インドシナ連保に組み込まれ、

1901 年にフランス極東学院の設立（1901 年）につながる。1907 年にタイから西北部 3

州が返還され、アンコール遺跡の保存修復・復元・研究がはじまるのである。（註 4） 

 

44．．ススドドッックク・・カカッックク・・トトムム寺寺院院ととはは  

 スドック・カック・トム寺院は、その広さが、42 メートル×36 メートルの回廊に囲

まれた小中型の寺院であり、東が入口正面である。この寺院内において発見された碑刻

文は、高さ 1.5 メートルの高さの石柱四面（宇崎真氏写真を参照）に刻まれており、A

面は 60 行サンスクリット語文、Ｂ面は 77 行のサンスクリット語文、Ｃ面は 55 行のサ

ンスクリット語と 24 行の古クメール語碑文、さらにＤ面では 4 行のサンスクリット文

と 117 行の古クメール語碑文が記載されている。 

世襲の宗務官サーダーシヴァは 13 代までの王たちの存在を明記して、以下、その正

統な論拠を示したのであった。 

 

【参考】元宗務官サーダーシヴァによるアンコール王朝初期の王の年譜 
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55．．アアンンココーールル地地方方ににははイインンドドとと同同じじカカンンボボジジアア版版聖聖山山・・聖聖河河・・聖聖都都ががああっったた  

 カンボジアでは雨水によって通常の農耕が順調に進み、乾季にはバライ（貯水池）に

貯めた水により、2 回目の耕作が実施されていた。だから、短期間のうちに、雨季の場

合でも、寺院建設の作業員たちは畑仕事のために仕事を休むことをせずに、寺院造営に

専念できた。だから、大寺院が幾つも短期間のうちに造営されたのであった。この 2 期

作による籾米などは、王宮関係者、大寺院の修復や寺男と寺女、王の護衛兵が軍隊の兵

士、王宮内の召使や手伝いと人たちまで支給を受けていたと推察される。たくさんの人

達に富裕（食糧）が配給されていた。こうした農耕作業は宗教儀礼上からの説明では、

神々（と王）と村人たちが宇宙世界を攪拌し、甘露（＝収穫物）を見つけ出したという

主旨が碑刻文上に載っている。それを上品な説明文では、王と村人が天界から至福を引

き出そうと願うものであったという。各地に在る人工の貯水池（バライ）とは「大乳海

のごとく喜びをもたらす池」であり、「その腕（＝分流）を通じて乳海自ら邪魔な水を

取り除き、甘露の湖に変え」と碑文（K.826）は述べている。インドの乳海攪拌の神話

が、カンボジア版に脚色され、蛇神（＝ナーガ）が本来の水の神であり、往時の王に仕

える担当者たちが、村人や自分たちの水信仰を乳海攪拌の神話を浮彫にした絵図に託し

て、守護精霊も併せて折りこみ、篤信による農業耕作を浮彫絵図を描いていたのである。

これこそ、「フォーク・ヒンドゥイズム（カンボジア版ヒンドゥ教）版」であった。 

当時のカンボジアの人達は、このインド神話でいう神々が住む「須弥山」がアンコー

ル地方に実在する「山」プノン・クレーン高丘と考えられていた。アンコール都城の北

方に見えるプノン・クレーン丘陵（アンコールの北約 40 キロ、最高標高は 478 メート

ル）は、その「須弥山」になぞらえられた高丘であり、実際にはアンコールの大地に豊

かな実りを約束する水源地でもあった。数万年かかって形成されたプノン・クレーン高

丘からトンレ・サープ湖岸までの大扇状地。例えば、秀麗な彫刻で有名なバンテアイ・

スレイ寺院が海抜約 54 メートル、アンコール・ワットが海抜 37 メートルである。その

直線距離で 31 キロ離れている。トンレ・サープ湖は海抜 3 メートル、その緩やかな傾

斜地に気付いた当時の人達は、上方に土砂の堤防で囲った貯水池（バライ）を造り、雨

季の雨水を溜め、乾季になってその水を使用して 2 期作をやっていた。インディカの籾

米は王室関係者や寺院の作業員たちに支給されて、雨季に畑作を手伝わないで寺院造営

作業を続けていた。だから、結果として約 32 年かかって大寺院アンコール・ワットが

造営され、65m（8 階建てに相当）の高祠堂大アンコール王朝の栄華の証しであった。当

時のアンコール地方の総人口は約 75 万人（フランス・フィガロ紙説）であったという。 

インドのヒマラヤ霊峰と「聖河ガンガー」と同じ自然の２つの大装置と大道具が、そ

れが、プノン・クレーン丘陵とシェムリアップ川にあたると碑文上に明記している。当

時カンボジアの人達は、この丘陵「聖山」から続く、この広大な扇状地上のアンコール

地方に大都城を次々と造営したのであった。同時に村人たちはその広大な傾斜地を利用

して２期作の集約農業を実施していたのであった。 

 このアンコールの大地こそは、選ばれた神聖な特別の地域であり、約 600 年にわたっ

て、諸王により次々と大都城が築かれ、水路が建設され、年に２回の収穫を得る集約農

業をやっていたのであった。こうした史実こそを現地アンコールで実見した 1296 年の

周達観の報告は、その後編纂された『明史』にカンボジアが「富貴真臘」という記載と

なったのであった。 
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66．．デデーーヴヴァァララーージジャャ信信仰仰とと祭祭儀儀執執行行独独占占家家系系のの成成立立過過程程考考察察  ――新新政政治治勢勢力力とと世世襲襲宗宗  

教教集集団団ははヒヒンンドドゥゥーー教教とと仏仏教教のの土土着着化化((フフォォクク・・セセンンドドイイーー・・イイズズムム))――  

 紀元前後頃からカンボジアをはじめ東南アジア各地では、インド方面からヒンドゥー

教と仏教の宗教家たちが来航し、地域住人に伝達された。またインド人商人たちは香辛

料を求め来訪し、定住と通婚を通じ、カンボジアにはヒンドゥー教と仏教の諸儀礼が伝

えられている。そして、たくさんの宗教や文物に関する断片が、各地に居住するカンボ

ジア人の日常の生活文化を強く刺激し、彼らを感奮させ、カンボジア版的発展を促す

「苦渋
にがり

」的役割を果たし、地域の土着儀礼を深化させてきた。例えば、インドから持ち

込まれたヒンドゥー教や仏教等は、土着の諸精霊信仰を掘り起こし、儀礼を部分的に借

用し、土着文化に新たな理論武装を与えていた。それら外来の文化要素の断片は、パッ

チ・ワークのごとく、各地において独自の解釈と実践をもって再生産され、活用され、

地方化され、似ても似つかない形で新信仰が形成されていた。 

とはいえ、各地の大小の政治勢力の「長」たちには、身分的な保証がないために、生

き残りと存続をかけて、自分たちが神がかり的存在であることを主張し、その政治的立

場を強化するために、ヒンドゥー教や仏教の一部の儀礼を借りて「Devarāja (デーヴァ

ラージャ)」を「神々と人間たちの王」として演出していた。それに加えて、王は外来

のヒンドゥー教の儀礼を借りて地上におけるインドラ神（雷霆神）を名乗り、デーヴァ

ラージャとは「神 （々と人間たち）の王」であることを宣言し、君臨してきたのである。 

このデーヴァラージャ（Devarāja）信仰は、派手で人目を引く神秘的できらびやかさ

を祭儀を前面に掲げ、文化的に未成熟な村人たちを諸儀礼により圧倒し、神がかり的王

の存在そのものを可視化してきた。世襲家系の一族が過剰で派手な祭儀を執り行いなが

ら、結果として一連の諸祭祀は、王自身が「神なる王（現人神）」を演出する一つの道

具立でもあった。それが結果として王の神格化そのものを深め、「神 （々として）の王」

に結びついていったようであった。 

碑文では、「デーヴァラージャ（Devarāja=神々（と人間）の王の意味）」信仰を、サン

スクリット語でいかにも業々しく表記し、神格化を深めている。外から見たところ通常

のヒンドゥー教・仏教の神仏そのものにも見えるが、本来的には古クメール語碑文でい

う土着の太守護精霊「Kamraten Jagat Ta Rāja (カムラテン・ジャガット・タ・ラージャ、

以下「KJTR」と略す)」をも取り込み、それは重層した独特の祭祀でもあった。デーヴ

ァラージャ問題の研究は、これまでに多くの研究者が専門分野を超えて議論してきた。

アンコール時代の社会と宗教を識る研究題材でもある。そもそも「王」というのは、地

上におけるインドラ神（雷神）の生まれ変わりであるといわれてきた。何故なら神は隠

身を常とするため、人間の姿（王）となってこの世に出現するデーヴァラージャ（Devarâja）
の語義は「神々（と人間たち）の王」を意味する「現人神」と言われてきた。この現人

神が王であり、この世に現れた「神」として礼拝するのである。デーヴァラージャ信仰

の前兆とその萌芽については、カンボジア人民族学者アン・チュリアン博士は、上座仏

教恒例の砂山信仰は、精霊信仰の「籾米の山造り」が、到来した仏教と渾融し、重層し

たものであって、もともと仏教の儀礼ではないことを看破し、それを立証した。 

プノンペン国立博物館には、インドの犂を携えたバララーマ神像が展示されており、

当時、インドの農具でもってインディカ米の籾米を収穫していた。インド方面から来た
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諸神仏は、各地の土着の精霊信仰と並列して礼拝され、時間と空間を限定して部分的に

国風化され、それら神仏は焼き直しされて、カンボジア版ヒンドゥー教・仏教としての

形を借りながら、新しい形でもって現地に定着し、古代カンボジアの新しい精神文化の

形成に影響を与えてきた。国内各地の政治勢力の「長」たちは、自分自身の神がかり的

存在を眼に見える形で演出するため、王たちはヒンドゥー教や仏教、それに精霊信仰な

どの諸礼拝形式を借りて、神秘的で派手な祭儀を執り行い、現人神として君臨してきた

のであった。神がかり的存在から現人神への説明はわかりやすい。 

 

77．．デデヴヴァァララーージジャャ信信仰仰のの原原点点のの考考察察  

 考察するこのスドック・カック・トム碑文（K.235=1052 年）については、ジャヤヴァ

ルマン 2 世（802～834 年）が国内の諸勢力を糾合し、「神なる王（Devarāja = Kaṃrateṅ 
Jagat Ta Rāja = KJTR）」信仰を創設したと報告している。ジャヤヴァルマン 2 世は強力

な統一政権の確立に向けて、国家鎮護的シンボルとして、「神」と「王」が合体した特

別の「リンガ」（liṅga 男根 ＝ シヴァ神の形を借りたもの）を創設して、それを礼拝し

ていたという。 

 「神々（と人間たち）の王」を意味するこの王のデーヴァラージャ（KJTR）信仰を精

査することは、アンコール王朝の独自の政治と文化と歴史を解明する一つの手がかりを

探ることになる。それは、これまで知られておらなかったインド方面からの新しい宗教

文化と、その国内の文化の融合と土着化過程を探ることにより、さらにここでは、この

デーヴァラージャ信仰の背景にある民族固有の文化の価値基準を精察することができ

る。さらに、この祭式儀礼を取り仕切る特権的な世襲の祭儀宗務家系の成立過程が明ら

かになる。同時に、王もしくは王権を取り巻く高位職の祭儀官や実務官たちが、国風化

された国家鎮護の祭儀礼をさらにより深化させ、そして、そこに新しいカンボジア版価

値観を塗布し、構築し、その結果として、カンボジア版新価値観に立脚してた大伽藍が

次々と建立されていくことになったのである。 

 古代カンボジアにおいては、インド方面からの諸文物が伝達され、そこには同時にヒ

ンドゥー教や仏教も到来していた。土着〈地方〉の大小の政治勢力は、これら諸神・仏

を政治支配の道具の一部として使い、村人たちを巻き込みながら大小の祭儀を執り行っ

てきた。インド人来航者は、現地の村人にインドの稲作や生活習慣、それに自分たちが

護持している信仰などを伝えると同時に、その信仰を具体的にその実践的な祭祀を地方

の有力者たちにも伝授し、五穀豊穣を願ったのであった。 

 

88．．カカンンボボジジアア版版デデーーヴヴァァララーージジャャ信信仰仰のの前前例例「「デデーーヴヴァァララーージジャャ神神（（男男根根））」」ががシシャャムム

ブブププララ都都城城でで祀祀らられれてていいたた  

 716 年の碑文（K.121）では、当時地方の大政治勢力であったシャムブプラ都城（所在

地不明）の王プシュカラが、王名を冠した「リンガ・プシュカレーシャ（liṅga puskareśa）」
神のご神体を創設したと碑文が報じている。このリンガこそは、王と神が合体した「特

別の（現人神の）リンガ」であり、デーヴァラージャ（神なる王）信仰の萌芽というべ

き地方神のリンガであった。ここでもやはりインド人のバラモン（= dvija）がこのデー

ヴァラージャ（神なる王）祭事を手伝っていた。 

 また、同じシャムブプラから出た 781 年の碑文では（K.134）、ジャヤヴァルマン 2 世



96

 
 

について言及し、「大洋に囲まれたこの大地は、シュリ―・ジャヤヴァルマン（Śrī 
Jayavarman）2 世王によって統治されていた」と言及している。 

 ２世王は、シャムブプラ滞在時にこの地方デーヴァラージャ神の祭祀を実体験したら

しく、デヴァラージャ信仰とは何かを既に知っていたと思われる。この信仰はおそらく、

アンコール王朝の統治開始にあたって、２世王は特別の「シヴァ・リンガ」の礼拝を強

力に演出するため付け加えたかもしれない。   

王が地上におけるインドラ神の生まれ変わりであることを定着させ、祭儀を深化させ

ていく段階で、２世王は現人神となっていくのであった。そして、「カムテン・ジャガ

ット・タ・ラージャ（Kaṃrateṅ Jagat Ta Rāja）」は、サンスクリット碑文では、「デーヴ

ァラージャ（Devarāja）」と記されていた。王の神格を現人神として可視化するため諸儀

礼を付け加え、神なる王の存在を理論武装し、王の神格化を執り行う特別の祭儀であっ

た。 

 

99．．２２世世王王ははロロンン・・チチェェンン（（ププノノンン・・ククレレーーンン高高丘丘内内））祭祭儀儀場場ににおおいいてて現現人人神神ととななっったた  

 「ジャヤヴァルマン２世（Vraḥ Pāda Parameśvara」はマヘーンドラパルバタ（＝プノ

ン・クレーン丘陵）内のロン・チェンにおいてこのデヴァラージャ（Devarāja 信仰）の

特別の祭祀を執り行った。（中略）ヴラ・パーダ・パラメーシュヴァラ（２世王）は、イ

ンドラプラ（所在地不明）の統治者となるためにジャヴァ―（ジャワ）方面より帰還し

た」とある。２世王はインドラプラから始まってシャンブプラ（所在地不明）、そして、

クティ、（バルテアイ・クデイ隣接地）、ハリハラーラヤ（ロリュオス）、アマレーンド

ラプラと北漸し、聖山のマヘンドラパルヴァタ（Phnom Kulên）に戻り、８０２年に新

政権の樹立宣言を行ったことが言及されている。２世王の数次におよぶ居所の移転には、

多数の兵員や担当者たちが同行し、この大移動は一つの掃討作戦であって、群雄割拠し

ていた当時の地方政治勢力に対する軍事（作戦）であり、具体的な行動であった。パッ

ルハル（Pálhál）碑文（K.449）によれば、２世王はまずインドラプラ（不明）に帰還し

てから、国内各地へ征討を開始したという。 

しかし、当時のカンボジアの政治情勢を伝える漢文史料には、「水真臘」から元和８

年（813 年）に中国へ入貢があったと伝え、開成３年（838 年）に水真臘の王子が環王

国（チャンパ）を攻めたとある。しかし、当時カンボジアは陸真臘と水真臘に分裂し、

国内は群雄割拠し、混乱していたと伝えている。 

  

1100．．２２世世王王はは土土着着のの守守護護精精霊霊をを併併せせたた「「新新デデーーヴヴァァララーージジャャ信信仰仰」」をを創創始始ししたた  

 ２世王は、802 年に設立というこの新王朝では、土着の大守護精霊を含むシヴァ神の

「特別な王のリンガ」を所持している現人神の王ジャヤヴァルマン２世となり、同時に

リンガも礼拝していた。それを「デーヴァラージャ信仰（神々（人間）の王）」と呼称

したのかもしれない。２世王は新しい国家鎮護の現人神であると同時に、俗世でいう政

治の長でもあった。 

祭事に熟知したバラモンたちがプノン・クーレン高丘に大集合していた。この奥義の

枠組みを新しく創り上げた人物はバラモンであり、学識ある最高権威者といわれるこの

ヒランヤダーマ（Hiranyadāma）が、デーヴァラージャ信仰の基本となる新しい四経典

（タントラ系）を参考に、祭礼・儀典・修法の体系を新しく組み立てたものであった。
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王は、カンボジア生まれで、博覧強記バラモンのヒランヤダーマに命じたのであった。 

「祭儀の経験とそれを熟知していたこのバラモン（ヒランヤダーマ）は、諸シャースト

ラ（śāstra）」の真髄を入念細心に抄録して、世の興隆増益を祈願し、「デーヴァラージャ

（Devarāja）」という名前の秘法祭儀（= Siddhi）を創った」とサンスクリット語碑文は

述べている。その祭儀はマヘーンドラパルヴァタ（プノン・クレーン丘陵）のロン・チ

ェン（寺院 Rong Cen）地域の祭場で執行されたものであろうと思われる。そこでは「デ

ーヴァラージャ」の王の特別のリンガ（男根）も安置されて、祭儀が行われていたとい

う。 

「バラモンのヒランヤダーマはこのデーヴァラージャ（Kaṃrateṅ Jagat Ta Rāja）神に

関する祭儀（=vidhi）を完成して、ステン・アン・シヴァカイヴァリヤ（= Steṅ Añ 
Śivakaivalya）」に伝授した。聖なる御足（= Vraḥ Pāda）の Parameśvara(ジャヤヴァルマ

ン２世)およびバラモンのヒランヤダーマは祝福と呪詛（王と対立する人物に災いが起

こるように神仏に祈願すること）を行い、シヴァカイヴァリヤ（Śivakaivalya）一族が、

Deravāja (Kaṃrateṅ Jagat Ta Rāja)についての祭式を執り行うことを厳命し、他の者がそ

の祭式を執り行うことを禁じた。 

祭司（= Purohita）のシヴァカイヴァリヤとその一族は、家族全員でその祭式を独占

して執り行うことを指示した。」という。かなり誇張した厳命であった。これが世襲家

系の誕生であった。 

 この重要な祭祀の最高執行長の祭司「プローヒタ ＝ Purohita」に就任したシヴァカ

イヴァリヤは、２世王がインドラプラ（所在地不明）に居住していた時に、祭礼儀典担

当者として登用された人物らしい。これ以後、シヴァカイヴァリヤは２世王の数次に及

ぶ地方の掃討と帰順平定作戦を遂行していた。彼は王からの信頼が厚く、加えて祭礼に

熟知していたし、評判の高位のバラモンであった。このデーヴァラージャの祭司「プロ

ーヒタ（Purohita）」として、彼にとって代わるバラモンはいなかった。ここに祭儀を執

行する特権をもった世襲家族の一族を任命し、以後彼らが王の即位の儀式を執行するこ

とになるのであった。 

 

1111．．王王師師シシヴヴァァカカイイヴヴァァリリヤヤがが得得たた特特権権ととはは何何かか  ーー新新アアンンココーールル王王朝朝でではは KKJJTTRR のの祭祭

儀儀執執行行権権をを独独占占しし、、即即位位式式儀儀礼礼をを含含めめてて世世襲襲すするる一一族族がが王王朝朝内内にに誕誕生生しし、、認認知知さされれたたのの

ででああっったた  

 シヴァカイヴァリヤが 2 世王から得た特権は、このデーヴァラージャ神の祭儀および

王の即位式の祭儀執行権を彼とその一族に託し、それを世襲することを命じた。同時に、

この祭儀を他の一族が執行することを禁止したとうのである。それはこの祭司（シヴァ

カイヴァリア）（プローヒタ）の指揮のもとに、一族全員が祭式の執行や王のリンガの

管理などデーヴァラージャ信仰に関係する宗務全般の仕事を独占するという結果にな

るのであった。 

この初代プロヒタ（祭司）シヴァカイヴァリヤ師以後、約２世紀半にわたってサダー

シヴァの前任者まで、８代の祭司（プローヒタ）がこの独占的職務を世襲し、伝統ある

デーヴァラージャの祭儀宗務職を継承して遂行してきた旨、このスドック・カック・ト

ム碑文は高らかに主張している。 

歴代の世襲祭司（プローヒタ）は、KJTR 信仰の護持と拡大に努め、王たちに薦めて、
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大伽藍の建設を推進してきたと、その輝かしい世襲家系一族の誉れを得々と碑文は語っ

ているのである。その国家鎮護寺院には「王のリンガと王の神像」を安置され、王を現

人神とするデーヴァラージャ神の祭礼を、国家規模で盛大に挙行してきたと述べている

のである。 

 もう一つの KJTR の特別なリンガは、バラモンを介してシヴァ神から王に授けられた

王国の守護神であると同時に、「リンガ」そのものの中に土着の守護霊をも含入し、神

格化された王自身の自我を包摂しているとされているという。碑文がいうには、この神

秘的なリンガの中には「微細で目に見えぬ霊魂」（＝ suksmāntarātman）が宿っていると

されている。だから、王はもはや単なる人間ではなく、「シヴァ神（Amśa）」であり、「神

なる王」である「現人神」となるのであった。 

 碑文によれば、祭司シヴァカイヴァリヤが執行する秘法祭儀の中で、２世王とシヴァ

神のリンガとが合体する密教的奥義の神事が、カンボジア版須弥山を象徴していたマヘ

ーンドラパルヴァ丘陵（プノンクーレン高丘）内のロン・チェン祭場において挙行され

たという。この祭儀は、その後もシヴァカイヴァリヤとその血縁者一族により継承され、

継続されてきたという。それがどうして、8 代目にあたるスドック・トム碑文を綴った

世襲家系の宗務官サーダシヴァが、どうしてスールヤ・ヴァルマン 1 世からその高位の

職位から外されたのか？サーダシヴァは、不満のままスールヤ・ヴァルマン 1 世の逝去

を待っていたのであった。 

 

1122..  神神聖聖なな王王権権のの確確立立にに向向けけてて――現現人人神神のの秘秘法法祭祭祀祀をを別別のの祭祭祀祀（（ププロロヒヒタタ））はは指指南南すするる  

 実務に関して強力な権限をもつこの KJTR 祭儀宗務の世襲家系は、これまでに即位式

などの国家の重要な祭儀に関与してきた。しかし、日常の祭儀が儀典関係には、別の祭

司（＝ hotr）が執り行っていたという。この KJTR 職の世襲専従者は、神聖で侵すこと

のできない王位の神授的背景を創り出す特別な秘法祭儀を執り行い、祭儀参加者が実際

眼に見える形で、できるだけ盛大に、そして派手に演出し、それをもって人々を畏敬さ

せ、威圧していたようであった。KJTR の祭儀に対してその神秘的祭礼に多くの人が共

感と共鳴を寄せていたようである。なぜなら、そこには土地の守護精霊も併され、礼拝

されていたからである。こうした「現人神なる王」の威力は、やがてその巨大なモニュ

メントとして国家鎮護の大寺院を建立して見せつけ、結果として、神なる王そのものの

神秘的な威令を国内外に誇示していた。 

 この世襲専従家系の人達は次々と神秘的な祭礼を執り行い、王が現人神となる現場に

臨場感をもたせ、神が登場する儀式を見せてきた。そうしたシナリオを綴った１０５２

年のスドック・カック・トム碑文の記述は、私達を驚かせると同時に、このカンボジア

の神秘的伝統に疑問を抱く人もいるのである。 

しかしながら、１０５２年の碑文では、サダーシヴァ祭司世襲家系およびその一族に

とって、有利な言説や誇張的表現が綴られており、史料批判がないわけではない。大げ

さに言えば、アンコール王朝の初期から約 250 年にわたり、歴代の王の登位の年代が明

確に綴られている。1930 年代のアンコール王朝の解明作業が暗中模索中であったこと

を考えれば、歴史発見作業における一つの光明であった。14 人の王たちの編年が通観

できる正確な史料の発見は何よりの朗報であった。 

 この現人神なるデーヴァラージャ信仰が、容易に各地域の人達に受け入れられた理由
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は何であろうか。①地方の小王の名を冠した「リンガ・プシュカレーシャ」がシャムブ

プラ（場所不明）で礼拝され、すでに前例として地方版デーヴァラージャ信仰が存続し

ていた。②地元の守護精霊（ネアク・タ信仰）は、これまでにヒンドゥー教・仏教の寺

院内、もしくは隣接場所にその小祠が併設され、神仏と同格に拝まれ、日常生活の喜怒

哀楽を助けていた。だから、デーヴァラージャ神を祭る寺院の境内に守護精霊を併設す

るのは、慣例的に納得していた。 

私は各地の寺院調査の時によく見かけていた寺院の境内にはネアク・タ神の小祠が設

置され、前を通りすぎる村人は必ず合掌していた。③守護精霊のご本尊は小さな自然石

であった。王名を冠した石造りの「シヴァ神リンガ」が、同質の「石」であり、その礼

拝は説明がなくとも、村人には容易に受け入れてきたと想像できる。  

 

1133．．王王権権のの強強化化おおよよびび神神聖聖化化にに必必要要ななデデーーヴヴァァララーージジャャ信信仰仰のの可可視視化化ををめめぐぐっってて  

 このデーヴァラージャ信仰は、アンコール王朝時代において、王権の強化および神聖

化をより明確に確立するために、神秘的・宗教的な背景を実質的に演出していたのであ

った。それは同時にアンコールの驚異、すなわち、「壮大な大伽藍」を次々と建造する

民族エネルギーの源泉にもなっていたのであった。 

 アンコール時代には、これらの祭儀や世襲祭儀家系は、必ず現職の王権と結びつき、

祭祀執行の高級官僚として要職に就き、王の即位式権などに関与してきた。各地の諸精

霊「信仰」に優先するこのアンコールのデーヴァラージャ信仰の創設は、２世王の治下

では、スドック・カック・トム碑文が伝えるような派手な形では執り行われなかったよ

うである。 

けれども、この信仰の創設と体系化と充実化の建設過程においては、同碑文が伝える

通り、輝かしい政治的成果をもたらした。そして、アンコールの諸王は、デーヴァラー

ジャ信仰の形式を借りながら、その神格の充実と深化に努め、神聖な王権の確立に邁進

してきたのであった。 

  現存する大伽藍建立や大彫像というのは「デーヴァラージャ信仰」そのものに源泉

があり、諸王たちは、儀典担当の祭司たちの介添により、寺院内において神秘的な王の

リンガの祭儀を執り行っていた。このデーヴァラージャ信仰の成立過程を検討すること

により、９世紀からの古代カンボジア史の大きな政治的躍進と文化変容を、つまりカン

ボジア版新現人神信仰とそれに伴う文化像を再生産していく文化力に注目していくこ

とが必要である。これを裏付ける当時の国内外の政治活動を考察し、この活動を可能に

した年２回の収穫の集約農業とその経済活動を再考察する必要がある。 

 しかしながら、史料として使用できるほとんどの碑文が、宗教および寄進に関係のあ

る内容を持っているところから、手元に残るこれらの碑文に綴られた宗教的背景の考察

を抜きにしては、アンコール王朝の歴史を知ることはできない。同時に、どうしても碑

文に書き伝え、残したいという気持ちが碑文作成の動機となっているが、同時に碑文に

は寄進など宗教活動が中心に伝えられており、その偏向性と断片性から、アンコール王

朝の社会・経済分野の全容を知ることができない。なぜなら、碑文には寄進品の数量や

原産地が記入されておらない。 

 しかし、これらの碑文は当時の ①最も貴重で価値の高い歴史情報の一つであり、②

また篤信者のメッセージとして、大変重要ではあるが、③生の声の史料として、これら
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碑文史料の内容には限界があり、社会経済の当時の史実の全貌を識ることができない、

また ④宗教的精神的な背景の史実が中心であり、断片史料からは解明できない。これ

以上のことは、しかし、⑤碑文は G.セデスの指摘どおり、社会・経済的情報が欠落し、

その偏向性から本格的な歴史解明と社会経済活動をすりことができない。 
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Introduction 
Angkorian temples, statuaries, inscriptions, and external documents indicate 

that the Khmer expanded their influence to around Champa (present-day central 

Vietnam) in the east, to Burma in the northwest, and to the Malay Peninsula in the 

southwest. Khmer kings, especially Suryavarman I and Jayavarman VII, carried out a 

program of constructing royal roads that linked the political center of Angkor to the 

provincial centers in order to maintain political and economic stability and for religious 

purposes and brought these centers under Khmer autonomy.1  

Several structures such as temples, bridges, hospitals, rest houses, reservoirs, 

ponds, and so on were erected along the royal roads. As evidence of this certain ancient 

Khmer inscriptions mention such buildings, especially bridges, hospitals, and rest 

houses. 2  The inscriptions also mention that 23 great Buddha images named 

Jayabuddhamahānātha,3 were sent to 23 cities in order to affirm the authority and 

religious power of the king, and also that a total of 20,400 statues made of gold, silver, 

bronze and stone, were placed in all the provinces.4  

In the early 20th century, French colonial scholars, Étienne Aymonier and Lunet 

de Lajonquière, conducted their pilot study of the road networks from Angkor to other 

regions by describing the archaeological and architectural remains and their 

 
1 This report uses the term “royal road” to refer to state-sponsored formal Angkorian roads (See 
for example, Ishizawa & Tamura 1999). The 10th century Khmer inscription (K. 175) employed 
the term ‘vraḥ ganloṅ’ (Cœdès 1954: 175), while K. 353 used ‘vraḥ phlu’ (Cœdès 1953: 136), 
both can be translated as “sacred road,” or “royal road.” 
2 Cœdès 1906: 44-86, Cœdès 1941: 255-302, Cœdès 1940a: 344-349 and 1940b: 347-349. The 
inscription of Preah Khan (K. 908) mentions 121 rest houses, in Sanskrit ‘vahnigṛhā, or house 
with fire’ (also referred to as dharmasāla, Finot 1925), erected along the royal roads from 
Angkor. The same inscription also provides detailed information about the royal road system. 
The inscription of Ta Prohm (K. 909) 102 hospitals were built all over the Khmer empire 
domain. 
3 Some of the Buddha images were found at Angkor (Ta Prohm temple), Lopburi, Suphan, 
Ratchaburi, Petchaburi and Muang Sing (present-day Thailand).  
4 Cœdès 1941: 265-266.  



102 2 

surrounding geographical features.5 Recently many researchers have begun to conduct 

their research on those road networks throughout mainland Southeast Asia, according 

to their fields and topics of interest. Concerning research on the road network 

connecting Angkor and other regions, this was notably mentioned by Prof. Yoshiaki 

Ishizawa in his book entitled, “Along the Royal Roads to Angkor,” that was published 

in 1999.6  He describes the roads linking Angkor to the great temples of Banteay 

Chhmar, Beng Mealea, Koh Ker, Preah Khan Kampong Svay (called by local people 

“Banteay Bakan”), and Sambor Prei Kuk, and also the roads that extended to other 

ancient cities of Sukhothai (present-day Thailand), Vat Phu (present-day Laos) and 

Champa (present-day Vietnam).  

Research on trade networks from Myanmar, crossing Thailand, Cambodia, and 

linking southern Vietnam (Mekong Delta), the “East-West Corridor, was conducted by 

Prof. Ishii Yoneo.7 This term has been adopted and extended in the study undertaken 

by the research team called “East-West Cultural Corridor Project” or “EWCC Project.”8 

The team conducted an archaeological investigation from Myanmar to Thailand and 

Cambodia, and created an inventory of archaeological sites by using GIS (Geographical 

Information System). Another team, a joint Thai-Khmer project, has conducted a long-

term research project of the ancient road, entitled the “Living Angkor Road Project” 

(LARP).9 The team has conducted archaeological and ethnographic surveys along the 

royal roads from Angkor to present-day Thailand, Laos, and Vietnam, with emphasis 

on roads from Angkor to the northwestern region (in present-day Thailand).  

The Sophia University team had also conducted a research project from 2013 to 

2015 entitled, “Integrated Studies on a Historical Network with Angkor Wat.”10 The 

project was led by Prof. Yoshiaki Ishizawa, in order to explore the royal roads from 

Angkor to the far west and northwest region (Prasat Ta Muon Thom, Sdok Kak Thom, 

Phimai, Muang Sing, etc.); to the northeast region (Beng Mealea, Koh Ker, Banteay 

 
5 Aymonier 1900-1904, Lajonquière 1902-1911.  
6 Ishizawa and Tamura 1999: 177-193. 
7 Ishii 2009. 
8 Shibayama 2012, Moore 2013. 
9 Im and Surat 2015. For detailed descriptions related to the condition of the royal roads, rest 
houses, and hospitals, see., Im 2005, 2021.  
10 The Japan Society for the Promotion of Science, Grants-in-Aid for Scientific Research. The 
Team members are Prof. Ishizawa Yoshiaki, Prof. Marui Masako, Prof. Cyril Veliath, Prof. 
Tabata Yukitsugu, Mr. Miwa Satoru, Dr. Nhim Sotheavin, Dr. Matsuura Fumiaki, Dr. Sato 
Keiko, and Mr. Phin Phakdey.  



103 3 

Bakan (Preah Khan Kampong Svay), Neak Buos, Vat Phu and its surrounding area, 

etc.); to the east (Sambor Prei Kuk); and to the south (Angkor Borei, Kampot, Oc-Eo, 

etc.). The project aimed to investigate and confirm the historical royal road network 

from Angkor to other regions, based on interdisciplinary studies of archaeological 

traces, inscriptions, iconographical artifacts, and architectural remains. 

This report includes the results of the project when the author conducted ground 

surveys in 2015 (June 26-July 2) and in 2016 (February 22-27) along with other 

members, to explore the road networks from Angkor to Wat Phu, Champasak province, 

Laos.11 The road that links Angkor to Wat Phu lies nears multiple temples such as 

Kravan, Bat Chum, Chau Srei Vibol, Beng Mealea, Koh Ker, Neak Buos, and present-

day Laos, where there are remains of temples such as Nang Ing (or That Nang Ing), 

Ban Done (or That Ban Done), Don That, That Na Samlian, Ban That, Thao Tao, and 

Wat Phu. The first map of the connected road network from Angkor to Wat Phu was 

drawn by Lunet de Lajonquière in 1911 (Map 1). In this report, we describe the temples 

and archaeological traces explored along the royal road from Angkor to Wat Phu, Laos, 

along with photographs and maps. We also highlight the historical development of the 

connecting road between Angkor and Wat Phu. 

 

I. Archaeological Sites in the Preah Vihear Province in Cambodia 
 For our field archaeological investigation, we confirmed some temples and 

ancient sites located along the royal road from Angkor to Wat Phu, Laos (Map 2). We 

took a road from Siem Reap town to the Stoeng Treng province, Khmer-Laos border, 

and through Preah Vihear province. Then, we crossed the Mekong River to Laos and 

went up to Champasak town. Along the way we explored the ancient archaeological 

sites that are described as follows. 

 

 
11 A survey in 2015 was conducted by Nhim Sotheavin and Mr. Satoru Miwa, and the members 
in 2016 were Prof. Marui Masako, Mr. Miwa Satoru, Dr. Sato Keiko, Mr. Phin Phakdey, and 
Nhim Sotheavin. 
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Map 1. Lunet de Lajonquière 1911 (EFEO, extracted from angkordatabase.asia) 

 

    
Map 2. The red line shows the connected Royal Road from Angkor to Wat Phu. The Green line 

depicts our paths from the Preah Vihear province (connected to the road at Prasat Cha-eh) to 

Champasak, Laos (GPS points, Google Earth). 

 

1. Tmat Poeuy Village and Related Sites 
 Located in the Preah Vihear province, Tmat Poeuy is an archaeological site 

surrounded by ancient small temples, ponds, and embankments, and it is situated 
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around 10km from the royal road to Wat Phu (Map 3, 4). According to the villagers, 

there are still remains of the ancient roads and a long embankment. Due to the road 

conditions, time constraints, and the area itself still having land mines, we could not 

reach all the archaeological sites in the area.  

 

 
  Map 3. Archaeological map of the Preah Vihear province (MCFA & EFEO) 

 
Map 4. Connecting road from the Tmat Poeuy site to Prasat Neak Buos  

(GPS points, Google Earth) 
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1.1. The Embankment 
 We found an embankment located to the south of Tmat Poeuy village, which is 

probably an embankment of a water tank (Fig. 1). The size is about 200m x 500m. It is 

now used as a rice field. 

     
           Fig. 1. Embankment of a water tank         Fig. 2. A tractor, called Ko Yan in Khmer 

   
                Fig. 3 & 4. Prasat Lak, the scattered blocks of laterite and its foundation 

 

1.2. Prasat Lak 
 There is a small ruin located about 5km in the forest to the north of Tmat Poeuy 

village, and with the guidance of villagers we accessed the ruin with a small tractor 

(Fig. 2). It is called Prasat Lak by the villagers. It is registered as Prasat Toch in the 

map of the Preah Vihear province created by the Ministry of Culture and Fine Arts 

(MCFA) and the l’École Française d’Extrême Orient (EFEO).  

 Since this temple is located far from the village in the forest and it was difficult 

to access, it had been illegally looted in order to find art objects. Hence, it is in a state 

of complete ruin on the ground, and it is difficult to identify its shape. There remain 

blocks of laterite of the temple’s foundation and some scattered around the site, and a 

large sandstone pedestal (Fig. 3, 4). This ruin was not mentioned or registered in the 

classical books of E. Aymonier’s “Le Cambodge,” nor in L. de Lajonguière’s 

“Inventaire Descriptif des Monuments du Cambodge.” Even the new guidebook on the 
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archaeological sites of the Preah Vihear province that was written by Bruno Bruguier 

did not have any note on this ruins.12 

 

1.3. Spean O Snuol 
 Spean O Snuol is an ancient bridge made of laterite and situated about 8 km to 

the north of Tmat Poeuy. It is located on the ancient road from Angkor leading to Prasat 

Cha-eh and Prasat Neak Buos, in the Preah Vihear province. It is referred to by the 

villagers as Spean O Snuol, where Spean means ‘bridge’, O is a ‘small stream,’ and 

Snuol is the name of a tree. 

 This ancient laterite bridge has not yet been registered in any map, nor is there 

any description of it. Because of the present location of the bridge, there is no road 

access, and so we just walked in the forest to the place, along with the villagers. This 

laterite bridge consists of 3 small water gates that are no longer functioning (Fig. 5). 

There were traces of a stream, but it was completely dried up (Fig. 6). We found it 

difficult to identify the connecting road between this small laterite bridge with another 

site, but it was probably connected to the main royal road.  

 

     
Fig. 5 & 6. An ancient laterite bridge and a dried-up water stream 

 

1.4. Prasat Kbal Ko 
 Prasat Kbal Ko is located about 5km from Spean O Snuol to the northeast, and 

is situated close to the royal road linked to Prasat Cha-eh and Prasat Neak Buos in the 

Preah Vihear province, and to the northeast area of Wat Phu temple. It is about 30 km 

to Prasat Neak Buos. The name Kbal Ko means ‘head of a bull.’ It is registered in the 

map of the MCFA and EFEO. However, it is not mentioned in the books of L. de 

 
12 Bruguier and Lacroix 2013. 
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Lajonguière and B. Bruguier. It consists of 3 towers made of bricks. Since the towers 

are badly ruined, and all lintels, pediments and columns had collapsed, it was difficult 

to identify its period of construction. (Fig. 7, 8). There remain parts of the architectural 

structure, and the temple was probably built in the 10th century. Close to Prasat Kbal 

Ko we found a mount in which there remained a lot of block of stones. It was probably 

a place to produce something (Fig. 9, 10).  

 

     
Fig. 7 & 8. A ruined structure of Prasat Kbal Ko 

     
Fig. 9 & 10. An identified mound with blocks of stone, kiln? 

 

2. Temple Groups in the Choam Khsan District 
 The area is located in the Choam Khsan district of the Preah Vihear province 

and situated just at the foot of the Dangrek mountains, where lies the border between 

Cambodia and Thailand. According to the inscriptions and architectural style of the 

temples, the area itself has been occupied since the pre-Angkorian period. Based on the 

map of L. de Lajonguière and the MCFA and EFEO, there are numerous temples in this 

area. However, when we visited the area, we could reach just a few temples.13 

 

 
13 I thank H. E. Pheng Sam Oeurn (Deputy Director General of the Preah Vihear National 
Authority) and his team, for guiding us on our visit to the site. 
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2.1. Prasat Cha-eh 
 Prasat Cha-eh is located close to the royal road along the way to Wat Phu (Map 
3, 4). There is also a pond nearby. The name of this temple appears in the map of the 

MCFA and EFEO. This temple was made of bricks but had completely collapsed, and 

there remain only the doorframes (Fig. 11). We found inscriptions on the collapsed 

doorframes.  

 In his publication of a guide’s book, Bruguier just mentioned the name of the 

temple but did not describe any details, and he probably did not know that in this temple 

there remained inscriptions.14 Recently, however, those inscriptions were registered in 

the inventory as number K. 1485 in CIK (Corpus des Inscriptions Khmères), by the 

EFEO.15  

 According to Hun Chhunteng, who is a specialist on Khmer inscriptions, around 

40% of the scripts have disappeared, and the parts that remained mention the fact that 

there is an official named Śivācārya, who donated land to the temple by obeying the 

order of the king. It also mentions the curse that those who destroy this meritorious act 

will go to hell, and those who protect it will go the heaven. (Fig. 12, 13). 

      
Fig. 11 & 12. Remained doorframes of Prasat Cha-eh and ruined structure 

 
Fig. 13. Inscription of Prasat Cha-eh, K. 1485 (Courtesy: Ol Sam An, 2015) 

 
14 Bruguier and Lacroix 2013: 450. 
15 https://cik.efeo.fr. See also., https://dharma.hypotheses.org. 



110 10 

2.2. Prasat Ta Ros 
 This temple is located about 3 km to the north of Prasat Cha-eh. Since it is in 

the forest, the accessible road was very bad, and hence we found it difficult to explore 

this temple. The name Ta Ros can mean ‘ancestor of Ros,’ and it is also referred to by 

the local inhabitants as Somap.16  

 This temple was constructed of bricks and its doorframes were made of 

sandstone. It remains as a very ruined enclosure with the main entrance from the east. 

There are three towers in a row and one library. When we visited the temple it was 

covered by vegetation and trees, and so we were unable to take proper photographs (Fig. 
14, 15). L. de Lajonguière was the first to describe this temple in detail, in his classical 

book about the inventory of Khmer temples.17 

 

     
 Fig. 14. General view of the temple, face east     Fig. 15. Sandstone doorframes of central tower 

 

 There are two inscriptions remaining on the doorframes that were registered as 

K. 348 and K. 349 (Fig. 16, 17).18 According to inscription K. 349 (dated 954 CE), this 

temple was built in the middle of the 10th century in the reign of King Rajendravarman 

II and dedicated to the god Śiva. The inscription (K. 349) mentions the fact that King 

Rajendravarman II ordered an official named Śivācārya (Steñ Śivācārya is mentioned 

in many inscriptions. For example, the name also appears in the inscription of Prasat 

Cha-eh.), to conduct certain work in the cell (vraḥ kuti) of Srī Yaśodharaśrama at 

Śivapāda (Prasat Neak Buos). The inscription also mentions the fact that Śivācārya 

received two plots of land from the people living in Śivapāda, and that he offered one 

 
16 According to Bruguier, the name Somap refers to the name of the forest in that area (Bruguier 
and Lacroix 2013: 450). 
17 Lajonquière 1907: 27-29. 
18 Cœdès 1953: 108-113. K. 349 was inscribed on the doorframe of the main tower. 
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plot of land back to the temple. Then, he bought that land from the same group of people 

who were there.19 

 For inscription K. 348, the content continues from the incomplete inscription of 

K. 349. This inscription speaks about a land controversy in the area, and the fact that 

the judge decided that a person named Vraḥ Thnal had won the case. After that 

Śivācārya bought those lands and gave them to the temple.20 
 

         
            Fig. 16. Inscription K. 348                                   Fig. 17. Inscription K. 349 

(The photos of these two inscriptions were provided by Pheng Sam Oeurn) 

 
19 Ibid., 108. In 2023, Hun Chhunteng also presented a detailed description of this inscription 
written in the Khmer language, which was posted in an online page of the AMS Khmer 
civilization. (https://ams.com.kh/khmercivilization). 
20 Cœdès 1953: 112-113. Hun Chhunteng 2023. (https://ams.com.kh/khmercivilization). 
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2.3. Prasat Neak Buos 
 Prasat Neak Buos21 is located about 4 km from Prasat Taros and about 8 km to 

the northeast of Choam Khsan district. Also, it is about 6 km to the north of the royal 

road from Angkor to Vat Phu. Prasat Neak Buos is generally complex, since it consists 

of many brick towers that were built in different periods.22 The base direction of the 

main temple compound is tilted 15 degrees south-west. A tilting base line axis of 15 

degrees south-west is very rare, and it is a special direction for a Khmer temple. 

 The main temple compound is surrounded by a laterite wall enclosure, which is 

now in a poor condition (Fig. 18, 19). According to the inscription on the temple 

doorframe (K. 342) and architectural style, the central tower was erected at the 

beginning of the 11th century in the reign of King Suryavarman I (Fig. 20, 21).  

      
Fig. 18 & 19. Aerial view of the main compound (Drone photo, Phin Phakdey, 2023) 

     
Fig. 20 & 21. Central tower of Prasat Neak Buos 

 
21 Neak Buos means ‘monk’ or ‘priest.’  
22 Parmentier 1939: 118. 
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 Prasat Neak Buos was mentioned by E. Aymonier in his classical book, “Le 

Cambodge,” as Prasat Preah Neak Buos,23 and by L. de Lajonguière as Prasat Neak 

Buos.24 There is a reservoir that E. Aymonier named ‘Lboek,’25 while other researchers 

called it ‘Baray’ (Fig. 22). The reservoir inclines to the north-west and south-east 

parallels, to comply with the accessed road to the main temple compound. It measures 

approximately 750ms in length and 220ms in width. Two small temples are located 

near the Lboek, along the road accessing the main compound of Prasat Neak Buos. One 

is referred to by local people as Pr. Kuk (south-east corner), and it was suggested as 

having been a hospital that was constructed during the late 12th and early 13th century 

during the reign of King Jayavarman VII, and the other is a palace (Map 5).26  

 
Map 5. Group of Neak Buos temple 

 

 There are 9 inscriptions that were found in Prasat 

Neak Buos, namely K. 341, K. 342, K. 343, K. 344, K. 

345, K. 346, K. 580, K. 1248, and K. 1252.27 Based on 

these inscriptions and architectural structure of the 

temples, Prasat Neak Buos can be traced back to the pre-

Angkorian period (K. 341), then in the 9th century (K. 

346), and most of the architectural structures were built 

between the 10th and middle of the 11th century.  

 
23 Aymonier 1901: 230-239.  
24 Lajonquière 1907: 11-12. 
25 Lboek is derived from the verb ‘Loek’ meaning ‘to erect, to build, to lift, to dig up’. Lboek 
is a generic term indicating a manmade reservoir or large pond. There are many Lboeks in the 
Angkor area. It is similar to Baray, but the size is rather smaller than Baray.  
26 For a detailed description of the hospital and palace, see Bruguier and Lacroix, 2013. 
27 Aymonier 1901, Cœdès 1954: 22-26, Bruguier and Lacroix 2013: 454-455. 

Fig. 22. Views of Lboek and 
Dangrek Range 
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Also, the construction of the hospital was done in the reign of King Jayavarman VII. 

Hence it reveals that this area, which is located just at the foot of the Dangrek mountains, 

was continuously occupied by the communities of that time. The site was a sacred space 

for communities as well as a relay point for connections between the central power of 

Angkor and the northeastern region, such as Wat Phu.  

• K. 341: This consists of two inscriptions. One of these is 3 lines in Sanskrit 

and 12 lines in Khmer, and the other is 12 lines written in Khmer and dated 

to the pre-Angkorian period. The twelve-line Khmer inscription dated to 622 

çaka (700 CE), mentions the order of the king concerning donation of land 

to the temple of Śivapāda (Prasat Neak Buos), and of providing servants and 

others such as slaves and animals, as donations to serve the temple.  

• K. 342: According to E. Aymonier this is an incomplete inscription. It is in 

the Khmer language and dated to 1008 CE, and it mentions various donations 

from an official named Kavīśvaravarman to King Suryavarman I, and to the 

temples of Śivapāda and Liṅgapura.28 

• K. 343: This is dated to 974 CE in the reign of King Jayavarman V, and it 

mentions issues related to the family of Īśānaśiva, who bought land at the 

temple of Śivapāda. It also mentions the establishment of a village and 

āśrama (hermitage or temple), offered to the temple of Śivapāda (Fig. 23, 
24).29  

 

  
Fig. 23 & 24. Tower with sandstone doorframe consists of the inscription K. 343 

 
28 Aymonier 1901: 233, Cœdès 1954: 236-237. 
29 Cœdès 1954: 156-157, Aymonier, op. cit., 234-235. 
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• K. 344: This is dated to 985 CE in the reign of King Jayavarman V (Fig. 25, 
26). It consists of 38 lines in the Khmer language and 4 lines in Sanskrit. It 

mentions issues related to the report of Vraḥ Guru that were submitted to the 

king, through an official named Tannot.30  

     
Fig. 25 & 26. Tower with sandstone doorframe consists of the inscription K. 344 

 

• K. 345: This is very fragmented. Based on the character of the writing, G. 

Cœdès suggested that it was written in the 10th century.31  

• K. 346: This is a lost inscription, which according to G. Cœdès was found by 

E. Aymonier. However, it was studied and published by A. Barth. 32  It 

mentions one hermitage among others (Yaśodharāśrama).  

• K. 580: This is an inscription that was brought by H. Parmentier to be kept 

at the Phnom Penh National Museum, and it was transferred to the Angkor 

Conservation in Siem Reap. 33  The inscription was inscribed in the 10th 

century, and mentions the restrictions imposed by King Rajendravarman and 

 
30 Cœdès 1954: 160. 
31 Ibid., 156. 
32 Ibid., 22.  
33 Bruguier and Lacroix 2013: 468. 
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addressed to Vraḥ Guru, and prescribes the erection of the god Aṣṭamūrti (the 

8 forms of god Śiva).34  

• K. 1248: This inscription was not registered by G. Cœdès in his 8 volumes 

of Inscriptions du Cambodge. It was documented in the CIK by Christophe 

Pottier in the year 2007, and a detailed study of it was done by Dominique 

Soutif for a Ph.D dissertation in 2009.35 The inscription consists of two parts 

inscribing different dates. The first part is dated to 961 śaka (1039 CE) and 

second part is dated to 1060 śaka (1138 CE), which was in the reign of King 

Suryavarman II. D. Soutif suggested that the characters used in the two parts 

are homogenous, and that the engraving dates entirely from the reign of King 

Suryavarman II. The first part mentions the royal order to a professor (Guru) 

to keep the property of a village (sruk maheśānapura) with an official’s 

family of Prasat Neak Buos (Śivapāda), and the second part declares that the 

ancient (original) sanctuary (prāsāda deṃ) had collapsed, and this was sent 

in a letter to the king, and (the king) ordered them to copy (rewrite) it (the 

inscription) (Fig 27, 28).36 

• K. 1252: This is very much ruined.  

      
Fig. 27 & 28. Sandstone doorframe consists of the inscription K. 1248 

 

II. Archaeological Sites in Wat Phu, Champasak, Laos 
 From Preah Vihear province at Prasat Cha-eh (Prasat Neak Buos), the direct 

road connecting Nang Ing temple in Laos is visible on aerial photography. However, 

on the ground the road is hard to use. Hence in order to reach the archaeological site of 

Wat Phu in the Champasak province, we took a route from the Preah Vihear province 

via the Stoeng Treng province. On our way from the Preah Vihear province to the 

 
34 Cœdès, op cit., 154. 
35 Soutif 2009: 607-611. 
36 Ibid., 611. See also., Hun Chunteng. (https://hunchhunteng.wordpress.com). 
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Stoeng Treng province, we stopped by to explore some temples in the Choam Khsan 

district, as described above. Later we took a road from Prasat Cha-eh via Kampong Por 

village37 (Kampong Sralao) which is located just at the mouth of the Mekong River, at 

the border of Khmer and Laos (Map 1), and then we followed the road along the 

Mekong River down to the Stoeng Treng province. We made a short visit to some ruins 

at Thala Borivat,38 in Stoeng Treng town.  

Map 6. Wat Phu and related sites (Google Earth) 

 

 According to the inscription of Wat Luong Kao K. 365 (Fig. 29)39 which was 

studied by G. Cœdès ,40 there was an ancient city named Kurukṣetra.41 Based on the 

characters of the inscription, G. Cœdès assumed it was written at the end of the 5th 

century. The inscription, which consists of 16 lines in Sanskrit on each face, mentions 

that King Mahārājādhirāja Śrīmāñ Śrī Devānīka came to establish a mahātīrtha (city or 

 
37 Most of the villagers in the Kampong Por village spoke the Lao language more fluently than 
the Khmer language. Children in the village normally go to school in Laos, by using boats to 
cross the Mekong River.  
38 In this report, we do not describe this site since we have focused on the ancient temples and 
archaeological sites along the royal road from Angkor to Wat Phu. The detailed study of Thala 
Borivat site was conducted by Heng Piphal. From his researched data, Heng suggests that the 
Thala Borivat site was one of great pre-Angkorian centers which had developed between 300 
CE and 500 CE into a larger one (Heng 2016, 2018). For the site description, see also., Bruguier 
and Lacroix 2017. 
39 The inscription (K. 365) is now exhibited in the Wat Phu museum. 
40 Cœdès 1953: 9, Cœdès 1956: 209-220. Wat Luong Kao is located at the banks of the Mekong 
River in the compound of the ancient city settlement, near Wat Phu temple. 
41 The city of Kuruksetra was later also known as Sresthapura. For a detailed study on the 
inscription of Wat Luong Kao, especially the discussion on Kuruksetra, see., Chhom 2005. 
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town) and named the place Kurukṣetra, at the foot of the Liṅgaparvata (present-day Phu 

Kao Mountain). Based on his studies in 1953, 1956, and 1968 on inscriptions and 

Chinese sources, G. Cœdès hypothesized that the area around Wat Phu was the ancient 

city settlement of the Khmer ancestors (Map 6, 7).42 

     
Fig. 29. Inscription K. 365    Map. 7. Ancient city settlement, Wat Phu site (Google Earth) 

(Wat Phu Museum) 

 

 The inscription K. 363 written in Sanskrit that was found at Phu Lakhon in 

Champasak, mentions the name of King Mahendravarman, and that after his conquest 

of the country he was on the mountain and erected a Linga as a representation of his 

victory. The inscription was suggested to date to the 6th century.43 The inscription K. 

1059, found at the mountain of Wat Phu and recently studied by Dominic Goodall, was 

engraved in the 7th century in the reign of King Jayavarman I.44 The inscription K. 1201, 

found at the Houay Kadian temple (to be described below) is dated to the 7th century, 

to the reign of King Jayavarman I. Other pre-Angkorian inscriptions were also 

discovered in the area, such as inscriptions K. 723 & K. 724 of Tham Lekh, which is 

situated to the north of Wat Phu.45  

 Furthermore, in the Champasak province, and especially along both banks of 

the Mekong River, around 24 pre-Angkorian sites have so far been found. 46  For 

example, in the ancient city settlement located to the east of the Wat Phu temple 

complex and on the banks of the Mekong, many pre-Angkorian vestiges were 

discovered through archaeological excavation in the 1990s, by the French 

 
42 Cœdès 1953: 9-11, Cœdès 1956: 209-220, Cœdès 1968: 65-69. 
43 Cœdès 1966: 138-39, Barth 1903: 442-446. 
44 Goodall 2020.  
45 Cœdès 1953: 12. 
46 Lorrillard 2014: 186-215. 
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Archaeological Mission.47 In the collections of the Wat Phu museum, a number of pre-

Angkorian and Angkorian pieces are displayed, such as lintels, Brahmanic and 

Buddhist statues, and architectural ornaments, etc (Fig. 30, 31, 32).  

                   
Fig. 30. Head of Buddha statue, late 7th -          Fig. 31. Seated Buddha in meditation 

early 8th centuries (Wat Lakhone, Champasak)   late 7th – early 8th centuries (Champasak) 

              
                          Fig. 32. Lintel of Sambor Prei Kuk style, 7th century 

 

 Based on these inscriptions, archaeological evidence, and architectural remains, 

we know that the site was established in the 5th century and became one of the political 

centers in the 6th and 7th centuries of the pre-Angkorian period capital, before major 

political power became centralized in Sambor Prei Kuk. Since then, the site of 

Champasak (Wat Phu’s archaeological site) had been continuously viewed by the 

Khmers as a religious sacred space, until the 13th century. 

 Although the major existing temple construction at Wat Phu site was largely 

conducted in the 11th century, traces of direct involvement from Angkor into the area 

were located from the 9th century onwards. The digraphic stele K. 362 discovered at the 

 
47 Santoni, Hawixbrock, and Souksavatdy 2017. 
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Houay Tomo temple by E. Aymonier, refers to the Yaśodharāsrama of King 

Yaśovarman I, in the late 9th century.48 The Houay Tomo temple is located on the east 

bank of the Mekong River, on the opposite side of the Wat Phu complex (Fig. 33, 34).49 

       
Fig. 33 & 34. Houay Tomo temple views from the front and back side 

 

 According to the research of the French Archaeological Mission, there are 6 

temples along the royal road in present-day Laos. They are 6 to 19  km apart from the 

Wat Phu temple, namely Nong Pham, That Nang Ing, That Ban Done, Don That, That 

Na Samlian and Ban That.50 These temples were constructed in a similar architectural 

layout in the 10th century.  

 From an aerial view we see that there still are villages, and we can see many small 

ponds along the ancient road to Wat Phu. It seems as though there have been 

communities continuously living along the ancient road, associated with agriculture. 

For our investigation, since we had time constraints and the road condition was not 

good, we could not reach all those temples. The following descriptions are of temples 

we had access to during our field investigation.  

 

1. Nang Ing Temple (That Nang Ing) 
 We crossed the bridge of the Mekong River at Stoeng Treng town to the Khmer-

Lao border, and followed the road along the Mekong River up to the Lbak Khone 

(Khone Falls, Laos), then crossed the Mekong River at the Phapho ferry which is 

located in the Muonlapamok district of Champasak province. 

 The first temple we visited in the Champasak province was the Nang Ing temple, 

also called That Nang Ing by the local people. ‘That’ means ‘relic,’ which symbolically 

refers to Buddha’s relic, and directly indicates the ‘temple or stupa’ when replaced by 

 
48 Cœdès 1942: 77.  
49 For a detailed description of the Houay Tomo temple, see., Nalesini 1998. 
50 Ibid., 23. 
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the term ‘Prasat’ in the Theravada Buddhist context, and it is a common name for 

temples in Cambodia as well as Thailand. ‘Nang’ means ‘lady or woman,’ and ‘Ing’ is 

the name of a lady. The Nang Ing temple is located around 45 km from the Mekong 

River of Muonlapamok district, and around 48 km from Prasat Neak Buos (if we take 

a direct connected road). 

 Before exploring the Nang Ing temple, we stopped at two Khmer villages, 

namely Bong Gna and Ban Pail, which are located along the way to the Nang Ing temple 

(Map 8, 9). The people of these villages speak the Khmer language fluently. We 

interviewed some people in the villages and learned about the legend of Neang Sak 

Kra-op, which is a very popular legend in Cambodia and known in the Surin province 

of Thailand as well.51 

 
Map 8. Royal Road from Nang Ing temple to Wat Phu (GPS points, Google Earth) 

 
Map 9. Nang Ing temple, Khmer villages, and Houay Kadian temple (Google Earth) 

 
51 Nhim 2018: 57-58. 
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 In the map of L. de Lajonguière which was published in 1911, the location of 

Prasat Pram Lveng is exactly around the Nang Ing temple (see., Map 1). However, the 

description of E. Aymonier and L. de Lajonguière regarding the condition of the temple, 

differed from what we investigated.52 The name itself, Prasat Pram Lveng, which in 

Khmer meant “tower with five compartments,” does not match the actual form of the 

temple. The name Prasat Pram Lveng is now unknown in the area.  

     
Fig. 35 & 36. Viewing from south-east corner and west side 

      
  Fig. 37. Main sanctum with unfinished           Fig. 38. Colonette in orthogonal shape with 

lintel and pediment decorations                          midribs and leaves decorations 

 

 
52 Aymonier 1901: 181, Lajonguière 1907: 61.  
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 The Nang Ing temple was made of bricks (Fig. 35, 36), with incomplete 

sandstone lintel and pediment decorations in the main sanctum (Fig. 37). The two 

colonettes of the main sanctum are made from sandstone with octagonal shapes (Fig. 
38). The stylistic decoration of the colonettes is generally similar to Prasat Kraham of 

Koh Ker of the 10th century,53 but it has more detail and richness of the midribs and 

leaves. It probably belonged to the Pre Rup style of the 10th century of the Angkorian 

period. There is a closed Mandapa made of brick with sandstone doorframes connected 

to the main sanctum, which was probably added on at a later period (Fig. 39). The main 

sanctuary is enclosed by a laterite wall and moat (Fig. 40). 

     
Fig. 39. Structure of Nang Ing temple                   Fig. 40. A dried-up moat 

with a main sanctum and Mandapa 

       

2. Houay Kadian Temple 
 The Houay Kadian temple is located about 21 km from the Nang Ing temple and 

about 25 km from the Mekong River of Muonlapamok district. By using an aerial view 

of Google Earth, we can see traces of the ancient road connection between this temple 

and the Wat Phu area. This temple’s name is written differently by foreign researchers, 

as Huei Kadien, Houay Kadienne, and Houay Kadien. In this report I use Houay Kadian, 

as it is close to the vernacular pronunciation. Houay is a Lao word meaning ‘stream’ 

and Kadian is a Suay ethnic word.54  

 This temple is very fragmented, due to nature and mostly by looting (Fig. 41). 

It faces the east. It was built of small laterite blocks, but the method of assembly is 

similar to brick temples of the pre-Angkorian period (Fig. 42). There are remains of 

 
53 Boisselier 1966: 156-161. 
54 I thank Mr. Paxa Nyordsavanh, an academic staff of the World Heritage Site Management 
Division of the Department of Heritage in the Ministry of Information, Culture, and Tourism, 
of Lao PDR, for providing us with this information.  
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sandstone doorframes, sandstone divinity statues with lost head and arms, rather big 

blocks of sandstone, and a circular shaped sandstone with decorations (Fig. 43, 44). 

The style of the divinity statue probably belonged to the Angkorian period, and the site 

had probably been used in the Angkorian period as well.  We did not find any lintels or 

colonettes in this temple site.  

       
Fig. 41. Ruined structure of the main temple         Fig. 42. Remained laterite wall 

       
Fig. 43 & 44. Remained objects at the temple site 

 

 On the two remaining sandstone doorframes are two separated parts of a long 

inscription in Sanskrit and Khmer, which are preserved in a good condition. The 

inscription was registered in the CIK as K. 1201. However, it is to be noted that this 

inscription has not been studied yet.55 We made a rubbing of both inscriptions (Fig. 45, 
46). This inscription is dated to the 7th century to the reign of King Jayavarman I. 

According to M. Santoni, who quoted Prof. Claude Jacques, the first part of the 

inscription provides both the date of the foundation of the temple which is 18 May, 654, 

and the name of the temple’s founder who lived in Kurukṣetra (the ancient city of Wat 

Phu from the 5th century CE).56  

 
55 Goodall 2020: 4. 
56 Santoni, Hawixbrock, and Souksavatdy 2017: 21. 
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 Continuing from the first part, the second part of the inscription generally 

mentions the list of donations. A list of donations of young and old servants consists of 

the names of the servants, and works out to a total of 124 servants donated to the temple. 

The text also mentions donated rice fields, beans, sesame plantations, and cattle to the 

temple of Śrī Sṭhāneśvara. In addition, they also contain a list of objects made of bronze, 

copper, and gold. At the end of the text, another list is mentioned of 25 servants at the 

temple and 17 workers at 3 rice fields, that were donated by Mratāñ Candrasvāmi to 

the temple of Śrī Prabhāsomeśvara.57 

     
Fig. 45 & 46. The first part and the second part of the inscriptions K. 1201 

 

3. Ban That Temple (Ban That Sampang) 
 The Ban58 That temple is located in Ban That village, Soukhouma district, about 

18 km to the south of Wat Phu temple. The location of this temple is geographically 

not far from a small river flowing from the top of the northern part of the Phu Kao 

Mountain (the ancient name was Lingaparvata), to the western part down to the 

southern part of the mountain into the Mekong River (Map 10). At the south of the Ban 

That temple the river separates into two streams, of which one flows down to the 

Mekong, and the other flows to the villages that are located along the ancient road 

between Wat Phu and Angkor. This river has aided the villagers with regard to 

agriculture and daily use. Furthermore, there is an ancient reservoir (we are not sure 

whether the local inhabitants call the reservoir ‘Baray’ as in Angkor) which is situated 

32ms to the east of the Ban That temple. The reservoir measures east-west 60ms in 

length and north-south 24ms in width, and it still has plenty of water (Fig. 47).  

 
57 I thank Mr. Hun Chhunteng for his help in reading this inscription. This inscription needs to 
be studied in detail.  
58 Ban means ‘village’ in the Lao language. 
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   Map 10. Ban That temple and related sites          Fig. 47. Functioning reservoir of Ban That 

 

 Ban That is a sandstone temple consisting of three towers facing east. The 

central tower is a bit bigger than the others (Fig. 48, 49). The two towers generally 

remain in good condition; however, the north tower collapsed. There are no decorations 

on the lintels and colonettes. The stele foundation which was placed in front of the 

temple, and which was described by E. Aymonier, 59  remains at the place. It is 

unfortunate that the state of preservation of the inscription is very poor (Fig. 50). We 

did some rubbing of all four faces of the remaining parts of the inscription (Fig. 51, 52, 
53).  

     
Fig. 48 & 49. Three towers of Ban That view from the front and back side 

  

 The inscription is written in Sanskrit on the four faces of a 1.6m column and 

consists of 70 lines and 140 verses. It was registered as K. 364 and was first translated 

by M. Kern, and later provided another conclusion by E. Aymonier and Louis Finot.60 

The inscription is dated to 1128 CE in the reign of King Suryavarman II. The content 

is interesting, as it mentions the clerical family who served in the reigns of the three 

kings, namely Jayavarman VI (1080-1107 CE), Dharanindravarman I (1107-1113 CE), 

and Suryavarman II (1113-1150 CE). The inscription also describes the war expeditions 

 
59 Aymonier 1901: 165-167. 
60 Ibid., 170. Finot 1912: 1-28. 
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conducted by King Suryavarman II and the killing of his competitors so as to establish 

peace in the kingdom and narrates the story of the Brahmin Mūrdhaśiva who is the 

writer of this inscription.61 

      
Fig. 50. Column with the inscription K. 364       Fig. 51. A rubbing fragmented inscription 

              
                                   Fig. 52 & 53. A rubbing fragmented inscription  

 

4. Thao Tao temple 
 The Thao Tao temple is located about 3 km to the south of Wat Phu in Ban 

Sankheg village, of the Champasak district. It is also situated about 300m to the east of 

the ancient royal road from Wat Phu (Map 6).  

 The central sanctum with an annex of this temple was built using blocks of 

sandstone, surrounded by a laterite enclosure with a gopura made of sandstone (Fig. 54, 

 
61 Finot 1912: 6-7. Finot noted that Mūrdhaśiva, who is the writer of this inscription, was 
misreading as Pūja Śiva by Aymonier. 
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55, 56, 57). There is small pond at the outside of the north-east enclosure. The 

characteristics of the temple construction is of the type of the hospital chapels in the 

reign of King Jayavarman VII, which were built between the end of the 12th and 

beginning of the 13th century. Generally speaking the construction of this temple is 

incomplete. There are no decorations on the lintels and pilasters. This temple is not 

mentioned in the books of E. Aymonier and L. de Lajonguière.  

     
Fig. 54. Collapsed structures of sanctum and enclosure         Fig. 55. General views 

     
    Fig. 56. A remained Gopura structure            Fig. 57. Fallen apart of the temple structure 

 

5. Nang Sida Temple (Hong Nang Sida) 
 The Nang Sida temple is located about 1km south of the Wat Phu complex and 

towards the southeastern slope of Phu Kao Mountain, but the temple itself was erected 

on flat land. The temple site was constructed just close to the ancient road that 

connected Wat Phu to Angkor. The surrounding areas are now used as rice fields by 

local inhabitants. The temple is called Hong Nang Sida by the local inhabitants. Hong 

means ‘room or chamber,’ Nang means ‘lady,’ and Sida is the name of ‘Princess Sītā 

(pronounced Sida),’ the wife of Rama in the Ramayana epic. Hence, Hong Nang Sida 

means the ‘chamber of Princess Sītā.’  

 The temple faces east. The core area of the temple site consists of the main 

sanctuary, library, and a long causeway (Fig. 58, 59, 60). The main sanctum was built 

Lingaparavata
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of sandstone and composed of a mandapa with a narrow semi-vault and short corridor. 

When we visited the place in 2015 and 2016, the main sanctuary, especially the upper 

structures, had totally collapsed. Blocks of sandstone were scattered around and piled 

up in the main hall, and it was hard to enter inside (Fig. 61). The library was made of 

bricks, and as usual it was located to the south of the main temple and oriented towards 

the west. The structures of the library had mostly collapsed.  Since the main structures 

had almost collapsed we could not find lintels and colonettes, and hence it is difficult 

to know the period when it was built. However, based on the main temple structure, it 

is believed to have been built in the 12th century.  

 During our visit, a Korean specialist who oversaw the restoration project of the 

Nang Sida temple, kindly explained their project to us. The project, which is funded by 

the Korean Cultural Heritage Foundation in collaboration with the Laos government, 

was begun in 2013. 

     
 Fig. 58. A causeway to the main temple            Fig. 59. Main sanctuary of Nang Sida 

     
  Fig. 60. Ruined brick structure of library     Fig. 61. Collapsed structure of the main sanctum 

 

6. Wat Phu Temple Complex 
 The Wat Phu complex and its ancient city are located between the Phu Kao 

Mountain and the west bank of the Mekong River in the Champasak province of Laos. 

It is about 260km to the northeast of the Angkor monuments, and about 485 km to the 

south of Vientiane, the capital of the Lao People’s Democratic Republic. Wat Phu is 
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well known to specialists, however the information available to the public is still rather 

low. It is one of the most ancient historical sites linked to the origin of the Khmer 

Empire.  

 As mentioned above, the ancient settlement city of Wat Phu was established in 

the 5th century, and it developed until the 7th century. The temple complex of Wat Phu 

prospered between the 11th and 13th centuries, in the Khmer Empire domain. Within 

this ancient city and temple complex, there are hydraulic systems, agricultural areas, 

temples, local cultural traditions, etc. Since this cultural landscape is very important, it 

was inscribed in the UNESCO World Heritage List in 2001, with the justification for 

the inscription in criteria iii, iv, and vi. 
 iii. The temple complex of Wat Phu bears exceptional testimony to the cultures of  

  Southeast Asia, and in particular the Khmer Empire which dominated the region  

  during the 10th to 14th centuries.  

 iv. The Wat Phu complex is an outstanding example of the integration of symbolic  

  landscape of great spiritual significance to its natural surroundings.  

 vi. Contrived to express the Hindu version of the relationship between nature and  

  humanity, Wat Phu exhibits a remarkable complex of monuments and other  

  structures over an extensive area between river and mountain, some of outstanding  

  architecture, many containing great works of art, and all expressing intense  

  religious conviction and commitment.62  

 

     
  Fig. 62. Views of Lingaparavata            Fig. 63. The first assessed causeway to the main 

and Wat Phu temple                               temple complex 

 

 The major sanctuaries of the Wat Phu temple were mainly built between the 11th 

and 12th centuries. However, pre-Angkorian traces have also been uncovered in the 

 
62 UNESCO Website: https://whc.unesco.org. 

Lingaparavata

Wat Phu temple
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temple complex, through the archaeological excavation conducted by the French 

Archaeological Mission in the 1990s.63 The temple complex was built on the slope of 

the Phu Kao Mountain, which is also known as Lingaparavata (natural linga or 

svayambhuna linga in Sanskrit (Fig. 62), the ancient name that was engraved in the 

inscriptions, representing of the sacred worship of the mountain for the God Śiva) .  

 Opening to the east, this temple mountain consists of structures such as the first 

long-accessed causeway that was erected with flagstones, with both sides having 

sandstone posts (this characteristic was seen in the reign of King Suryavarman I in the 

11th century, such as in the Preah Vihear temple) (Fig. 63). There are two rectangular 

reservoirs (Barays) which are believed to have been built in the first half of the 12th 

century, in the reign of King Jayavarman II (Fig. 64). After the causeways there is a 

wall, but it had completely collapsed, and then there are two quadrangle sanctuaries 

(also called, palaces) made of laterite, which were built in the 11th and 12th century (Fig. 
65, 66). There is a second causeway granting access to the main compound (Fig. 67). 

At the southern side of the second causeway there is a small sanctuary, called ‘Nandin 

temple, a sacred bull temple’ (Fig. 68). After the causeway, there is a step, and a short 

terrace. Then, there is the stairway with seven sandstone steps to climb up to the main 

sanctuary, along with seven retaining walls made of laterite blocks (Fig. 69, 70).  

             
          Fig. 64. Two Barays, first and second causeways, two quadrangle sanctuaries,  

and Nandin temple view from the terrace of the main sanctuary 

 
63 The detail descriptions, please see., Santoni, Hawixbrock, and Souksavatdy 2017. 
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  Fig. 65, 66. Northern quadrangle: Pediment depicts the god Śiva and his Satī Uma on his 

vehicle Nandin, and on the upper part of the lintel depicts the god Yama (god of death) and 

on the lower part decorates the Rāhu (Kāla). 

     
         Fig. 67. The second causeway                                 Fig. 68. Nandin temple 

     
         Fig. 69. Seven laterite retaining wall                 Fig. 70. Stairway to the main sanctuary 

     
  Fig. 71, 72. The main sanctuary at the upper terrace with sandstone and brick structures 

 

 The main sandstone sanctuary was built in the 11th century, and behind the 

sandstone structure there is a laterite structure that was probably reconstructed in the 
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11th century, from the old structure of the pre-Angkorian period (Fig. 71, 72). This main 

sanctuary was built in dedication to the god Śiva. On this main upper terrace, there are 

other buildings such as traces of the library, which is located to the south of the main 

sanctuary, a sculpture of the Hindu trinity which is located to the north of the sanctuary 

(Fig. 73), and the so-called ‘sacred spring’ is situated behind the sanctuary (Fig. 74).  

     
  Fig. 73. Hindu trinity (Śiva in the middle,          Fig. 74. The so-called ‘sacred spring’ 

  Viśṇu on the left and Brahma on the right 

 

Concluding Remarks 
 The northeast road connecting Angkor to Wat Phu was formalized during the 

11th century and allowed the Khmer Empire to maintain communication between the 

central power of Angkor and Wat Phu, where ancient Khmer cities had been established 

since the 5th century. Our investigations conducted along the royal road from Angkor 

to Wat Phu based on archaeological evidence and inscriptions, confirm that parts of 

these connected areas were built since the pre-Angkorian period. These areas continued 

to be developed during the 9th to 13th century when the Khmer kings expanded their 

economic and political control and religious propagation. Prasat Neak Buos, a relay 

point connecting Angkor to Wat Phu, is one example of such continuity. Evidence from 

the inscriptions and temple constructions show that the site had been continuously used 

as a sacred space for royalty and community in that area, since the pre-Angkorian 

period up to the reign of King Jayavarman VII. 

In the present-day Champasak province of  Laos, a number of pre-Angkorian 

and Angkorian sites were recently discovered. However, more ruins, ancient water 

tanks, small ponds, dikes, and other ancient objects of infrastructure still lie asleep in 

the dense forest. More scientific research is needed to understand the role and 

chronology of this region, particularly the area in the southern part of the Wat Phu 

complex up to the Khmer border, which is situated along the royal road.  
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ババンンココクク国国立立博博物物館館のの火火事事かからら  

ススドドッックク・・カカクク・・トトムム碑碑刻刻文文石石柱柱をを救救出出  
 

宇崎 真 
Nihon Denpa News 

Bangkok 
 

 

１）NDN（Nihon Denpa News） ベトナム戦争特派員 (1971-74) としてハノイ滞在、そ

の後バンコク支局長 (1974-76) としてカンボジアも担当。73.4 にはハノイでシアヌー

ク殿下インタビュー、1980. 8 月ポルポト政権によるジェノサイド後初の本格的なアン

コール遺跡群の現地調査を石澤良昭（鹿児島大学助教授当時）に同行しドキュメンタリ

ーを NTV (日本テレビ)の番組「木曜スペシャル」で制作放送した。 

 それ以降石澤教授（上智大学）の監修で「世界遺産」（TBS Tokyo Broadcasting Service）
NHK スペシャル「カンボジア密林の五大遺跡」「アジアの巨大遺跡―密林に消えた謎の

大都市」はじめ十に近いアンコール遺跡群関連のドキュメンタリー番組を発表してきた。 

 2022年になってNHK-BS特集で特にアンコール王朝崩壊の謎をテーマにした番組制作

のコーディネートをやることになった。一般にアンコール王朝は 1431 年にアユタヤ王

朝の攻撃で崩壊したとなっている。その史実を記録した文献、碑文はタイ国立図書館所

蔵の「アユタヤ王朝記」のなかに散見されるという。ではアンコール王朝の成立を記録

した文献、碑文はあるのか。それはスドック・カク・トム寺院（11 世紀のヒンドゥー寺

院で現在はカンボジア国境沿いのサケーオ県にある）で発見された碑文（K.235）だと

いう。 

 その Sdôk Kâk Thom（スドック・カク・トム）碑刻文（以下 SKT と表記）は最盛期に

は世界最大規模の都会 (推定人口 70 万から 100 万)を誇ったアンコール時代創建の史

実を裏付ける最重要なものといわれる。アジアの歴史をたどるなら決して欠かせない史

料である。それなら何としてもその石碑と当該碑文を接写したいと考えた。 

ところが、調べていくとこの石碑は実に数奇な運命をたどっており、この在処が知れ

ないものだということが分かった。何人かの研究者からも「自分の目で確かめたことは

ない。あるとしたらバンコクの国立博物館の倉庫ではないか」という助言がきた。 

 バンコクの国立博物館の古代クメール展示室の学芸員に尋ねると「われわれも見たこ

とがない。少なくともこの博物館で展示されたことはありません」との答えが返ってく

るばかりだった。そこでタイの歴史学者、研究者、考古学者らに当該石碑の消息を知ら

ないかと尋ねていくことにした。 

幸運なことに既知の考古学者(定年退職)が「確か何年か前にバンコクからどこか地方

に移された筈だ」と教えてくれ、親切にも後輩の研究者、博物館幹部らに問い合わせし

てくれた。その結果「プラチンブリ国立博物館に移したと聞いたので、自分で確かめに

行って下さい」との連絡が入った。 
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 翌朝勇んでプラチンブリに向かった。バンコクから東へ車で約３時間、こじんまりと

したたたずまいだが国立博物館と指定されるに十分な展示内容である。イサーン（タイ

東北部）の考古学関連展示物の一センターでもある。コロナパンデミックの影響がまだ

強く残っており見学に訪れるひとも極めて少ない。入場者が書き込むリストにも外国人

の名前は皆無といってよかった。 

 SKT の石碑は一番奥の展示室にあった。「10-13 世紀のタイ東部はとりわけアンコール

時代の文化の影響を濃厚に受けたが、そのなかでも国境沿いのサケーオ県 SKT 寺院で発

見された二つの石碑は歴史的に重要である。一つはレンドラバルマン王によるもので、

もう一つはクメール帝国を創建したジャヤバルマン二世 (802-834) について記述して

おり、極めて重要な石碑である」（抄訳）という説明パネルが添えられている。これは

George Cœdès ジョルジュ・セデス説を踏まえた解説とわかる。 

 身の丈を上回る高さで堂々と周囲を従えるような威厳をもった石柱の石碑である。至

近距離目を凝らしてみると、無数の継ぎ目が合わさり細かいサンスクリット語の刻字

（ブラーフミ―系文字）と古代クメール語の刻字が四面にびっしり書かれている。初め

て直接目にした歴史的な石柱石碑は荘厳さをたたえ身震いさえ覚えるものであった。 

 プラチンブリー国立博物館の館長らによると、この石碑がバンコクから送られてきた

のは四年程前だという。では何故そのことが世界に知られていなかったのか、それはこ

の石碑石柱がたどった数々の数奇な運命と大いに関係あるということが分かってきた。 

 1883 年 1-2 月フランス植民地官吏で探検家で言語学者のエチエンヌ・エーモニエ

（Etienne Aymonier）が、ジャングルに半ば埋もれて、部分的に崩壊が進む SKT 寺院を発

見し、調査の結果この石碑は極めて重要な歴史遺産であると確信し石碑四面に記された

サンスクリット語の部分と古代クメール語の部分全てを記録する。1883 年はフランス

がベトナムを保護国とした時期であり、エーモニエはサイゴンを拠点としてベトナム、

ラオス、カンボジア、タイ（イサーン）各地の歴史、言語、遺跡の調査を展開していた。 

 アンリ・ムオーが 1860 年アンコール遺跡に三週間滞在し、日記にその見聞を報告書

や地図や描画を残した。アンリ・ムオーは翌年ラオス領で病死したが、遺品は母国に届

けられ、1863 年に書籍等で公開され、センセーションを起こす。1869 年に海軍中尉と

してベトナムに赴いた若きエーモニエは言語学徒と探検家として精力的にフランス保

護領土を踏査していく。アンリ・ムオーの遺志を汲み、またそれ以上の到達点を望む野

心もあったに違いない。（カンボジアの保護国化は 1863 年、仏領インドシナは 1887 年）

だが不思議なことにエーモニエはこの石碑の詳細を広く公にすることを十数年の期間

しなかったようだ。彼の遺族と親交のあった米国人ジャーナリストのジョン・バーゲス 

（John Burgess） (東南アジアに造詣の深い元ワシントンポスト記者)によれば、20 世紀

になって出版された著書「カンボジア」（全三巻）のなかに SKT 石碑と碑刻文について

記述されている。東南アジアの歴史、碑文解読の泰斗ジョルジュ・セデスはエーモニエ

の死（1929）を受けて「彼はインドシナ研究の先駆者として賞賛されるべきだが、その

史論には同意出来ないものがある」と評したという。 
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 こうした経過があったからだろうか、SKT 石碑発見は決してセンセーショナルなニュ

ースにはならず、その歴史的位置づけや重要性は後の研究と解明を待つこととなった。 

 この石碑が次にタイ社会で脚光を浴びることになるのは 1920 年のことである。ある

日 SKT 寺院近くを歩いていたタイの地元の警察官ルアンチャーン・ニコムが生い茂る草

むらから大きな石の彫像を見つけ、読解不能な文字がびっしり彫られていて、なにやら

神聖なものではないかという騒ぎになった。コークスーン村の住民のなかに「そういえ

ば昔フランス人が象まで使って運んでいこうとしたけど重すぎて断念していった」と証

言する者もでた。こうした報告が上司にあがり、王室にまで届くことになる。ラーマ６

世―（1910―1925）の時代である。 

 「タイ近代化の父」ラーマ５世の成果を踏まえ国際社会での地位向上を図っていたと

時期である。その反面仏植民地のカンボジアとの関係は微妙かつ重大であった。カンボ

ジア国境に近いクメール由来の寺院、そこからの重要石碑となるとタイ国としてその取

扱いは慎重にならざるを得ない。「帰属問題再燃」の可能性も考慮しなければならない。

そこでタイ王室と政府はその石碑を秘密裏に首都バンコクに運ぶことにした。 

 バンコク国立博物館の倉庫に移送された石碑は展示公開をされないまま「門外不出」

の保管となった。その当時ジョルジュ・セデスはシャム国立図書館長 (1918-)でシャム

王立研究所事務局長 (1927-)であった。当然タイ国としてどこかのタイミングでジョル

ジュ・セデスにこの石碑の碑刻文解読、歴史的位置づけ等の調査研究や監修を依頼した

に違いない。その時期にジョルジュ・セデスがバンコクで重責にあったということは、

タイにとってまた世界の考古学、東南アジア歴史学にとって実に幸いであったというし

かない。 

 1960 年 11 月 9 日深夜バンコクの国立博物館は火災に見舞われる。当日は芸術劇場で

伝統舞踊の公演があり外国人の観客で賑わっていた。夜十時に公演は終了し、真夜中に

火の手が上がった。炎は劇場を瞬く間に覆いそして近くの国立博物館の一角の建物に飛

び火した。そこは人形芝居の衣服、道具、楽器、古書等とともに、骨董品、そして不運

にもスドック・カク・トム石碑の保管場所でもあった。急を知ったボーイスカウト 50 人

が懸命に建物内の品々を運び出す。だがその石碑は余りの重量で火の手が迫る中動かす

ことも叶わなかった。 

一晩続いた炎に包まれ石碑は高熱で膨張し破裂し無数の破片となって散ってしまっ

た。（タイの代表的英字紙バンコクポストの報道）これはタイ国にとっても全く予期せ

ぬ大惨事であり、クメール帝国創建を伝える石碑は完全にその姿を消してしまうかに思

われた。 

 だがタイの考古学、歴史学、碑文学関係者、建築、石工関係者らは、どれだけ時間と

労力をかけても石碑復旧を成し遂げようと驚異的な尽力をしたと思われる。外部には口

外無用とされたのだろう。火災の事件を知るものは「完璧に消失した」と受け取っただ

ろうし、それを知らないものは「行方不明」「所在不明」とだけ伝えられてきたのだろ

う。 
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 復旧、再現、再生への取り組みがどのような経過をたどり、どのようなドラマが展開

されたのか、これは筆者としても許されるなら是非取材し事実に迫ってみたいと考えて

いる。 

 1960 年以降もタイ・カンボジア国境沿いの状況は何度も動き、緊張した。とりわけ

1979 年ベトナム軍がカンボジアに侵攻し大量の難民があふれ出た。SKT 寺院にも何万も

のカンボジア難民が押し寄せ、反越武力勢力の一拠点となった。一帯は荒れ放題となり

とクメール建築遺跡の盗掘も進んだ。ベトナム軍のカンボジア撤退完了(1990)してから

状況は落ち着きを見せ、タイ政府は芸術局を中心に SKT 寺院の復旧にとりかかった。だ

が 2003 年にカンボジア政府が SKT 寺院はカンボジア領内に存在するとして領有権を主

張する。こうして SKT 寺院と石碑柱はその存在が知られることとなった。1883 年以来

百数十年もの間表面下で紛争の種を抱え続けてきたのである。 

 タイ政府は隣国カンボジアとの関係を推し量りつつ、SKT 寺院を国で 11 番目の「歴

史公園」と指定し整備をすすめる。バンコクに保管していた修復完了の SKT 石碑柱を東

部の考古学センターであるプラチンブリーの国立博物館に輸送し展示することに決め

た。それは関係当局者らの言によれば、シリントン王女のイニシアティブによって実現

した。 

2018 年、セレモニーも控えめで、静かな「お披露目」であった。その直後コロナパン

デミックが押し寄せた。学術交流も途絶え、最大時４千万人に達した観光訪問客も、激

減の一途を辿った。カンボジアとの国境の町アランヤプラテートから 34km、足の便も

トゥックトゥックかバイクしか無い SKT 寺院を訪れるひとは皆無に近かった。SKT 石碑

柱を展示したプラチンブリー国立博物館も長期間閉鎖となった。1053 年に建立されて

から 970 年の歳月を殆ど埋もれた存在だったこの重要石碑は、実に数奇な運命を経て、

いまようやく世に姿を現したといえる。 

 ただ付記しておきたいのは、SKT 寺院もまた歴史に翻弄され荒れ果てていたが、現在

は歴史公園として見事に整備管理されているし、現地の村人の間では大事な宗教施設と

して守られてきた歴史がある。1950-60 年代にスリン出身の森林僧がやってきて数々の

仏教の教え、瞑想を広め住民に親しまれたという。その僧侶の名ルアンポー・ブンタム

はいまでも村人の口承伝説として残っている。（ジョン・バーガス著「Stories in Stone」）
また SKT 石碑はタイ国の最重要の歴史的位置づけがなされており、サケ―オ県や周辺地

域の学童の参観授業の一環ともなっている。SKT 歴史公園にもその石碑のレプリカを前

に、研究員が学童の課外授業 をおこなっているのを目にした。 

 

（なおタイの文献によれば、SKT 石碑は高さ 191cm 幅 42cm 奥行 52cm 

第一面はサンスクリット語 60 行、第二面はサンスクリット語 77 行、第三面はサンス

クリット語 55 行 古代クメール語 29 行、第四面はサンスクリット語 4 行 古代クメ

ール語 117 行計 342 行とあります）。 
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図１ スドック・カク・トム寺院の参道、11 世紀 

 

     

   図２ スドック・カク・トム寺院中央塔     図３ 寺院の図書館 
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  図４ SKT 石碑柱 右側面から        図５ SKT 石碑全体 

 

図６ プラチンブリ国立博物館 奥の展示室 
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  図７ SKT 石碑右側面（第二面）      図８ SKT 石碑左側面（第三面 

 
図９ 1920 年 コクスーン村住民と SKT 石碑柱 
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図 10 SKT 石碑文の最重要箇所  アンコール帝国創建にふれている（左側面） 

 

 

         図 11 SKT 石碑第三面の最重要部分 訳文 
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図 12 SKT 寺院で最初に見つかった小型石碑 

  
          図 13 SKT 歴史公園での学童の課外授業 
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ババンンテテアアイイ・・ククデデイイ第第 6622 次次、、第第 6633 次次発発掘掘調調査査速速報報  

－－外外周周壁壁東東南南地地区区ににおおけけるる盛盛土土遺遺構構のの発発掘掘調調査査－－  

 

上智大学アジア人材養成研究センター 

アプサラ国立機構 

 

１１  調調査査にに至至るる経経緯緯とと経経過過  

（（１１））ここれれままででののババンンテテアアイイ・・ククデデイイににおおけけるる調調査査経経緯緯（（図図 11））  

  上智大学によるバンテアイ・クデイ発掘調査は、同遺跡の歴史的展開の考古学的解明を目的とし

て 1991 年に始まり、これまで前柱殿 C09 一帯（1991-2001）、続いて東参道沿い小建物 D11 一帯

（2001-2017）で実施されてきた。特に前柱殿 C09 南側一帯では、調査を通じて前柱殿 C09 の基礎

地業が明らかにされたことに加え、建造時期が異なる複数の遺構を検出し、外回廊東南列柱殿

C03 と各遺構との築造に関わる前後関係を検証した（上智大学アンコール遺跡国際調査団 2022）。 

これら一連の調査の中で、前柱殿 C09 南側に位置する東南小堂 C10 西辺では、アンコール期

から近現代に至るまでの利用を類推させる遺構や遺物を層位的に確認した。東南小堂 C10 の遺構

としての特徴は、所謂上座部仏教の「仏教テラス」と先行研究（MARCHAL1918）で指摘される構築

物に分類され、アンコール・トム都城内では現在の上座部仏教信仰の布薩堂 として機能している。

バンテアイ・クデイの仏教テラス、即ち東南小堂 C10 については、調査成果及び先行研究を踏まえ

ながら、バンテアイ・クデイの歴史的展開について考察が加えられてきた（宮本 2003,2010；丸井

2005）。 

 
図１ バンテアイ・クデイ平面図 
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（（２２））所所謂謂「「仏仏教教テテララスス」」（（前前柱柱殿殿東東南南小小堂堂 CC11００））発発掘掘調調査査  

以上のような経緯と問題意識に基づき、東南小堂 C10 の遺構全体像の解明、さらに大乗仏教以

降のバンテアイ・クデイの歴史的変遷解明のため、同遺構東辺において 2019 年 8 月に第 60 次調

査として、前柱殿東南小堂 C10（所謂上座部仏教の「仏教テラス」）及び小塔 C19 での発掘調査を

実施した。同調査を通じて仏教テラス C10 と小塔 C19 の建造に関わる前後関係を考察する資料を

得ることが出来た。さらに仏教テラス C10 東側から蔵骨器の埋納を確認したが、容器等の年代から

現代の行為であることを判断した。バンテアイ・クデイの仏教テラスについては、これまでの上智大

学の発掘調査、近代の史資料、そしてバンテアイ・クデイ北に位置するロハール村の住民からの聞

き取りを踏まえた分野横断的な調査研究により、古代から現代に至るバンテアイ・クデイにおける信

仰実践の多様性と埋葬空間としての傑出した特性を解明するに至った（丸井他 2021；Nhim2021；丸

井 2021）。仏教テラス周辺の調査は特に上座部仏教と結びついたバンテアイ・クデイの機能を実証

的に証明し、同時に新たな課題も提示した。そのひとつがバンテアイ・クデイ境内（外周壁内）の空

間利用についてである。外周壁内の東南地区には、規則的な配置で幾つかの微高地（マウンド）が

確認されている。 

アンコール地域の古代寺院建築外周壁内のマウンドについては、既にアンコール・ワットで考古

学調査が実施されている。リモートセンシングによる測定と解析は（LiDAR）、アンコール・ワット内に

多数のマウンドと小規模な池が碁盤目状に規則的に並ぶ様子を明らかにした。こうしたマウンドと池

をセットと捉えて実施された考古学調査ではマウンド上から柱穴が確認され、マウンドがある時期の

何らかの居住施設であったことを考察している（Carter, Alison et al. 2002）。バンテアイ・クデイにお

いてもこうした微高地の特性を明らかにすることで、より包括的な同寺院内部の空間利用と機能の

解明が可能になると考え、2023 年 8 月に第 62 次調査、次いで 2024 年 2 月から 3 月にかけて第

63 次を実施した。以下、2 回に渡って実施した調査の概要と成果を速報としてまとめる。 

 

２２  調調査査のの目目的的・・調調査査区区・・調調査査のの概概要要（（図図 22～～55））  

先に述べたように、バンテアイ・クデイ外周壁と外環濠に挟まれた東南地区には複数のマウンド

の並ぶ様子が確認されている。マウンドそばには窪地もあるが詳細は不明である。そのマウンドの

一つを調査対象に選び、基本情報収集及び外周壁構築時期とマウンド形成時期の前後関係の

把握を目的として掲げた。このマウンドは現状では東西約 20m、南北約 13～15m、周囲との比高
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差約 2m の規模をもち、西側斜面に上部構造は既に失われた炭焼き窯の一部が残る。村人によ

ればこの炭焼き窯は 1980～90 年代前半にかけて使われていたと説明があった。 

調査はマウンドの西側を中心とした調査区一帯の地形測量の後、外周壁からマウンドの北西裾

にかかる南北方向にトレンチを計 3 つ設定し、計 22 ㎡を調査した。 

なお第 62 次（BK62）調査ではトレンチ 1,2,3 を設定し調査を実施した。残された課題を明らか

にするための補足調査を第 63 次（BK63）として実施し、同トレンチ１と 2 を再発掘した。 

 

 

 

３３  調調査査期期間間とと組組織織  

（（１１））第第 6622 次次調調査査（（BBKK6622  ））  

期間 2023 年 7～9 月 

7 月 31 日～ 調査区の草刈り等準備、測量調査（基準点確認作業） 

8 月 9 日～21 日 発掘調査 

8 月 22 日 文化遺産教育プログラム（現地説明会） 

8 月 23 日～25 日 補足調査 

図２ バンテアイ・クデイ第 62 次、第 63 次調査区の位置 
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8 月 26 日～9 月 6 日 埋め戻し作業 

  なお 8 月 10 日～22 日に王立芸術大学考古学部学生 3 名を対象とした人材養成プログラム

（現場実習）を実施した。 

組織 丸井雅子（上智大学総合グローバル学部・教授）、松浦史明（同・日本学術振興会特別研

究員 RPD）、Nhim Sotheavin（上智大学アジア人材養成研究センター・研究員）、Chhoeun Vuthy

（同シアムリアプ・スタッフ）、宮本康治（大阪市教育委員会事務局・主任学芸員）、Chun Sambor

（アプサラ国立機構・考古学専門家）、Vitou Phirom（同）、Phan Kunthanuk（王立芸術大学考古学

部・3 年）、Tao Marady（同）、Keo Chornlyly（同・2 年） 

（（２２））第第 6633 次次調調査査（（BBKK6633））  

期間 2024 年 2～3 月 

2 月 19 日～ 調査区の草刈り等準備 

2 月 23 日～3 月 3 日 発掘調査 

3 月 4 日～9 日 埋め戻し作業 

組織 丸井雅子（上智大学総合グローバル学部・教授）、松浦史明（同・日本学術振興会特別研

究員 RPD）、Nhim Sotheavin（上智大学アジア人材養成研究センター・研究員）、Chhoeun Vuthy

（同シアムリアプ・スタッフ）、宮本康治（大阪市教育委員会事務局・主任学芸員）、宮﨑晶子（茨城

キリスト教大学・教授） 

 図３ 第 62 次、第 63 次 外周壁、トレンチ、マウンドの位置 
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図４ トレンチ（北から撮影、2023 年 8 月。奥が外周壁） 

図５ 調査区（南西から撮影、2023 年 8 月。右が外周壁） 
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４４  調調査査成成果果（（図図 66～～1122））  

ここではトレンチ 1 と 2 において観察された基本層序（図 7～8）を中心に、検出された遺構（図

9～13）の概要をまとめる。 

  

（（１１））外外周周壁壁のの基基礎礎地地業業  

大きな成果として外周壁の基礎地業とが観察できたことを指摘しておきたい。先ず外周壁構築

以前の堆積（第 6 層と第 5 層）を確認した。第 6 層中及び第 6 層上面からは少なくとも今回の調

査区内では遺物は出土していない。次に層厚約 50 ㎝の第 5 層が堆積する。これら第 6 層と第 5

層の一部を掘り込み、砂を充填する砂地業（第 5～6 層中の E 層と F 層）が観察された。砂地業

の上ではラテライト粒や粘性の高い砂質土が固く叩き締められ（Ｄ層）、その直上に外周壁のラテ

ライト材が積まれている。ラテライトは先ず 4 段を階段状に積み上げて基壇部分を成す。最下段ラ

テライトの側面でも、ラテライト粒～塊や砂岩小片等が混ざり固く締まった層（Ｃ層）が観察されてい

る。 

第 5 層は外周壁構築以前の堆積であり、おそらくはバンテアイ・クデイ全域に及ぶことが推定さ

れ伽藍等主要建築造営前の堆積もしくは人工的な整地と考えている。第 5 層中と第 5 層上面か

らは少量の遺物（土器、中国陶磁器等）が出土し、それらは寺院中心地区の調査からも出土する

バイヨン期の遺物と大差ない。第 5 層上面はある時期の生活面であったことが推察されている。 

（（22））ママウウンンドドのの構構築築  

Ｂ1～Ｂ２が外周壁構築後の堆積であることは確実で、その上に第 4 層を確認した。この第 4 層

がマウンドを構築する盛土の一部であろう。ただし第 4 層南端の外周壁に接する辺りは、攪乱を

受けて明確ではなく、次に挙げる炭化物や火を受けた粘土塊の集積との前後関係を断定するに

はやや不安が残り今後の課題として残された。 

（（33））外外周周壁壁そそばばのの遺遺構構：：炭炭化化物物のの集集積積とと火火をを受受けけたた粘粘土土塊塊  

外周壁そばでは第 5 層上に、外周壁に向かって傾斜するようにＢ１層とＢ２層が堆積し、さらに

その斜面に沿うように炭化物、灰、そして火を受けた粘土塊が観察された。明確な炉跡等遺構は

確認できなかったため、別の場所で火を使った作業が行われ、そこから運ばれ廃棄された可能性

もある。この炭化物の集積は第 4 層に一部覆われている部分もあるが攪乱されており、今回の調

査ではマウンド盛土とこの遺構が形成された前後関係を断定する資料は確実ではない。 
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図６ トレンチ１、２平面 

図７ トレンチ１、２東面セクション 



156

 

図８ トレンチ１、２（北から撮影、2024 年 3 月） 

図９ トレンチ１、２（西から撮影、2024 年 3 月） 
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図１０ 炭化物、灰、粘土塊の集積（トレンチ１、2024 年 3 月） 

図１１ トレンチ１ 東セクション （2024 年 3 月） 
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５５  遺遺物物のの概概略略  

  出土遺物は第 5 層中及び第 5 層上面、さらに第 4 層中に集中し、小片を主とする土器、瓦、中

国陶磁器等総数は 72 点だった。中央伽藍地区の同規模の発掘調査と比較すると、出土遺物の

量はかなり少ない。 

 第 5 層上面から出土した白磁合子片は 12～13 世紀頃の徳化窯あたりの製品であろう。ほか第

5 層上面から第 4 層の下層（第 5 層との境目に近い層位）にかけて、瓦や棟装飾瓦片、鉄製品

（カスガイのようなもの）が出土している。上層からは年代の決め手となる資料は見つかっていな

い。出土遺物については今後整理をすすめ詳細をあらためて報告する。 

 

図１２ 外周壁地業と砂地業（トレンチ１を北から撮影、2024 年 3 月） 
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６６  課課題題とと今今後後のの展展望望 

繰り返しになるが今回の調査で外周壁の基礎地業と砂地業の実態、そして外周壁構築後の一

定期間を経てマウンドが形成されたという構築の順序が解明された。バンテアイ・クデイ中心地区

の伽藍とマウンドの構築時期を考察するための重要な資料も提示することができた。しかし当初の

目的として掲げていたマウンド自体の性質を明らかにするには、まだ十分な資料を得ておらずこ

れは今後の課題として継続調査を続ける計画である。外周壁そばで確認された炭化物等の集積

は、寺院境内内の利用を考えるうえでも重要な遺構であり、遺構の特徴や年代についても今後の

課題として検討していきたい。 
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ⅠⅠ  Background 

  Banteay Kdei temple is located around 4kms northeast of Angkor Wat, in a straight line. On 

the eastern side of Banteay Kdei is the water reservoir Srah Srang which was built in the middle of the 

10th century, and it was expanded from the end of the 12th to the beginning of the 13th century when 

Banteay Kdei was built in the reign of King Jayavarman VII. On the northwest side is Ta Prohm temple, 

a Mahayana Buddhist temple built in the late 12th century (Fig. 1). Banteay Kdei has a laterite-lined 

perimeter wall measuring approximately 600 meters on the eastern side and 480 meters from north to 

south, with a double moat encircling the central temple (Fig. 2).  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 Fig.1 Location of Banteay Kdei temple 
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ⅡⅡ  The Theme of the Research 

 Sophia Mission has contributed to exploring the temple’s development from the foundation 

period of Banteay Kdei to the modern, based on various types of archaeological evidence. Since 1991, 

our survey has focused on the area of building construction. Through our continuous archaeological 

excavation, we found that the data suggests that people had been using area C09 and the central part 

of Banteay Kdei for their religious beliefs and practices. However, the question remains as to how 

the people used it within the enclosure of the Banteay Kdei compound. Hence, our target is to extend 

the survey to the whole area within the Banteay Kdei temple’s enclosure.  

As regards the work of the recent research team from Hawaii University that conducted the 

archeological excavation in the Angkor Wat complex, it was shown that the occupation of inhabitants 

inside Angkor Wat’s space was revealed by some features such as postholes. It is also assumed that 

a residential space consists of a small mound and a small pond as a set (Carter, Alison et al. 2002). 

The topographical features of Banteay Kdei also show several mounds and ponds in the southern area 

inside the enclosure. 

 

 

Fig.2 General Map of Banteay Kdei 



163

   

 

ⅢⅢ  Excavation in August 2023, BK62 

1  Purpose of the Research 
In August 2023, the Sophia Mission carried out the survey (BK62) to realize the following 

three purposes. 

1. To reveal characteristics of small mounds located in the southeastern area within the Banteay 

Kdei temple’s enclosure, as a comparative analysis of the foundation works, both in the 

enclosure and the mound. 

2. To conduct a general survey outside the Banteay Kdei temple’s enclosure 

3. To interpret the historical relationship between the people and the area of Banteay Kdei. It 

was not only in the Angkorian period, but it also covers the period before and after Banteay 

Kdei’s foundation. This is towards the alternative research frameworks, “local history based 

on the archaeological site” and “the archaeological site-based study on the local history.” 

 There are some small mounds in the area inside the southeastern part of Banteay Kdei’s 

enclosure. The scale of the mound is about 20ms east-west, which is the same scale as the mound in 

the Angkor Wat temple complex. Our primary survey aims to investigate the historical relationship 

between temples and people beyond the “history of buildings.” 

 Earlier research on Angkor assumed that the inside of the surrounding enclosure is the ‘temple 

space.’ There has been a lot of research conducted inside the enclosure. For this time’s survey 

however, we intend to collect basic data such as the state of soil deposition, and explore the land use 

situation of the surrounding outer enclosure. This aim is also to connect the temple and the related 

area. 

2  Excavation Area 
 The excavation was conducted at the south-eastern part within the enclosure of the Banteay 

Kdei temple, a total of 22 ㎡ (Fig. 3, 4, 5). After the general topographical work around the survey 

area, some mounds and depressed parts were observed clearly in the southeastern part of the inner 

enclosure of Banteay Kdei (Fig 6). In order to understand the area of the excavation, three trenches 

were set up between the wall enclosure and the mound (modern kiln charcoal in the 1980s that covers 

the old mound) (Fig. 7, 8). Among them, trench 1 adjoins the south enclosure of Banteay Kdei, to 

investigate the foundation layer of enclosure construction. 
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Three excavated trenches 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

Mound 1 

Fig.3 Survey area of BK62 and BK63 

The area of small mounds and  
ponds observed 

Excavation trenches (1, 2, and 3: 
total of 22㎡) of BK62 and BK63 

Fig. 4 View of the survey area from south 

Fig. 5 View of the survey area from north 

Fig.4 

Fig.5 
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3  Preliminary Findings and Results 
 Owing lots of trees having grown over the mound, trenches unavoidably were set at the foot 

of mounds. Three trenches showed a general basic deposit of soil as a part of the mound, and there is 

a hypothesis that the mound had been filled several times during a certain period (Fig. 9). In trench 

1, a trace of a fireplace was found (Fig. 10). The soil and lumps of clay fired had been observed. It 

seems that the feature had also been used and repaired repeatedly, but there are no artifacts concerning 

the date or period of its operation. Sophia Asia Center is waiting to get a result concerning the charcoal 

date. Due to the rainy season and time constraints, our excavation process was not fully done. 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 6 Survey area and 3 trenches of BK62 and BK63 

Layer 4 Layer 5 

Trench 2 Trench 3 
Trench 1 

East section  Fire place 

Mound 

Trace of the modern  
kiln for charcoal 
production 

Fig.7 Trenches from the north Fig.8 Trenches from the south 

Fig.7 

Fig.8 
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 The total number of artifacts found in the trenches and excavated was not much. However, 

layer 4 and the upper level of layer 5 consisted of potsherds such as roof tiles, stoneware, and Chinese 

white ware (Fig. 11). A piece of Chinese white ware is a part of the bottom of a covered box from 

Dehua kiln, southern Son dynasty, 12th-13th century, Fujian (Fig. 12). Other excavated artefacts were 

also the same as those unearthed in Banteay Kdei, such as roof tiles, including a finial (Fig. 13). They 

are suggestive pieces of evidence to understand the dates of layers 4 and 5, and some kind of 

settlement of a period in the past. 

 

Fig. 10 Fireplace in Trench 1, BK62 

Fig. 9 Description of layers, the east section of Trench 1, 2, and 3, BK62 
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Fig. 13 Fragments of finial and roof tiles 

Fig. 12 Fragments of Chinese white ware 
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ⅣⅣ  Supplementary Excavation in February 2024, BK63 

1  Purpose of the Research 
  As mentioned in our report of August 2023, the work conducted was not properly completed, 

due to the rainy season obstructing our excavation process and our time constraints. The results as 

expected were not sufficient, to complete our report and/or article. Therefore, we would like to re-

excavate Trench 1 in order to investigate the soil deposits, and to understand the foundation of the 

enclosure wall. We took the filled-up soil from August’s excavation of Trench 1, and then we 

excavated more towards the lower layers. Our aim was to find the layers, in order to compare the 

relationship between the soil deposits of the mound and the basement of the enclosure.  

 

2  Excavation Period 

  Our supplementary excavation of Trench 1 was carried out for 4 days, from February 28th to 

March 2nd, 2024.  

 

3  Description of the Layers 

  We removed the deposit of a firing place (see Fig. 10) in Trench 1 that contained things such 

as a fired-clayed structure, blocks of charcoal, and blocks of browning soil. We collected some blocks 

of charcoal and soil that were located underneath the fired-clayed structure, as samples for 

determining the date and for pollen analysis. Then, as a supplementary survey, we began digging 

deeper to investigate the foundation work of the wall. Finally, Trench 1 and 2 combined to investigate 

the continuity of layers. 

 The layers observed in the eastern section (see Fig. 14-18) show the following process of soil 

deposits:  

 1. Layer 6 was deposited around the area before the construction of the enclosure wall of 

Banteay Kdei (in this layer, there has not been found any artificial objects in the trench). It is not “a 

natural layer” for sure. 

 2. Layer 5 was deposited during the same period as the construction of the Banteay Kdei 

temple’s buildings (this layer has a few artifacts such as Khmer ceramics, roof tiles, and iron nails). 

The possibility has been suggested that the surface level of layer 5 was of the period of activity in the 

Angkor era, strictly focusing on the Bayon period and around.  

 3. Layers D, E, and F were foundation works of the laterite enclosure wall. For the construction 

of the wall, parts of two layers, 5 and 6, were dug in, and then silty soil and sandy soil (Layers E and 
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F) were filled in. We observed pure sand (Layer F: sand foundation work) at the right, under the wall. 

Layer D was an over-consolidated layer covering two layers of E and F.  Layer D is a compacted soil 

for foundation works. Then, a laterite enclosure wall began to be built on Layer D. 

 4. Layer C was a very hard layer, mixed with small laterite grains. It was like protecting the 

bottom step of laterite blocks. The Laterite enclosure wall has 4 steps, and 8 blocks stand up vertically.  

 5. Layer B (1 and 2) was deposited along the wall sloping from south to north. Layer A was on 

and dug a bit the Layer B. From layer A, fired clay blocks, lots of charcoal pieces, and ash were 

found, however it was not considered as absolute proof of features such as the kiln body and furnace. 

As indicated by these findings, a hypothesis was that this was a disposal site from charcoal kilns 

that were operated nearby for a certain time, which may have been after the Angkor period. 

 6. Layer 4 was deposited at a period later than the operation of the charcoal kilns, on the 

hypothesis above mentioned. In the last research on August 2023, BK62, this layer was a part of 

mound 1 (see Fig. 6), containing a few artifacts of Chinese ceramics and Khmer ceramics.  

 7. Layers 1, 2, and 3 did not indicate positive activities by humans, as understood through 

archaeological artifacts. 

 

4  Interpretation of the Layers Excavated 

Based on the stratigraphical layers of the east section of Trench 1, we conclude as follows: 

1. The construction process of the enclosure wall (basic foundation work) was clarified. 

2. The geological formation of layer 5 strongly suggests that it was associated with the 

construction of the Banteay Kdei temple.  

3. The foundation of the enclosure wall was built by digging through Layers 5 and 6, which 

archaeologically confirmed that the temple and the enclosure wall seem to have been built at about 

the same time. 

4. This basic data is important to investigate the mound construction process. 
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Fig. 14 Section and Plan of the excavation Trench 1, after combined with Trench 2 
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Fig. 15 Survey area in February 2024: view from north 

Fig. 16. Survey area in February 2024, after excavation: View from the west of 
Mound 1 is behind on the left 
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Fig. 17 Laterite steps and the East section 

Fig. 18 Details of the foundation  
work of the laterite enclosure wall 
including sand foundation, view  
from north 
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ⅤⅤ  Discussion 

 Two campaigns carried out in August 2023 and February-March 2024 revealed construction 

orders among Banteay Kdei’s enclosure wall, deposit soil, Layer 5 which has a high probability of 

being the foundation layer for the entire site, and Mound 1. However archaeological artifacts were 

collected only in small amounts, stratigraphical evidence made it possible to describe a land using 

history. 

 Some questions still remain on the characteristics of Mounds around the area, including 

Mound 1. Our next excavation in August 2024 will make Mound 1 a target, to understand the overall 

structure of the mound. 
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